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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第三章　真に万の策を用意すれば、万策は尽きない。
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電子書籍特典　ショートストーリー　姫ひめ乃の編








プロローグ　─業務開始─






　輸送ヘリの内部はまるでジェットコースターのような有り様だった。

　乱気流が激しく、機体が上下左右に揺さぶられている。シート自体が振動し、各所の機材は固定ベルトから外れそうになっていた。

　しかし、その男の表情は微み塵じんも崩れない。

　後部座席に深く腰を落ち着け、左腕につけた腕時計型のデバイスを確認。

　重々しい口調で訊たずねる。

「到着予定時刻だ。島はまだ見えないか？」

　男の声は雑音のなかでもよく通った。

　セーフティーバーに押さえられた服装は上質なビジネススーツ。ネクタイの結び方は長身に合ったスモールノット。

　スマートな出で立ちをしつつも、その顔はまるで修行僧のように厳めしい。端的にいって人相が悪い。

　男の名は柏かしわ木ぎ啓けい介すけ。二十八歳、独身。世界的な大企業体・有あり栖す川がわグループに属するビジネスマンである。

　柏木の問いかけに対し、操縦席のパイロットが悲鳴交じりで答えた。

「この気流のなかで予定通りに飛ぶなんて無理ですよ!?　柏木主任！」

「無理でも間に合わせろ。それがお前の仕事だ」

「そりゃやるだけはやっていますけど！　──あ、見えました！　二時の方向！」

　柏木はフロントウィンドウの右斜め前方へ視線を向ける。

　大海原の先、巨大な島が見えてきた。外周部を剝むき出だしの岩壁と森が覆っており、一見すると無人島のように思える。だが内部にいくにつれて開発が進んでおり、中央に至っては都市部のような高層建築が連なっていた。

　意図的に造られた逆ドーナッツ現象とでも言おうか。開発区と未開発区が極端に分かれた、歪いびつな島だった。その用途、そしてその名称を、柏木は知っている。

「絶海の孤島に隔離された学び舎──聖ルルド学園、か」

　そう、かの島は学園である。それも世界中から資産家の令息令嬢たちを集めた学園だ。

　しかしただの資産家の家系では入学できない。条件となるのは、没落寸前の資産家であること。

　この学園で生徒たちは一発逆転を賭かけた、借金返済ゲームを行っている。家を立て直すため、自らの命すら賭けた、死のギャンブル──その名も『奇跡のルルドゲーム』。

「まったく度し難い。退廃の象徴のような島だ」

　柏木は無表情で憤りを口にした。

　輸送ヘリは気流に揉もまれながらも島中央部へ近づいていく。

　すると突然、柏木のデバイスがアラートを発した。液晶モニタが赤く点滅し、警戒語句が表示される。




　──Emergency緊急事態!　Princess is in danger姫君に異常発生.




　液晶モニタに示された心拍数や発汗状態は、いずれも平時ではありえないほどの数値となっていた。柏木はすぐさま直近の記録映像と音声を再生し、予断のならない状況を理解する。

　険しさを増した視線が操縦席のパイロットへ。

「急げ。彼女が窮地に陥っている。緊急事態──コード・レッドだ」

「しかしヘリポートまではまだ距離があります！」

「ならここでいい。ハッチを開けろ。直接降下する」

「なっ!?　しょ、正気ですか!?」

「支障はない。彼女の現在位置は把握している」

「そういう問題ではなくて！　ちょ、柏木主任!?」

　すでに柏木はセーフティーバーを外し、持参したジュラルミンケースを手にしていた。パラシュートパックを背負い、パイロットが操縦席からロックを掛けるより早く、手動でサイドハッチを開けてしまう。

　凄すさまじい風が吹き荒れた。髪やワイシャツの襟が激しく煽あおられる。だがその眼光は揺るがない。見据えるのは眼下、フランス式の居城のような外観の学園施設。

　柏木の本気を感じ取り、パイロットがヘルメットの下で顔を引きつらせる。

「いくら仕事とはいえ、どうかしてます……っ。ずっと思ってましたけど、柏木主任、あなた本当に人間ですか!?」

　柏木の口元に初めて笑みのようなものが浮かんだ。自じ嘲ちようと皮肉を煮染め、諦てい観かんでかき混ぜたような、乱雑な苦笑。

「人間らしさなどとうに捨てている。真っ当な感性で社会人などやっていられるものか。およそ勤め人というものは誰もが人間性を捨てて働いているんだ」

　たとえば命を削る残業の無限ループ。

　たとえばクライアントからの破は綻たんした要求の数々。

　たとえば過剰摂取される栄養ドリンクとカフェインの山。

　社会人たちは日々、地獄のような責め苦を受けている。そんな環境でまともな人間性など保てるわけがない。その上で皆、働いているのだ。

「俺たち社会人は常に精神と肉体の限界を超え、会社からの無茶ぶりに応え続けてきた。誰もが正気の瀬戸際で働いているんだ。ならば俺もヘリから飛び降りる程度、厭いといはしない」

　革靴がハッチを蹴けり出した。

　スーツのジャケットがなびき、柏木は大空へ飛ひ翔しようする。

「か、柏木主任……っ！」

「覚えておけ。俺は特別な存在などではない。どこにでもいる──ただの社畜だ！」

　回転翼を背後に据え、確固たる声が響き渡った。

　死のギャンブル蔓延はびこる学園へ向けて──社畜は今、空を舞う。








第一章　働かざる者、死ぬべからず。






　有あり栖す川がわ姫ひめ乃のは、有栖川グループの跡取り娘である。

　グループの母体、有栖川家の本家に生まれ、現在十六歳。髪は母親譲りの美しいブロンドで、左の髪束には羽を模した髪飾りをつけている。

　容姿端麗、成績優秀、令嬢にありがちな高飛車さもなく、人当たりがいい。周囲を引っ張っていくリーダーシップにはやや欠けているものの、誰にでも耳を傾ける謙虚さには人望があった。

　そんな姫乃は今日、フェリーに乗ってこの島にやってきた。島中央に位置する、聖ルルド学園に転入するためだ。

　父から突然転校を命じられた時にはさすがに驚いたが、何か事情があるのだろう。皆まで聞かずに承諾し、新しい環境でも前向きに頑張っていこう──とやってきたのだが。

　姫乃は現在、予想だにしなかった窮地に陥っていた。

「はーい、有栖川さんが真っ二つに裂かれちゃうまで、あと三分♪」

「いやぁ、やめてぇ！　止めて、早くあの装置を止めて下さい！」

　悲痛な叫びが喉のどから迸ほとばしる。姫乃の両手両足は鎖によって拘束され、全身をめいっぱい引っ張られていた。体は床に転がされ、異様な風によって制服のスカートが絶えず捲まくり上がっている。おかげでピンクのショーツが露出してしまっているが、気にしている余裕はない。

　なぜならば、チェーンソーがすぐそばに迫っているから。

　大開脚させられた姫乃のショーツへ向け、回転する刃が刻一刻と迫っていた。

「こんなことして許されると思ってるんですか!?　ねえ、本当にもう止めて！　イタズラだとしてもやり過ぎです！」

「イタズラですって？　馬鹿ね、イタズラでこんなことするわけないでしょ？　それこそ許されるわけないじゃない」

　そう言って肩を竦すくめるのは、赤毛に派手なシュシュをつけた、スレンダーな美少女だった。学園の制服を着ており、しなやかな肢体はネコ科の狩猟者を思わせる。

　名前は久く遠おん寺じ玲れい花か。

　学年は姫乃と同じ高等部二年生。日本有数のお菓子会社・久遠寺製菓の一人娘である。

　場所は聖ルルド学園の礼拝堂。

　燭しよく台だい型のライトに照らされながら、久遠寺はゆっくりと手を伸ばす。

「あたしは本気よ。本気であなたを切り裂いちゃうつもりなの。ここからザックリ真っ二つにね」

　チェーンソーは残り三十センチという距離に迫っていて、風に煽られているショーツを細い指先が、つ……となぞった。

「ひゃう……っ！」

　一瞬刃が触れたのかと錯覚し、腰が跳ね上がった。鎖が耳障りな音を立て、久遠寺が流し目で笑う。

「あら、感じちゃったの？」

「へ、変なこと言わないで……っ！　こんな状況で感じたりしません！」

「恥ずかしがらなくてもいいわよ？　人間って危機的状況だと、本能で子孫を残そうとするらしい。有栖川さんが思わず濡ぬれちゃっても不思議じゃないわ」

「馬鹿言わないで！　そんなことよりも……っ」

「そうね、そんなことよりもチェーンソーがさらに近づいてくるわね。あ、ひょっとしてあたしの指よりチェーンソーの方がお好き？」

「どうでもいいから装置を止めてぇ！」

　叫びも虚しく、チェーンソーを固定している装置がさらに十センチ前進した。獰どう猛もうな風圧がショーツのクロッチを刺激する。
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「ひ……っ！」

「ふふ、良い声だこと。あと残り二分ね」

「い、いやぁ！」

　全身から冷や汗が噴き出した。制服が濡れそぼち、肌にぴったりと張り付く。

　どうして、こんなことに……っ。

　思い返すのはほんの一時間程前のこと。

　フェリーから下りた後、港には知り合いが迎えにきているはずだった。しかしなぜかその姿はなく、代わりに待っていたのが、この久遠寺玲花。久遠寺は『あたしが代理よ』と言って学園へ連れてきてくれて、親切にあちこち案内までしてくれた。

　高等部校舎や中庭、女子寮とまわり、やがて今いる礼拝堂にやってきた。

　そこで唐突に『有栖川さん、ちょっとゲームをしない？』と切り出された。

　内容は単純なコイントス。

　久遠寺が投げた金貨の裏表を当てるというものだった。

　いきなりでびっくりしたけど、久遠寺さんにはここまで案内してもらったし、お友達にもなりたい。だからあまり深く考えずに了承した。

　礼拝堂の祭壇前で向かい合い、コインが弾かれた。

　姫乃が選んだのは表。久遠寺が手を開くと、コインは裏。

　こちらの負けだった。

　その瞬間、床の四方が開き、鎖が射出された。祭壇からはチェーンソーとレール付きの装置が現れ、あっという間に今に至る。

　正直、ワケが分からない。なぜ自分は殺されそうになっているのか、なぜ久遠寺はこんな凶行をしようとしているのか。分からないことばかりだった。

　そんな混乱をよそに久遠寺はうっとりと頰を染める。

「あたしね、今すっごくドキドキしてるの。美人な有栖川さんがエッチな体勢でザクザクされそうになってて、とっても胸が高鳴ってる。ねえ、これって恋？　ひょっとして、あたし今、恋してるのかしら？」

「知りませんよ!?　これが恋だって言うなら、頭おかしいですか──らあ!?」

　残り一分というところで、今度はチェーンソーが前進するのではなく、鎖の方が短くなった。しかも勢いが強く、体が一瞬宙に浮いてしまう。そのままお尻しりから床に激突。

「ふあ……っ!?」

　胸が激しく揺れ、痺しびれるような痛みも走った。だが痛がっている余裕はない。距離は残り十センチ。風圧はすでに物理的な勢いでクロッチを直撃した。

「ひゃん……っ！」

　恐怖とも快感ともつかない、未知の感覚が全身を駆け巡る。心臓は破裂しそうなほど脈打ち、全身から冷たい汗がさらに噴き出た。

　すると髪飾りの一部が光った。響くのは聞き慣れない電子音。

　──Emergency!緊急事態　I will call for relief.救援を要請します

　しかし極限状態の姫乃にはその意味を考えることは出来なかった。鎖に繫つながれた両手を震わせ、天を仰いで涙をこぼす。

「だ、誰か、助けて……」

　雫しずくが頰を伝い、床で弾けた。

　その瞬間だ。

　突然、天井のステンドグラスが砕け散った。

　久遠寺が「へっ!?」と見上げる。すると、どこからともなくヘリコプターの回転音が響き、それをファンファーレ代わりとするように何者かが──礼拝堂に飛び込んできた。

　着ているのは有栖川ブランドのビジネススーツ。手にしているのは銀色のアタッシュケース。その男はステンドグラスの欠片かけらをきらめかせ、流星のように落下してきた。

「プリンセスを発見。脅威を排除し、確保する！」

　男はアタッシュケースを足元に据え、チェーンソーのレール装置へ激突。

　凄すさまじい音が響き、根元からチェーンソーが弾け飛んだ。そのまま大きな放物線を描くと、祭壇近くの床へ突き刺さり、回転が止まっていく。両手両足の鎖も連動していたらしく、装置の破壊と同時にガシャンッと外れた。

　男は装置の残ざん骸がいを踏み締め、軽やかに床へ降り立つ。

「排除完了。やれやれ、危機一髪だったな」

　姫乃はただただ啞あ然ぜんとした。

「か、か、か……」

　驚き過ぎて声が出ない。「か？」と眉まゆを寄せる男へ、叫ぶ。

「柏かしわ木ぎさんっ!?」

「ああ、俺だ」

　事も無げに頷うなずかれた。

　修行僧のような厳めしい顔に、いつでも怒っているみたいな目つきの悪さ。

　姫乃の知っている人物だった。名前は柏木啓けい介すけ。有栖川グループの社員である。

「姫乃、怪我はないか？」

「いや怪我っていうか……」

　自然体で手を差し出されるが、すぐに握ってあげる気にはならない。こちらは頰が引きつるばかりである。

「お、遅いですよ！　港で待ってるって話だったのに、何やってたんですか!?　っていうか、どっから現れてるんです!?」

「すまんな。電車が遅延して遅れた。あとで遅延証明を偽造して渡そう」

「あ、あからさまな噓っ!?　空から降ってきたのに電車とか！　あと偽造するってはっきり言っちゃってるし！」

「状況は把握している。色々と災難だったな。替えの下着がアタッシュケースに入っているから漏らしてしまっているなら穿き替えるといい」

「お、お漏らしなんてしてませんよ!?　っていうか、なんで替えの下着なんて持ってるんですか!?」

「有栖川本家から持ってきたに決まってるだろう。あらゆる事態を想定しておくのはビジネスの基本だ」

「ちょっ!?　買ってきたとかじゃなくて、本当にわたしの!?」

「黄色のフリルと青白のストライプがある。どっちがいい？」

「柄まで把握してる……っ!?　もうっ、どういうことですか!?　この状況含めて一から十までちゃんと説明して下さい！」

「そうしてやりたいのは山々だがな。残念なことに後回しだ」

　ジャケットの裾すそがふわりと舞い、柏木は身を翻した。

　視線の先では久遠寺玲花が啞然としている。赤毛の少女へ向けて、柏木は断固たる口調で告げた。

「我が社の跡取りが世話になったな？　ここから先は俺が相手だ」

「は……？　いや、な、なに？　どういうこと!?　一体なんなのよ、あなた!?」

「訊たずねるならば答えよう。言うまでもなく、挨あい拶さつと自己紹介はビジネスの始まりに不可欠だからな」

　柏木はネクタイをきゅっと締め直す。

「俺は有栖川グループ本社付き・特別危機管理対策室・主任・柏木啓介。この死のギャンブルが渦巻く学園において、我が社の跡取り・有栖川姫乃を守るためにやってきた、ただの社畜だ」

「しゃ、しゃちく……？」

「若者には聞き覚えのない言葉か。社畜とは社命によって人間の限界を超えて働く者たちのことをいう。現代日本では実に社会人の九割が社畜と化してしていると言われている。かく言う俺もその一人だ」

「いや社畜って言葉は知ってるけど……その社畜がなんであたしの前に立つのよ!?」

「決まっている。姫乃を害する者を排除するためだ」

「排除ですって……？　あたしは久遠寺製菓の跡取りよ。たかだか一介の会社員風情に何が出来るっていうのかしら!?」

「行動で示そう。挨拶はここまでだ」

　革靴の足音も高く、柏木は歩きだした。

「久遠寺玲花。俺はお前を地獄に堕とす」

「は、はあ!?　地獄ですって!?」

「他人の命を軽んじた罪、その身を以もつて贖あがなうがいい」

「ちょ、ちょっと待て！　くるな！　こっちにこないで！」

「もう遅い。裁きの時間は訪れた。覚悟はいいな？」

「い、嫌っ、あたしに何をする気よ!?」

「問答は無用。身を以て知れ」

　柏木は一瞬深く身を沈めた。

「さあ──」

　そしてスーツの身が爆発的に突撃する。

「──デスマーチの時間だ！」





◇◆◇






　その姿はさながら突風。柏木はジャケットをなびかせて久遠寺玲花へ迫る。ネクタイの端が鋭く舞い、景色が高速で流れていく。

　礼拝堂には長椅子が並び、壁際に燭しよく台だい型のライトが並んでいた。床には濃紺の絨じゆう毯たんが敷かれ、天窓には豊ほう穣じようを描いたステンドグラスがあった──ものの、天窓に関しては柏木の突入ですでに砕けている。

　この礼拝堂で何が行われていたか、柏木はすでに把握している。姫乃の髪飾りがデバイスになっており、ヘリ降下前に映像と音声を確認したのだ。

　姫乃と久遠寺はコイントスという形で、この学園の死のギャンブル『奇跡のルルドゲーム』を行っていた。勝利したのは久遠寺で、けしかけられたチェーンソーは敗者への罰ゲームである。

　だがそれらのルールを姫乃はまだ知らない。

　久遠寺はその無知を利用して陥れたのだ。ゆえに容赦はしない。若者の無軌道な残虐さには、鉄てつ槌ついを以て知らしめる必要がある。

　彼我の距離は見る間に縮まっていき、久遠寺が慌てた顔で後退った。

「な、なんなのよ!?　怖い！　近寄らないで！」

　スカートが舞い、やや細すぎる太ももが露わになった。しかし柏木が注目するのは久遠寺の肉体が健康かどうかではない。

　彼女の太ももにはレッグホルスターが巻かれており、そこには拳けん銃じゆうが収まっていた。

「それ以上きたら撃つわよ!?」

「て、鉄砲!?」

　姫乃が驚いた声を上げる。

　その間に久遠寺は拳銃を抜き、銃口をこちらへ向けていた。

　しかし無論のこと足は止めない。柏木は風のように突き進みながら言う。

「撃ってみろ」

「あ、あたしは本気よ!?」

「俺も本気だ。どうした？　怖おじ気けづいたか？　リモート操作のチェーンソーは使えても、その手でトリガーを引くことは出来ないか？」

「……っ！　ば、馬鹿にして……っ。いいわ！　血塗れになって後悔しなさい！」

　銃口が火を噴いた。種類はやや見た目重視なリボルバー。矢継ぎ早に発射された弾は六発。ある程度、訓練は受けているらしく、どれも見事に命中コースだった。しかし、

「遅い！」

　柏木は一切速度を落とさず、六発の銃弾すべてを紙一重で回避した。銃弾はまるで柏木の体を透過したように素通りし、遥はるか後方の壁に穴を開ける。

「なんで!?　なんで拳銃の弾を避けられるの!?」

「リスク回避はビジネスの基本だ。この程度、社畜ならば造作もない」

「なにその理屈!?　人間にそんなこと出来ないわよ!?」

　リボルバーを投げ捨て、久遠寺は踵きびすを返した。転がるように駆け、黒のショーツが見えるのも構わず、礼拝堂の扉へ向かっていく。

　どうやら逃亡を選択したようだ。不利と見て即座に逃げを選ぶとは、ビジネスの才能がある。

「押しの一手だけでは商談は成立しない。時には引いて見せるのも交渉術の一環だ。久遠寺玲花、お前はなかなか見どころがある。しかし今回は相手が悪かったな」

　久遠寺へ追いつき、固く拳こぶしを握った。

「今の俺は現場主義。小手先の交渉など通用せん！」

　拳げん骨こつを繰り出した。ジャケットの裾が赤毛を掠かすめ、久遠寺の目前の壁に直撃する。すると轟ごう音おんを上げて壁が陥没した。

「はひっ!?」

　悲鳴を上げ、少女は立ち竦すくんだ。

　その眼前では礼拝堂の壁がさらにピシピシ……っとひび割れていった。陥没は綺き麗れいな円形で、その直径は一メートルにも達する。

　もしも直撃したならば、久遠寺の頭はスイカのように爆散していただろう。本人もそれを感じ取ったらしく、へなへなと腰を抜かす。

「な、な、なんなのこの滅茶苦茶さは……」

「滅茶苦茶ではない。この程度、社畜ならば誰でも出来る」

「出来るわけないでしょっ!?　常識で物を言って！」

「何を言っている。極めて常識的な話だ」

　柏木は破城槌ついのような音を立てて拳を引き抜く。

「社畜というものは、社命を受ければどんな業務でもこなさなければならない」

　その瞳ひとみはどこか遠くを見つめる。

「かつて俺が有栖川グループの出版部門に出向した時のことだ。『世界の熊殺し百選』というムック本を編へん纂さんすることになり、俺は当時の上司の命令で『達人の伝える素手での熊殺し修行法』を実践させられることになった」

「……は？　いやなんの話？」

「熊殺しの話だ」

　言い聞かせるように頷うなずき、熱く拳を握る。

「俺は人里離れた山中に出張し、経費すら使うことのない狩猟生活を送った。同行した達人から『気圧を抉えぐるように撃つべし』という突きの極意を学び、一か月後、ついにツキノワグマと相対。三日三晩、素手で殴り合い、そして四日目の朝のこと。ついに熊に勝利した時、俺は──この拳を手に入れていた」

「えっと…………」

「つまりはそういうことだ」

「さっぱり分からないわ!?」

「俺と同じ経験をした社畜ならば、壁を砕く程度、拳で簡単に出来るということだ」

「普通、社命で熊と殴り合うような社畜なんていないから！」

「ちなみに倒した熊はその後、熊鍋なべにして美味おいしく頂いた」

「聞いてない！　結末がどうなったかなんて別に聞いてない！」

「そしてムック本はまったく売れなかった」

「完全に骨折り損じゃないの!?」

「……すみません。ウチの出版部門が無茶ぶりして」

　跡取りが気まずそうに謝るなか、柏木は「そういうわけで」と声を低くする。

「熊に比べれば、女子高生を素手で殴り殺すことなど造作もない」

「……っ」

　赤毛の下の顔が盛大に引きつった。怯おびえる少女を柏木は冷徹に見下ろす。

「覚悟はいいな？」

「い、いいわけないでしょ……っ」

　へたり込んだまま、久遠寺は壁へと後退る。

「あたしはただルールに従っただけよ！　あたしはコイントスで勝ち、有栖川さんは負けた。だから罰ゲームをしたの！　それが許されてるの！　それがこの学園の『奇跡のルルドゲーム』なんだから！」

　必死な弁明に対し、反応したのは姫乃だった。いまだ何も知らない跡取り娘は、眉まゆを寄せる。

「奇跡の……ルルドゲーム？」

「そうよ！　有栖川さん、あなたはコインの表を選んであたしに負けたじゃない。だから命を取られても文句は言えないの！　むしろ命を献上して、あたしの──久遠寺家の糧になるべきなのよ！」

「……柏木さん、どういうことですか？」

　背中越しの問いに柏木はわずかに目を伏せた。

　本来ならば、もう少し落ち着いた場所で話すつもりだった。しかし……こうなっては致し方ない。

「ルルドゲーム、それはこの学園の存在理由だ」

　絶海の孤島に隔離された学び舎、聖ルルド学園。

　ここには没落寸前の資産家の令息令嬢たちが集められている。

　その目的は借金返済のために死のギャンブルをすること。

　生徒たちにはルルドコインという専用金貨が支給され、ギャンブルによってコインを奪い合う。コイン一枚は日本円の約一億円に相当し、生徒の卒業時に換金される。つまり在学中により多くのルルドコインを集めることで、生徒たちは家を立て直すことが出来るのだ。

　それが潰つぶれかけた家の再興という『奇跡』をもたらす、ルルドゲームである。

「だが生徒たちは皆、世界有数の資産家の子供たちだ。順当にコインを集めても、負債額には到底届かない。よってルルドゲームには、ある特殊ルールが存在する」

　ゲームの勝敗が決した後、勝者は敗者へ罰ゲームを科すことが許されている。

　そしてもしも罰ゲームで敗者が死亡した場合、勝者には学園からベット数の十倍の特別ボーナスが支給される

「は、敗者が死亡した場合って、そんな……」

　姫乃が啞あ然ぜんとしていると、久遠寺が背中を壁に預けて立ち上がっていく。

「ふふ、納得いかないかしら、有栖川さん？　でもあなたは確かにあたしとの勝負を了承した。その上で敗北したのだから、文句を言う資格なんてないのよ。だってあなたは敗者なのだから！」

「いいや、その論理は成り立たん」

　切って捨てるように否定したのは、柏木。そして言うが早いか、久遠寺の制服の内側へ手を滑り込ませる。

「へっ!?　やっ、ちょ……どこ触ってんのよ!?」

「か、柏木さん、何してるんですか!?　セクハラ、セクハラですよ!?」

「勘違いをするな。物証を捜してるだけだ」

「ぶ、物証？」

「やっ、いやん！　ちょっと、そこダメ……っ。ばかぁ！」

　遠慮なく制服をまさぐり、見つけ出したのは、一枚の金貨。

　生徒たちが奪い合う、件のルルドコインである。

　表には学園のシンボルである女神の顔、裏には学園の校章が描かれている。

「姫乃。君たちがコイントスで使ったのは、このコインで間違いないな？」

「え？　あ、はい。そうですけど」

　頷きが返ってくると、途端に久遠寺が慌てだした。

「か、返して！　返しなさい、それはあたしのコインよ！」

「奪うつもりなどない。ゲーム外でのコインの強奪は認められていないからな」

「だったら早く返して！」

「そうはいかない。このコインには細工の可能性がある」

「さ……っ」

　久遠寺の表情が変わった。端整な顔が見る間に青ざめていく。

　その反応で確信した。このコインは本物のルルドコインではなく、久遠寺がゲームのために用意した仕掛けコインだ。

　見当をつけて握り込むと、すぐにじわりと絵柄が変化した。強く圧力を掛けると両面が表になり、軽く握って温めると両面が裏になった。

　変化したコインを久遠寺の眼前へ突きつける。

「相手が指定した絵柄によって、コインの握り方を変え、勝ちを得る。それがお前の戦法だ。言うまでもないことだが、これはイカサマだぞ？」

「そ、それは……っ」

「ゲーム中のイカサマは重罪だ。発覚すれば即極刑となる。程なくして生徒会執行部がお前の命を奪いにくるだろう」

「ち、違うの！　お願い、話を聞いて！」

「話など無意味だ。このコインを生徒会執行部に引き渡せば、もはや弁解の余地はない」

「で、でも……っ」

　泣きそうな顔で俯うつむき、しかしすぐに指を突きつけてきた。

「そ、そうだ！　そもそもあなたにそんなことを言う権利はないわ。だってあなた、無関係じゃない！　有栖川さんの会社の人だろうとなんだろうと、あたしたちのゲームに部外者の介入なんて許されない。あなたがイカサマを見破ったとしても、それに異議を唱える権利なんてないわ！」

「残念だが、俺には権利がある。なぜなら俺は姫乃の『差し入れ品』だからな」

「ないって言ってるのよ！　差し入れ品だろうとなんだろうと……え？　な、なに？　差し入れ品？」

「そうだ」

　重々しく頷く。

「久遠寺玲花、お前が先ほど使用した拳けん銃じゆう、あれも差し入れ品だな？　実家の久遠寺家に手を回して学園に送らせたもののはずだ」

「そ、そうだけど」

　生徒たちは聖ルルド学園に入学すると、卒業か死亡のいずれかにならない限り、外には出られない。代わりに半年に一度、外部からの差し入れ品を受け取ることが出来る。

　学園の殺伐とした現状は外の人間たちも承知しているため、差し入れの多くは携帯銃、電磁棒、催涙弾などの護身用具が選ばれる。久遠寺のリボルバーもその一つだ。

「そして俺は拳銃と同じ扱いだ」

「は？」

「えーと？」

　背後の姫乃まで首を傾げている。よって柏木は懇切丁寧に説明する。

「そもそもおかしいとは思わなかったか？　隔絶されたこの学園に俺のようなビジネスマンが堂々と入ってきていることを」

「いや……それについては最初から『おかしい』以外の感想をまったく抱いてないんだけど？」

「……言われてみれば、わたしも疑問を持つべきだったような気がします。跡取りとはいえ、なんで女子高生の転入先に会社の社員さんがついてくるのか、とか……」

「俺は差し入れ品としてこの学園にやってきた。品名『SHATIKU』として学園側の申請も通っている。本来は輸送路のヘリポートから搬入される予定だったが、姫乃の危機を察知して降下してきたというわけだ」

「噓……ほ、本当に差し入れ品扱いなの？」

「真実だ。でなければ、学園側の警備班がとっくにここに突入している。久遠寺玲花、お前はゲーム中に差し入れ品の拳銃を使用した。よって姫乃も差し入れ品の俺を使用することが許される。まったく論理的な話だ」

「ぜんぜん論理的なじゃないわよ!?　自分が物扱いっていいの、それで!?」

「社畜に人権はない。物扱いされようとも心は痛まん」

「おかしいから！　社畜だろうとなんだろうと人間よ!?」

「……あの、柏木さん？　有栖川グループってそこまで断言されちゃうほどブラックなんでしょうか……？」

「有史以来、すべての社員にとって会社とは地獄と同義だ。例外はない」

「うわー、例外はないって言いきっちゃったー……」

　姫乃がげんなりするのをスルーし、柏木は久遠寺の頭を摑つかんだ。アイアンクローだ。

「ちょ!?　本当にあたしを殺す気なの!?」

「そのつもりだ。だが一度だけチャンスをやろう」

「チャンス？」

「今度は俺がコインをトスする。裏か表か当ててみろ。成功すればイカサマの件は忘れてやる。ただし失敗すれば……」

「し、失敗すれば……？」

「お前の頭を砕く。あの日の熊のようにな」

「いやぁ!?　熊鍋なべは嫌ぁ！」

「安心しろ。お前は女子高生だからＪＫ鍋だ」

「そんなのどっちでもいいー！」

　右手で久遠寺をホールドしたまま、コインを持った左手を掲げる。

「準備はいいな？」

「よ、よくない！　よくないわよ!?　だってそのコインを使ったら……裏も表もそっちのさじ加減じゃない！」

　もはや自分からイカサマを暴露している。だがすでにそんなことは重要ではない。久遠寺も理解しているらしく、こちらの腕を摑んで必死に説得しようとする。

「も、もうやめましょ？　こんなこと無意味だわ。柏木さんって言ったかしら？　ねえ、柏木さん。いいえ柏木のオジサマ♪　もしも見逃してくれたら、あたし、なんでも言うこと聞いてあげるっ。本当になんでもよ？　ベッドの上であなたのＪＫ鍋になってあげたっていいわ。わあ、すごい！　こんなチャンス、めったにないんじゃない？」

　久遠寺はスレンダーな体でしなを作り、媚こびるように手のひらをぺろぺろ舐なめてくる。

「なるほど、命の代わりに体を差し出すか。女子高生という自身のブランドを正確に理解している。とっさの判断としては申し分ない」

「で、でしょ!?　あたし、めいっぱいサービスするわよ？　男の人との経験はないけど、心を込めて頑張る。あたしのこと、オジサマの好きに染め上げちゃっていいんだから！」

「ふむ、俗に言う枕営業か。廃絶されて然るべき悪習だが、実際、社会の上層部にはまだまだそれを求める層はいると聞く」

「そうよねそうよね？　オジサマたちはみんな、若い子の体が欲しいはずだもの。哀しい性だと思うけど、あたしは責めたりしない。むしろ積極的に肯定してあげるっ」

「やれやれ。先ほど発砲してきたばかりだと言うのに、見事な変わり身だな」

「お尻しりの軽い女の子はお嫌い？」

「俺は貞淑かどうかで女性を測ったりはしない」

「良かったっ。それじゃあ──」

「だが」

「え？」

「そもそも子供を抱くような趣味はない」

　指を弾き、コインを空中へ旅立たせた。久遠寺が絶句し、軌跡を目で追う。同じくコインの行く先を見つめながら、柏木は言った。

「俺の所属する特別危機管理対策室・通称〝トッキ〟は極秘部署だ。今回、聖ルルド学園へ潜入するに当たり、俺には識別のためのコードネームが与えられた。特別にその名を教えてやろう」

　わざと冷徹な笑みを浮かべてみせると、少女は恐怖に震え上がった。しかし一切の慈悲なく、むしろ恐れを助長させるように告げる。

「俺のコードネームは──ＪＫ堕とし。この身はお前のような生徒を地獄へ堕とすためにやってきた」

　純然たる死刑宣告を告げられ、久遠寺のなかで何かが切れた。

　コインが放物線を描くなか、柏木の指の間から悲鳴が溢あふれる。

「あ、あ、ああああっ！　やだやだやだやだ、死にたくない！　やめて、こんなところで熊と同じような死に方なんてしたくない！」

「虫のいい話だ。姫乃が似たような命いのち乞ごいをした時、お前は笑っていただろう？」

「しょうがないでしょう!?　笑いながらでもなきゃ、同級生を殺したりなんて出来るわけないじゃない！」

　少女は血を吐くように叫ぶ。

「そうやって自分を騙だまさなきゃ、この学園では生きていけなかったのッ！」

　なるほど、と柏木は胸中で嘆息した。まるで快楽殺人者のように振る舞っていたのは、久遠寺なりの心の防衛策だったのだ。

　学園潜入に当たって、生徒たちのデータは事前に入手している。それによれば久遠寺玲花は入学以来、一度も罰ゲームを成功させていない。彼女の手はまだ血に汚れてはいなかった。しかし。
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「情状酌量の余地はないな。お前が我が社の跡取りを害そうとした事実は変わらない」

「……っ」

　コインが光の尾を引いて落ちてくる。

　それはあたかも久遠寺の命の終わりを示すように。

　柏木は感情のない目でコインを摑んだ。

「これは天罰だ。死んで詫わびろ、久遠寺玲花」

　もはや裏表を見る意味はない。手中にコインを収めた瞬間、右手に力を込めた。ミシッと久遠寺の頭ず蓋がい骨こつが軋きしみを上げる。

「──あっ!?　ああああああっ、いやいやいやいやぁ！　お願い許してぇ！」

　少女の嘆きを無視し、力は加速する。辺りの空気が陽炎かげろうのように揺らめき、

「あぁぁぁぁっ、ごめんなさいごめんなさいごめんなさああああいッ！」

「破──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いを込めた瞬間、二人の足元が凄すさまじい勢いで爆発した。

　それは熊をも殺す、社畜鬼神の一撃。

　床材は跳ね上がり、絨じゆう毯たんは切り刻まれ、周囲の長椅子も木っ端微み塵じんに弾け飛んだ。まるで地雷を踏み抜いたような光景だった。圧倒的な破壊に対し、礼拝堂そのものが揺れたほどだ。けれど。

「…………え？」

　木材の塵ちりが舞うなか、久遠寺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「あたし、生きてる……？」

　周囲の有り様に反して、彼女自身は無傷だった。

　柏木は意地悪く口の端をつり上げる。

「古武術の遠当てだ。右手の膂りよ力りよくを頭蓋骨に当てず、お前の体を通して床に逃がした。この技術は、かつて俺がグループの映像部門に出向した際、バラエティーの企画で──」

「柏木さん、柏木さん。技術を会得した時のエピソードはいいです。カットして下さい」

「……む、そうか。いいか、久遠寺玲花。ブラフは交渉の基本だ。俺には最初からお前を殺す気などない」

「え？　あ、あたし、殺されないの……？」

「殺さん。殺す気ならば、最初の拳げん骨こつで頭を吹き飛ばしている」

「な、なんで……？　だってあたし、有栖川さんを切り刻もうと……」

「だがお前は間違いに気づいた。今、『ごめんなさい』と謝っただろ？」

「でも謝った程度で許されることじゃ……っ」

「過ちは誰にでもある。それが子供ならば尚のことだ。極論、命の尊さは死の恐怖によって初めて理解出来るものだ。それを今、お前は学んだ。もう同級生を罰ゲームで死なせようなどとは思わないだろ？」

　頭を摑んでいた右手を離し、静かに問う。

　久遠寺は戸惑いつつも、自分の体を抱き締め、深く頷うなずいた。

　素直な態度に満足し、柏木は表情を緩める。

「分かればいい。大事なのは反省し、次に活かすことだ。そうやって人は日々成長する。それさえ出来れば、誰もお前を責めはしない」

　くしゃっ、と頭を撫なでてやる。すると細い肩が小さく震えた。

「そんな優しいこと言われたの……初めてだわ」

　久遠寺は手を伸ばし、こちらのジャケットをきゅっと摘まむ。見上げた顔は、庇ひ護ごを求める子供のようだった。

「あたし、本当はずっと叱られたかったのかもしれない……っ」

「必要ならばいつでも叱ってやる。子供を叱るのは大人の務めだ」

「オジサマ……っ」

　欲しかった言葉を掛けられ、少女の瞳ひとみに涙が浮かんだ。感極まったようにジャケットのなかへ潜り込んでくる。

「素敵！　大人の男の人って、強くて怖くて、でも優しくて……あたし、もうハマっちゃう！」

「ふむ、それだけ軽口が言えれば大丈夫だな」

「本当よ？　本気でそう思ったのっ」

　少女は必死に訴えてくる。今も涙が浮かんでいるが、泣いたらこちらを困らせるとでも思っているのか、必死に嗚お咽えつを堪えていた。相手を気遣った、精一杯の気丈な表情だ。

　けれどそれこそ無用なものだ。子供が大人に遠慮する必要はない。彼女の心を軽くするため、柏木はさらに言葉を重ねる。

「久遠寺玲花、今までよく一人で頑張った。しかしもう心配するな。生徒同士で命のやり取りをするような日々はまもなく終わる。俺はこの腐った学園を叩たたき潰つぶすためにやってきたんだ」

「学園を……？」

「そうだ」

　何不自由なく生きていた子供たちがある日突然、命懸けのギャンブルをやらされる。そんなことが当たり前に横行していいはずがない。

　久遠寺が罰ゲームを敢行しようとしたことは間違いだが、しかし真に責を受けるべきは死のギャンブルを奨励している、この学園そのものである。

「本当にこの学園を終わらせてくれるの……？」

「ああ、そう言っている」

　赤毛を撫でながら断言する。

「安心していい。あとは大人に任せろ。お前は日の当たるところで、当たり前の学園生活を過ごすんだ」

「オジサマ……」

　心底ほっとしたように、細い体から力が抜けた。すべてを委ねるようにもたれ掛かってきたので、その肩を支えてやる。

　すると、とうとう涙が溢れ、柏木の手のひらにこぼれてきた。

「う、うう、ああ……オジサマ！　柏木のオジサマぁ……っ」

　少女は堰せきを切ったように泣きじゃくった。これでいい。子供が子供らしく泣ける環境こそ、学園というものの在るべき姿だ。

　久遠寺の背中を叩いてあやしていると、姫乃が苦笑しながらそばにやってきた。

「危ない目に遭ったのはわたしなのに、柏木さんったら勝手に許しちゃうんですから」

「間違った判断だったか？」

「いいえ、正しい判断です」

　姫乃はどこか誇らしげに微笑んだ。

「あとでちゃんと説明して下さいね？　わたし、知らないことばかりなんですから」

「無論、そのつもりだ」

「あ、でもとりあえずは……どうしてわたしが礼拝堂にいるって分かったんですか？　柏木さん、ヘリポートに向かってる途中だったんですよね？」

「君の髪飾りだ。それは本家で渡されたものだろう？　宝石部分がデバイスになっていて君の状況はすべてモニター出来るようになっている」

「え？」

　目が点になった。

「モニター……？　この髪飾りが？」

「そうだ。朝から定期的に監視していた」

「朝から……ずっと？」

「ああ」

「わたし、制服を支給されてフェリーで着替えたりしてたんですけど!?」

　何を言っているんだ、と柏木は眉まゆを寄せる。

「だから下着もきちんと吟味してきただろう？　ブラジャーが柄物だったので、ショーツが無地では味気ないだろうと、フリルとストライプのどちらか選べるように──」

「そこじゃない！　本当、柏木さんっていつでもどこでも勝手ですね!?　ばかぁ、嫌いですっ！」

　少女の嘆きが響き渡り、「何を怒っているんだ？」と柏木はただただ眉をひそめた。

　かくして、最強の社畜と社長令嬢が並び立ち、死のギャンブルが蔓延はびこる学園をぶち壊すという──新たな業務が幕を開ける。
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　有栖川グループ本社付き、特別危機管理対策室、通称トッキ。

　その名を知っているのはグループ内でも上層部のごく一部に限られる。

　トッキの業務は『特命』と呼ばれ、日々、グループ会社に発生する様々な危機に対し、特殊な訓練を受けたエージェント社員たちが対応している。

　仕事柄、その業務範囲は多岐に亘り、競合他社へ企業スパイとして潜り込むこともあれば、秘境の奥地に工場用建設地を確保するため、現地部族と交流することもある。かと思えば、デスマーチ中の上流工程にＳＥとして放り込まれることもあり、また時には人手不足の弁当工場でパートのおばちゃんたちとパセリを載せ続けることもある。

「──言わば、グループ内の超法規的なんでも屋だな。そこに会社の危機があれば、事の大小にかかわらず、俺たちはなんでもやる。求められるのは対応力と適応力。どんな畑違いの業務だろうと、現場に入る頃には即戦力と化していなければならない。それを可能とする人材だけがトッキのエージェント社員に選ばれる。……まあ、おかげで俺たちは毎度地獄のような現場に放り込まれるわけだが」

「ああ、だから柏木さんは社畜社畜言う人になっちゃったんですね……」

　跡取りとして責任を感じたのか、姫乃はほろりと目じりを拭ぬぐう。

「っていうか、本当に訊ききたいんですけど、ウチの会社ってそんなにブラックなところばかりなんですか……？」

「明言は避けておこう。跡取りの君にあれこれ言い聞かせるのは、ほぼ内部告発だ」

「いえ、もう散々言っちゃってるとは思いますけど……」

「一応、これだけは覚えておいてほしい。我々、社畜の日々に安寧など存在しない。朝起きては鬱うつになり、昼飯を食っては鬱になり、定時には帰れないので鬱になり、終電の満員電車で鬱になる。これが地獄でないというなら神か仏を連れてこい。フルスイングでぶん殴ってやる」

「えーと、すみません、途中から何言ってるか分かんなかったです」

「そうか、子供にはまだ早い話だったな。すまない、忘れてくれ」

　柏木は珍しく痛ましい顔になり、ソファーに深くもたれかかる。

　ここは、とある部屋。

　今は姫乃と今後のためのミーティング中だ。

「わたし、柏木さんはＳＰの人なのかなって思ってました。子供の頃から何度も護衛してもらってたから。あれもトッキの特命だったんですか？」

「その通りだ。跡取りに何かあっては事だからな。護衛レベルの高い現場などでは有栖川グループの私設ＳＰ部隊に出向という形で俺も参加していた」

　姫乃とは彼女が子供の頃からの付き合いである。会うのは年数回程度だが、場合によっては今回のような危機的状況になることもあり、過ごした時間の密度はなかなかに濃い。

「……ひょっとして、わたしの護衛もブラックだったりします？」

「どうかな」

　肩のバスローブの位置を直し、言葉を濁す。すると姫乃は不満そうな顔をした。

「明言を避けられると気にしちゃうんですけど」

「確かに、俺は子守が得意な性分ではない」

「子守て」

「冗談だ」

　苦笑を漏らし、右手のワイングラスを揺らした。

「君の横にいるのは鬱にはならない」

「……ならいいですけどね」

　姫乃は肩を竦すくめる。

　実際、彼女を護衛する任務は苦ではない。

　姫乃は発注数を一ひと桁けた間違えたりはしないし、パセリの載せ方に異様なこだわりも持っていない。自分語だらけの仕様書をまわしてきたりもしないし、先祖伝来の踊りで建設チームを呪うこともない。

　まあ、誘拐されかけるなどしてたまに銃弾が飛び交ったりもするが、彼女自身に原因があるわけではないので、気持ち的にはホワイト寄りの現場と言えるだろう。

「ではそろそろ本題に入ろう。この学園について、そしてここで行われているルルドゲームについて詳しく説明しておく」

「あ、その前に一ついいですか？　いい加減、そろそろツッコみたいです」

　姫乃が遮るように挙手した。ずいぶん毅き然ぜんとした表情だったので、柏木は眉を寄せる。

「ツッコみたい？　なんのことだ？」

「まずそれ」

　真顔で指を差してきた。

「柏木さんが今着ているものはなんですか？」

「？　バスローブだが？　東海岸の職人製で肌触りがいいんだ」

「そーですかへーすごいですね」

「うむ」

「次にそれ」

　棒読みの賛辞の後、指が平行移動。

「柏木さんが今持っているものはなんですか？」

「ワイングラスだ。中身はイタリア製の安物なんだが、地中海の香りが気に入っている」

「そーですかわーすごいですね」

「？　うむ」

「最後にここ」

　ジト目で言いながら、指が下を差す。

「柏木さんが今いる場所はどこですか？」

　意図を摑つかみかねたが、律儀に答える。

「女子寮の君の部屋だ。荷解きを終えてシャワーを浴びたところだな」

「はい、その通りです。よくできました」

　爽さわやかな笑顔。そのまま大きく息を吸い込むと、彼女は何やら全力でツッコんできた。

「なんで柏木さんは乙女の部屋でそんなにくつろいでるんですかーっ!?」

　髪をぶんぶん振り乱して絶叫。どうやらお冠のようだ。

　ここは学園内の女子寮、その姫乃の部屋である。

　冷暖房完備のワンルームで、開放的な窓にはピンクのカーテンがかかり、壁の両側には大きめのベッドとソファーがある。部屋奥には化粧台とサイドボードもあり、その他暮らすのに必要な設備が一通り揃そろっていた。

　姫乃の荷物もすでに荷解きが済んでおり、ソファーには動物のぬいぐるみたちが並んでいる。柏木もその一角に陣取っており、姫乃側から見て、子ブタ、クマ、ハリネズミ、アリクイ、柏木の順である。

　動物たちは可愛らしくデフォルメされたＴシャツを着ているが、柏木は男の色気漂うバスローブをまとっていた。手にしているのは赤ワインを注いだグラス。つまりは圧倒的にくつろいでいる。

　ふむ、とあごに手をやりつつ、柏木はお冠のご令嬢に返答する。

「確かに俺はくつろいでいるが、それは君も同じだろう？　パジャマに着替えてリラックスしているじゃないか」

「これは荷解きが終わった途端、柏木さんがわたしをお風ふ呂ろ場ばに放り込んだからです！」

「ああ、そうだったな。しかしよく似合ってるぞ。君の穏やかな雰囲気にぴったりのパジャマだ」

「えっ、……あ、えっと、それはどうも。……って、パジャマ姿を褒められても別に嬉うれしくありません！」

「子供はそれくらい子供らしい格好をしていた方がいい」

「うわぁ、褒められたと思ったからお礼を言ったのに、ぜんぜん褒められてなかった！」

　目まぐるしく騒いでいるが、姫乃は姫乃で部屋着姿である。

　ガーリィなモコモコ素材にアリクイ柄がプリントされたパジャマだ。なぜわざわざアリクイなのかは理解に苦しむところだが、若者の流行というのは得てしてそういうものなのだろう。

　久遠寺玲花とのゲーム後、二人はこの女子寮に移動した。

　とうに日は暮れていて、簡単な食事を済ませた後、とりあえず腰を落ち着けるために荷解きに取り掛かった。

　荷物は有栖川家から送られてきたもので、それほど量も多くはない。小一時間ほどで作業を済ませ、さて一段落というところで、柏木は姫乃を風呂場へ放り込んだ。その後、柏木自身もシャワーを済ませ、何食わぬ顔でトッキの説明をして──今に至る。

　モコモコ姿なわりにツンツンな態度の姫乃を見つつ、柏木はグラスを揺らす。

「実はな、俺は家に帰ったらまずシャワーを浴びたい派なんだ」

「ええーと、別にそんな情報はいりませんし、そもそもここは柏木さんの家じゃありませんけれども！」

「仕事の緊張感をリセットするのはとても大切なことだ。俺の場合はそれがシャワーなんだ。しかし部屋の主より先に使うわけにはいかないだろう？　だから先に君に入ってもらったんだ。どうだ？　論理的に破は綻たんはないぞ？」

「あるでしょ!?　論理どころか倫理が破綻してるから！　ここ女子高生の部屋っ、あなた男の人っ、ほら倫理が大崩壊！」

「まあ落ち着け。言っただろう？　俺は君の『差し入れ品』として学園にきている、と」

　ワイングラスを置き、言う。

「よって住む場所がない」

「えっ」

「だからここに住む」

「はいっ!?」

「自分の部屋でくつろぐのは当然のことだ。バスローブも着るし、ワインも飲む。これは極めて自然な流れだ」

「し、自然な流れって言葉の意味を辞書で引いて頂きたいです……っ」

　姫乃は顔を引きつらせて絶句している。

　今まで何度も護衛してきたが、さすがに住まいを同じくしたことはない。

　ビジネスマンの観察眼からしても、納得していないことがありありと分かった。

　……ふむ、これはユーモアで心を解きほぐす必要があるな。

　柏木は隣のアリクイをむんずと摑んだ。それを姫乃の方へ掲げ、地味にきれいな裏声でアテレコする。
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「『ひめのちゃん！　かしわぎさんをここに置いてあげてほしいアリクイ！　かしわぎさんのことは、ボクらと同じぬいぐるみだと思えばいいアリクイ。かしわぎさんはボクらの仲間アリクイ。一緒に二十四時間働いて、会社のためなら取引先のおっさんの足だって舐なめるアリクイ！』」

「やめてーっ!?　わたしのぬいぐるみに変なキャラ付けしないで!?　あとこのアリクイのクイ子さんは女の子ですから！」

「しまった、メスだったか」

　痛恨のミスを犯してしまった。忸じく怩じたる思いで唇を嚙かむ。

　姫乃の心のシャッターは見事に落ちてしまっていた。モコモコの胸にクイ子さんをむぎゅうと抱き締め、こちらへ批難の眼差しを向けている。

「幻滅しました。柏木さんはぬいぐるみの気持ちも分からない人なんですね！」

「俺の歳でぬいぐるみの気持ちが分かったら、それはそれで大問題だとも思うが」

「言い訳は聞きたくありませんっ。アリクイの心も摑めないような人に一流の仕事が出来ますか？」

「反論したいところだが、謎の説得力も感じる。……すまない。機会があればトッキでぬいぐるみの気持ちを鑑みる研修も受けておこう」

　特命に必要であれば、如何いかなる研修も用意するのがトッキである。

　柏木は深々と頭を下げ、謝罪の意を示した。時には素直に己のミスを認めることも社会人には肝要だ。こちらの素直な態度が効いたのか、姫乃は鷹おう揚ように頷うなずいた。胸のなかのクイ子さんも姫乃の手によってコクコクと頷く。

「ん、分かりました。今日のところは許してあげます。クイ子さんもそれでいいですか？　『良いアリクイ。柏木さん、あたしのために精進してアリクイね？』」

「約束しよう。──では学園とルルドゲームの説明に入る」

「はい、お願いします」

　真面目な顔で頷いた直後、姫乃は「……あ、あれっ？」と目を見開いた。

「なんか話が一段落したような空気になってる!?」

「まずこの聖ルルド学園の理事評議会についてだが──」

「ちょ、待って!?　まだ柏木さんがこの部屋に住むことについての是非を話し合ってませんよ!?　さらっと説明に入らないで!?　ねえってば！」

　姫乃が騒いでいるが、華麗に無視して話を始める。

　時には反対意見を黙殺するのも社会人には肝要だ。

　──この学園の運営母体は『聖ルルド学園理事評議会』という組織である。

　だがその実態は謎に包まれている。

　生徒たちの家の負債額を賄えることからも莫ばく大だいな資本を有していることは間違いない。しかし理事評議会のメンバーがどこのどんな人物たちなのか、トッキでさえも摑めていなかった。

　唯一確実に言えるのは、人の道を踏み外した外道たちであること。家の再興というエサをぶら下げ、生徒たちに命懸けのギャンブルをさせているのは、この理事評議会である。

「俺に与えられた特命の最終目標は、この理事評議会のメンバーを暴くことだ。外道共を炙あぶり出だし、こんな非人道的な学園を作りだした責任を取らせる」

　目的の話になり、さすがに姫乃も耳を傾けた。まだ納得のいかない顔をしているが、とりあえず住む場所の件は棚上げしておくことにしたようだ。

「その特命を柏木さんに出したのも、お父さんですか？」

「そうだ。ひょんなことからこの聖ルルド学園の存在を知ったらしくてな。『子供に殺し合いをさせる？　そんな悪行は絶対に許さん。叩たたき潰つぶせ！』と俺にホットラインを寄越してきた」

「あー……」

　憤っている父の姿が目に浮かんだらしく、姫乃はなんとも微妙な顔をする。

　姫乃の父・有栖川竜りゆう司じ社長は常識外れのワンマン社長だ。激情家な上、思い込みが激しく、一度決めたらテコでも動かない。むしろテコを踏ふみ潰して直進するのがモットーである。

　中小企業ならともかく、世界的な大企業体のトップとしては多分に合理性に欠ける性格なのだが、そんな無理を押し通す手腕を持っており、部下たちは毎度ほとほと困らされている。

「……なるほど、お父さんの思いつきで柏木さんは派遣されてきたんですね。お疲れ様です……ん、あれ？　でもちょっと待って下さい」

　姫乃が思案顔で口元へ指を当てる。

「わたしもある日突然、お父さんからこの学園に転入するように言われたんです。これってまさか……」

　さすがに気まずくなり、柏木は視線を逸らした。

「……ああ。社会人の俺単身ではさすがに学園で動きづらいからな。学園内での拠点を確保するために君は転入させられたわけだ」

　途端、姫乃は「ああ……」と頭を抱えた。

「ここって命懸けのギャンブルが蔓延はびこる学園なんですよね……？　そんなところに一人娘を放り込むなんて父親としてどうなんでしょうか……」

「……それに関しては正直、同情する。社長は言っていた。『これは姫乃が有栖川家を継ぐための試練だ。獅し子しは可愛い子を崖がけから突き落として高笑いなのだよ、柏木君』と」

「高笑い上げちゃダメでしょ……。崖から突き落としっぱなしじゃないですか」

「今度、社長に会ったら伝えておこう」

「……いえ、いいです。そういう時のお父さんには何を言っても無駄ですから」

　社長は無駄に正義感が強く、一度火がついたら止められない。そんな社長の義憤によって柏木は学園に派遣され、姫乃は姫乃で拠点作りのために生徒として転入させられることになった。社畜の悲哀と、跡取り娘の苦労、ここに極まれりである。

「はぁ……。まあ、久遠寺さんみたいに生徒が苦しめられているのなら、わたしも放ってはおけません。拠点うんぬん以外にもわたしが出来ることはありますか？」

「ある。君には生徒会執行部を倒してほしい」

「生徒会執行部？」

「ルルドゲームを仕切っている生徒たちだ」

　理事評議会はあくまで学園の運営母体。滅多なことでは表には出てこない。代わりに生徒たちの代表である生徒会執行部が学園内のルルドゲームを仕切っている。

「生徒会は理事評議会からかなりの権限を与えられている。たとえば今日のフェリーの到着時間。俺はヘリが多少遅れても充分間に合うようにスケジュールを組んでいたんだが、蓋ふたを開けてみればフェリーは事前の予定より一時間以上早く港に到着していた」

「あ。そういえば、早く着くかもって船内アナウンスでも言われました」

「そして待ち構えていたのが久遠寺玲花だ。おそらくすべて生徒会の差し金だろう。先手を取って、転入生に学園の洗礼を与えてやろうとしたわけだな。ま、無意味に終わったが」

「見事に返り討ちでしたもんね……」

「生徒会のバックには理事評議会がいる。転入生の君が生徒会を倒していけば、いずれは理事評議会も黙ってはいられなくなるはずだ」

「ん、なるほどです」

「もう一つ、ゲームの重要なルールを説明しておこう。ルルドコインについてだ。物自体はすでに持っているな」

「はい、制服と一緒に支給されました」

　姫乃はクイ子さんを脇に抱え、そばのテーブルからバインダーを手に取った。

　なかを開くと、計百枚のルルドコインが整然と並び、金色に輝いている。

「それが君に支給されたコインだ。生徒たちはその金貨を巡って命懸けの勝負を行っている。生徒会執行部とやり合う時はその金貨が必要になるからな。大事に持っていてくれ」

「分かりました」

　神妙な顔でバインダーを持ち、姫乃は頷く。

「これでだいたいのことは理解できた気がします。つまり──柏木さんはこの学園で理事評議会のメンバーを捜し、わたしはそのために生徒会執行部とゲームをしていく。っていうことですね？」

「相違ない」

　ソファーで深く頷く。

　柏木の相手は理事評議会。

　姫乃の相手は生徒会執行部。

　大人対大人、子供対子供、という構図だ。無論、差し入れ品としてゲームに介入はしていくが、表立っては姫乃に矢面に立ってもらう。

　これで大枠の説明は完了した。

　だが実はあと一つ、伝えねばならない大きな問題があった。

「最後に補足がある。驚かずに聞いてくれ」

「な、なんですか？　そんな物々しい前置きをして。率直に怖いんですけど」

「聖ルルド学園には入学条件がある。それは生徒の家が没落寸前の資産家ということだ」

「まあ、借金返済ゲームっていうくらいですし、それは理解出来ますけど……」

　と言いつつ、首を傾げる。

「あれ？　でもウチの有栖川グループは別に潰れかけてませんよね？」

「そうだ。だから君が学園にくるためには、入学条件を満たさなくてはならなかった」

「…………ちょっと待って」

「驚かずに聞いてくれ」

「…………無理です。嫌な予感しかしません。その先を聞いて平静を保てる自信はありません」

「それでも聞いてくれ。いいか、社長は──」

「ああっ、主語がお父さんな時点でもう聞きたくないんですけど!?」

「社長は、君の入学条件を満たすため、有栖川グループの株をすべて売り払った。関連企業の分まで残らず全部だ。有栖川グループは現在、没落寸前だ！」

「いやぁぁぁぁっ!?　何考えてるんですか、あの父親ーっ！」

　姫乃は体を捩よじって絶叫した。腕のなかではクイ子さんがバインダーに腹を押されてひしゃげている。あまりのショックでクイ子さんを気遣う余裕もないようだ。

　柏木はソファーで両手を組み、沈痛な表情で告げる。

「社長の勝手な決断により、俺たち現場はさらなる努力を求められることになってしまった。具体的には他の生徒同様、ルルドコインを集めなくてはならない。学園は潰すし、理事評議会にも罰を与える。だがそれはそれとして学園のルールに則ってコインを集め、天文学的な大金を稼がなくてはならない。でなければ有栖川グループが潰れる。全世界の何万人という社員とその家族が路頭に迷うことになってしまう」

「複雑っ！　やらなきゃいけないことが複雑過ぎます！　悪者やっつけておしまいってことにはならないんですか!?」

「残念ながら社会とはそういうものだ。仕事には善も悪もない。清濁併せ吞のまなければ、ビジネスシーンでは生き残れん」

「わ、わたしたちの肩に何万人もの人たちの人生が懸かっちゃってるんですよ!?　柏木さんはなんでそんなに落ち着いてられるんです!?」

「これが落ち着いているように見えるか？」

「え？」

　柏木はいつも通りの無表情だった。だがその足元、バスローブから出た両足は工事現場のドリルのように震動している。

「か、柏木さんが震えてる!?」

「俺は社畜だ。他部署のプロジェクトの責任を負わされたり、上司のミスを押しつけられたりという経験ならばいくらでもある。だがあくまで一社員に過ぎない。この肩に会社そのものの命運が伸し掛かったことなど──さすがにない！」

　カッと両目を見開いて断言。震えすぎた足のせいで床がミシッと軋きしみを上げた。姫乃が真っ青な顔で駆けてくる。

「ああ、ごめんなさいごめんなさい！　そうですよねっ、ここは跡取りのわたしの方がしっかりすべき場面でしたよね!?　とりあえず落ち着いて下さい、床抜けちゃうから！　はいっ、クイ子さん貸してあげます！　むぎゅっとすると落ち着きますから！」

　クイ子さんを渡され、無表情で抱き締める。

　二十八歳のバスローブ男がアリクイのぬいぐるみをむぎゅっとしているところはかなりのホラーだったが、確かに気持ちが落ち着いてきた。

「……すまない。取り乱した。もう大丈夫だ」

「いえ……わたしも社畜さんの大変さを身をもって学べた気がします」

「クイ子さんは偉大だな。彼女のおかげで平静を取り戻せた。同じ君の所有物として、俺は彼女のことを尊敬する」

「二十八歳が真顔でぬいぐるみを尊敬するのはやめた方がいいかと……。っていうか、所有物て」

「何度も言うが、俺は君の差し入れ品として学園に来ている。この事実は変わらん」

「んー」

　クイ子さんを返されつつ、姫乃は思案顔をする。

　何か策略を巡らせている気配があった。なんだ？　と思っていると、数秒ほどして彼女は「あ、そだ！」と手を叩たたく。正確にはクイ子さんの短い手をぽんっと合わせたのだが、まあそれはいい。

　良いこと考えましたっ、という瞳ひとみが見つめてくる。

「上司と部下、っていうのはどうですか？」

「どういうことだ？」

「わたしは有栖川家の跡取りなので、いずれはお父さんの跡を継いで有栖川グループの社長になります」

「その時、グループが存続していればだがな……」

「……暗い話はやめましょうよ。とにかくその時になったら、柏木さんはわたしの部下になるわけです」

「ふむ。論理的に破は綻たんはない」

「だから所有者と差し入れ品じゃなくて、わたしたち、上司と部下っていう関係はどうでしょうか？」

「なるほどな」

　まあ、有り体に言ってしまえば言葉遊びだ。しかし差し入れ品という体裁で座りが悪いというなら、遊びに付き合わない理由もなかった。

「いいだろう。では今から君は俺の上司。俺は君の部下だ」

「やったっ」

　何やら過剰なまでに喜んで、姫乃は軽く跳ねる。してやったり、という顔だった。さらには大げさなくらいモコモコ素材の胸を張る。

「じゃあですね、柏木さんは今からわたしのことを敬って下さいね？　なにせわたしは柏木さんの上司ですから」

「もちろんだ。部下は上司を敬うもの。──という建て前は、腐った年功序列主義の老害以外の何物でもないが、こと君に対しては俺は敬意を抱いている」

「……なんか一瞬怒ど濤とうの闇が垣間見えた気もしますが、まあいいです。敬われている上司として、今から部下の柏木さんに指示を下します」

　という宣言と共に、彼女はビシッと玄関を指差した。

「出てって下さい。今すぐ！　なる早！　早急に！　上司命令です！」

「そうきたか」

　どうやら姫乃はこちらを追い出すための論理を構築しようとしていたらしい。上司の命令だと言われれば従わざるを得ない。なかなか社畜心を刺激する、良い切り口だ。だが。

「拒否する」

「なんでっ!?」

　にべもなく切り捨てられ、クイ子さんをぐりぐりと押しつけてきた。

「上司命令ですよ。上・司・命・令！　それを拒否するなんて柏木さんの風上にも置けませんよ!?」

「俺の名前を名詞のように扱うな。まあ、確かに良い論理だった。平時の俺ならば軽々に拒否など出来なかっただろう。だが見ろ」

　グリグリさせられて鼻がひしゃげているクイ子さんの頭を一撫なでし、今度はこっちが胸を張る。

「俺は今、バスローブ姿だ」

「──っ!?　プライベートだって言いたいんですか……っ」

「その通りだ。オフの日の上司は上司ではない。ただの脂ぎったオッサンだ」

「現役女子高生を脂ぎったオジサン扱いしないで!?　日曜日にゴルフぐらい付き合ってあげてもいいじゃないですか！」

「姫乃！」

　細い肩をガシッと摑つかむ。

「君は今、とても軽率なことを言った。その心無い一言が全国の社畜たちの胸をどれだけザワつかせると思ってる？　謝罪するんだ。この世のすべての社畜のことを想い、星空に祈れ」

「う……っ。なんか目が本気なので、自分が酷いことを言ってしまったことだけはちょっぴり伝わってきました。すみません、頑張ってくれてる全国の社員さんたちに謝ります」

「分かってくれればいい。間違いは誰にでもある。さあ、今夜はもう寝なさい。明日あしたは転入初日だろう？」

「そうですね……。ちょっと早いですけど、今日は本当に色々ありましたし、もうベッドに……って！　またサラッと流す気ですね!?　そうはいきませんからね!?」

「まったく、一体何が不満なんだ？」

「不満しかないに決まってるじゃないですかっ。わたしは女子高生、柏木さんは会社の社員さん。一つ屋根の下に住むなんて、倫理的にありえません！」

「しかし君は拠点作りのために転入してきたんだぞ？　それは了承したはずだろう？」

「そ、それはそうですけど……っ」

「しかもここは命のやり取りが奨励されている学園だ。いつ何時、危険が及ぶか分からない。安全が確保出来るまでの間、当面は一緒に暮らした方がいい。護衛上、その方が確実に君の身を守れる」

「ぐっ、ここにきて正論を……っ」

「俺は最初から正論しか言っていないつもりだが？」

「むう……っ」

　どうやら攻め手を失なくしたらしい。姫乃はクイ子さんを盾にして唸うなる。なぜかその頰はうっすら色づいていた。

「で、でもー」

「でも、なんだ？」

「護衛上、その方が安全なのは分かります。でもやっぱり他の危険もありますし……」

「他の危険？」

「わ、わたしも一応、女の子なので……」

　パジャマ姿の身が小さく縮こまる。しかしその胸はクイ子さんを構えていても隠し切れておらず、モコモコ素材のメロンが二つ並んでいるかのようなプロポーションである。

　……そういうことか。

　言われて気づいたが、姫乃の体は非常に女性的なラインを誇っている。男に対して身の危険の一つや二つ感じても余りあるほどかもしれない。

　てっきり世間体を気にしているのかと思っていたが、どうやら彼女は本当に男女の過ちを危き惧ぐしているらしい。

　しかし久遠寺の件で生徒会の影がちらついている以上、同室での護衛は譲れない。社員としても、プライベートの柏木啓介としても、姫乃は守るべき存在だ。

「ここは行動で示した方が早いか」

「？　行動って？」

「そのままの意味だ」

　音もなくソファーから立ち上がり、専用リモコンで電気を消した。「ふぇ!?」と驚く彼女の手を取り、ベッドへ連れていく。

「えっ!?　えっ!?　か、柏木さん!?」

　そのまま姫乃をベッドへ放り込んだ。大きな胸が波のように揺れる。

　クイ子さんとバインダーが手からこぼれたので、すかさずキャッチして枕元へ置く。クイ子さんの方は丁寧に毛並みも整えた。

　一方、姫乃は真っ赤になってあわあわしている。

「だ、だめですっ、柏木さんっ。さすがにこれはアウトなことだと思いますっ。そりゃわたしだって性に興味がないわけじゃないですけどっ、でもでも今のご時世、わたしと柏木さんの年齢だとたぶん一発で犯罪扱いですよっ。そもそも上司と部下のオフィスラブって禁断の匂いがしますし、いえ確かにここはオフィスじゃなくてスクールなんですけど、だからこそなおアウトっていいますか、だからつまりええっと──」

「安心しろ」

　壊れたＣＤのように捲まくし立たてる姫乃に対し、落ち着かせるように髪を撫でる。

「あ……」

　その一撫でで大人しくなった。緊張で潤んだ瞳が見つめてくるので、耳元へ囁ささやく。

「たとえ君が欲情しても俺は気にしない」

「ん？」

　掛け布団を引っ張って、柏木は完全に睡眠の態勢に入った。

「もしも君が横で自慰に耽ふけり出しても、俺はちゃんと寝たふりをしててやる。だから心配しなくていいぞ」

　沈黙が下りた。

　彼女はぽかんとしている。ぽかんとしたまま、ぷるぷると震えだした。頰がリンゴのように紅潮していき、どんどん涙目になっていく。そして──。

「わ、わたしですかぁぁぁぁぁーっ!?」

　爆発の如く起き上がった。枕元のクイ子さんが危うく倒れるところだった。

「わたしですか!?　わたしですか!?　わたしなんですか!?　我慢できなくなっちゃうの、わたしの方だって言うんですかーっ!?」

「大丈夫だ。十代の性欲の旺おう盛せいさは理解している。恥ずかしがらなくていい」

「じゃなくてっ!?　わたし、女の子ですよ!?　性欲が旺盛なわけないでしょう!?」

「しかし今、性に興味がないわけじゃない、と言っていたろ？」

「なんでそういうとこはちゃんと聞いてるんですかっ!?　普段はこっちの話なんて聞いたり聞かなかったりなのに！」

「失敬な。俺は人の話はちゃんと聞いている。いずれはぬいぐるみの話も聞けるようになる。目指すはクイ子さんの気持ちが分かるビジネスマンだ」

「クイ子さんよりわたしの気持ちを分かって下さい！　アリクイの気持ちなんて分かってなんの意味がありますか!?」

「コラ、クイ子さんのことを悪く言うんじゃない」

「あれ!?　怒られた!?　女子高生のベッドに潜り込んでる大人になぜか怒られました！」

「分かった分かった。続きは明日聞くからもう寝なさい」

「うわぁーっ!?　なんかお父さんっぽいこと言って締め始めたし！」

　面倒になってきたので、無理やり抱き寄せた。

「ひゃ……っ!?」

　バスローブの胸に引き寄せると、真っ赤になって動揺する。

「か、柏木さんっ。ダメ、本当にダメですから……っ」

「一つ言っておくことがある」

　美しい髪に指を差し入れて撫でると、「あう……」と声を洩もらし、大人しくなった。どうやら姫乃は頭を撫でられるのが弱いらしい。

「確かに君は有栖川家の跡取りだ。相応の立ち振る舞いを求められる場面は多い。だが時には他人に甘えてもいい。少なくとも俺には甘えさせてやる準備がある」

　その言葉に感じ入るものがあったらしく、彼女の体からゆっくりと力が抜けていく。

「……本当に変なことしませんか？」

「しない。子供に性的な興味は覚えない」

「それはそれで腹立たしいですけど……」

　唇を尖とがらせて拗すねる。

「柏木さん」

「なんだ？」

「柏木さんって……変な人ですよね」

「よく言われる」

「言われるんだ」

　腕のなかで小さな笑みがこぼれた。

「……じゃあ、少しだけ甘えさせて下さい。お父さんもお母さんも忙しい人だから、わたし、独りで眠るのが淋さびしくて、いつもぬいぐるみをいっぱい置いてたんです」

「そうだろうと思っていた。今夜は俺が代わりになろう」

　髪を撫でながら、小声で囁く。

「おやすみ、姫乃」

　そんな二人をクイ子さんのつぶらな瞳ひとみだけが見つめていた。
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　──と、良い雰囲気で会話は終了したのだが。

　クイ子さんはつぶらな瞳で見つめていた。

「（や……）」

　自分の主人が実は壮絶にテンパっている姿を。

「（やっぱりおかしいですよね、この状況ーっ!?）」

　抱き締められているので柏木からは見えないだろうが、姫乃の顔は茹でダコのように真っ赤だった。

「（なんか良い話風のこと言われて雰囲気に流されちゃいましたけど、こんなの絶対アウトですよっ。だ、だって密着し過ぎ……っ）」

　柏木の腕は力強く、一切の遠慮がない。おかげで体は完全に密着してしまっていた。

　バスローブとパジャマ越しではあるが、姫乃の大きな胸はぴったりと吸い付き、柏木の胸板の形になってしまっていた。

　子供の頃から面識はあるが、さすがにこんな状況になったことはない。だって今は夜でしかもベッドのなかだ。

　間近に触れている、男の人の胸板。

　それは姫乃と違ってとても固く、逞たくましい。触れているとものすごくドキドキしてきてしまう。なんとか誤魔化したくて、少しずつ体を離そうとするのだけれど……。

「ん」

「……あう」

　すぐにぐいっと抱き直されてしまった。さらには『お見通しだ』とばかりになでなでされてしまった。大きな手のひらの感触が気持ちいい。鼓動がどんどん加速していく。

「（こ、こんなの眠れるわけありません……っ）」

　顔は熱いし、耳も絶対真っ赤になっている。もうおかしくなってしまいそうで、唇を嚙かんで悶もだえる。するとなんだかお腹の下辺りが熱くなってきた。

「（……え？）」

　それは姫乃にとって未知の感覚だった。

　体の一部にじっとりと熱が絡みつき、『触ってほしい』と鳴いている──そんな動物的な火照り。知識としては知っている。知っているからこそとんでもなく焦った。

「（う、うそ!?　まさかわたし、本当に柏木さんで……っ!?）」

　恐るべきは十代の欲求。

　気づいてしまえば、もう抗いようがなかった。体は勝手に熱くなっていく。呼吸も荒くなり始めた。酸素が足りないのか、頭がくらくらしてくる。

　その間も背中にまわされた柏木の腕は力強く、胸板は雄々しく、撫なでてくれる手はとても優しい。もう頭がうまくまわらない。しかもさっき抱き直された時、自分の手が太ももの間に入ってしまっていた。その指が一番熱いところにほんの少しだけ……触れた。

「（ん……っ）」

　駆け巡ったのは、甘い電流。まるでとろりとした蜜みつのような、抗いがたい快感。

「（だ、だめ。何考えてるの、わたしっ。こんなはしたないこと、有栖川家の跡取りとして……っ）」

　必死に我慢しようとした。だが頭の隅に先ほどの柏木の言葉が浮かぶ。

　俺は気にしない。ちゃんと寝たフリをしててやる。

「（だ、誰か助けて。このままじゃ、わたし……っ）」

　そう思いながらも体は正直だった。太ももに挟まれた指が、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ……と言うようにかすかに動いていき──。

　その夜、少女は自分の足で少しだけ大人の階段を上った。
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第二章　常識の打破は、成事の源泉である。






　翌日。

　ホームルーム前の廊下を姫ひめ乃のは歩いていた。だがその足取りは若干フラフラしている。

「えーと……有あり栖す川がわさん？　どうしたの？　ひょっとして体調悪い？」

「いえ……」

　担任教師に心配そうに言われ、姫乃は頑張って笑みを浮かべた。

「大丈夫です。夜、ちょーっとだけ……眠れなかっただけなので」

　目に思いっきりクマが出来ていて、頰もちょっと引きつっている。雰囲気も全体的にボロッとしていた。

　でも原因は本当にただの睡眠不足なので、先生に心配を掛けるわけにはいかない。

　悪の巣そう窟くつのような学園だけど、担任教師は良い人そうだった。柏かしわ木ぎによれば、授業などのために教師陣は外部から派遣されているらしい。「保健室にいく？」と勧められたが、やんわり辞退し、先生と一緒に教室へ向かう。

　ちなみに今朝、短い睡眠から目覚めると、もう柏木の姿はなかった。替えのスーツやシャツが無くなっており、テーブルには書き置きがあった。

『現場調査をしておく。後ほど合流する』

　いまいちどこに何をしにいっているのか分からないのが、実に柏木的だった。

　上司への報連相って大切なんじゃ……と思ったけれど、朝一で顔を合せずに済んだのは助かったと思う。正直、気持ちをリセットしてからじゃないと、まともに顔を見る自信がない。

「──はっ!?　まさか柏木さん、何もかも分かった上で、わざと朝から出かけててくれたんじゃ……っ」

　唐突に思い至り、全力で廊下をゴロゴロ転がりたくなった。なんとか堪えたが、立ち止まって頭を抱え、心の中では『わぁぁぁぁぁっ！』と絶叫。

「ええっと……有栖川さん、本当に大丈夫？」

「うぅ……ずびまぜん。大丈夫じゃないですけど、大丈夫です」

「そ、そう？　ならいいけど……」

　そろそろ心配を通り越して若干引いていそうな先生だった。

　姫乃を先導しているこの先生の名前は、宇う佐さ美み葵あおい。

　歳は二十代後半ぐらいで、ロングヘアの美人だった。スーツ姿に気品がありつつ、知的なメガネが似合っている。一方、豊満な胸やパンストに包まれた両足は同性の姫乃から見ても大人の色気に溢あふれていた。

　……宇佐美先生みたいな人が一緒に寝てたら、柏木さんも興奮したりするのかな？

　と、若干不ふ埒らちなことを考えていたら、前を歩く先生に話しかけられた。

「あのね、有栖川さん」

「あ、はい。な、なんでしょう？」

　変なことを考えていたので、ちょっと気まずい。

「これからホームルームであなたのことを紹介するわけだけど……出来るだけ目立たないようにね？」

「目立たないように、ですか？」

「有栖川さん、昔から何かと巻き込まれ体質だから──あ、じゃなかった。有栖川さん、美人だからガラの悪い生徒たちに目をつけられないか、ちょっと心配でね。もし何か言われても聞き流しておけば、大事にはならないと思うから。お願いね？」

　最初の方はよく聞こえなかったけど、なんだか不穏なことを言われた。

　不安を覚えながら教室に着くと、まずは先生が先に入っていった。廊下で待っているうちに出席の確認が終わり、やがてなかに呼ばれる。

「今日は転入生を紹介するわね。──有栖川さん、入ってきて」

　そうして教室に一歩入った途端、男子たちの口笛が鳴り響いた。

　まるで繁華街の路地裏のような雰囲気だった。行ったことはないけれど、たぶんこんな雰囲気だと思う。嫌だなと思いつつ、教卓の横で頭を下げた。

「有栖川姫乃です。今日からこのクラスに入ることになりました。えっと、どうかよろしくお願いします」

　はらっとこぼれた髪の向こうからざわめきが聞こえる。

　多かったのは「有栖川って……あの有栖川家？　饗王七大財閥の？」という驚きの声。他には「すごい美人。モデルさんみたい」という照れくさい声もあった。

　でも一番大きかったのは「へえ、上物じゃねえか！」という舌なめずりするような声。

　ビクッと顔を上げると、教室の様子が視界に入った。

　生徒の大半は令息令嬢らしい雰囲気をしている。でもそのなかで異質なグループがあった。

　教室の一番後ろ側に五、六人の男子女子がいる。彼らだけは制服を着崩していて、ピアスやチェーンをつけていた。どこか乱暴な雰囲気だ。彼らが騒ぎ出すと、他の生徒はみんな口を閉ざしてしまった。

「有栖川姫乃チャンね。可愛いじゃん。気に入ったぜ。オレたちのそばの席にこいよ」

　一際体の大きい男子がそう言って手招きした。机に足を投げ出し、両腕にこれまた不良っぽい女子生徒を抱いている。

　顔が強張ったのが自分でも分かった。

「何ぼーっとしてんだよ。こいよ。ほら早く」

「え、えっと……」

　困っていると、先生が教卓から助け船を出してくれた。

「高たか峰みね君、あのね、有栖川さんは窓側の席だから。ほら、そこ。もう新しい机が置いてあるでしょ？　だから……」

「うるっせえよ！　雇われ教師は黙ってろや！」

　怒声が響き、教室の空気が凍りつく。抱かれている女子たちが「やーん、高峰クンこわーい♪」とクスクス笑う。

　高峰と呼ばれた男子は唇をつり上げ、先生を睨にらみつけた。

「この学園はな、俺たち生徒がギャンブルするための学園だ。主役はオレらだからよ、授業のためだけに雇われた教師共なんてお呼びじゃねーんだよ。口出すなや」

　短くカットされた眉まゆの下、乱暴な視線がこちらを向く。

「親切なオレが教えてやるよ、転入生の有栖川チャン。いいか？　この学園で偉いのはギャンブルが強い奴だ。ギャンブルが強くて、ルルドコインを山ほど稼げる奴──そういう奴が最高にモテて、キレてて、えげつねえのよ」

　高峰の手が女子生徒たちの胸元に突っ込まれた。「やーん♪」と声が上がり、谷間をぐにぐにとまさぐって取り出されたのは、ルルドコイン。

　何枚もの金貨を机にばらまき、高峰はふんぞり返る。

「このクラスで一番コインを稼いでるのはこのオレ、高峰勇ゆう吾ごだ。つまりオレがぶっちぎりでモテて、キレてて、えげつねえ。そのオレ様の仲間に入れてやるってんだ。喜べよ、転入生。たーっぷり可愛がってやんよ」

　教室は静まり返っていた。

　きっとこれが聖ルルド学園の実情なのだろう。力ある者が幅を利かせ、力無き者は逆らえない。

　高峰の両側の女子たちがからかうように口を開く。

「黙って仲間になっちゃった方がいいよー？　高峰クン、逆らう奴にはチョーゼツ乱暴なんだから」

「そうそう、殴られた奴、みーんな鼻とか折れちゃうし。高峰クンを怒らせたら、泣いて謝っても許してくれないんだよ？」

「おいおい、やめろってお前ら。有栖川チャンはこれから仲間になるんだぜ？　脅かしたら可哀想じゃねえか。な、有栖川チャン？」

「…………」

「おい、返事しろよ。舐なめてんのか？」

　高圧的な言葉に体が竦すくみそうになる。正直、怖かった。真っ直ぐな敵意が純粋に恐ろしい。でもここで折れるわけにはいかなかった。

　有栖川家の跡取りとして、こんなふうに力で誰かを脅かそうとする人には屈するわけにはいかない。

「お、お断りします」

「なんだと？」

　姫乃は毅き然ぜんとした顔で言い放つ。

「わたしには頼りになる部下がいますから、あなたの仲間になる必要なんてありません」

　教室内がざわめいた。転入生が逆らうとは誰も思わなかったのだろう。

　高峰の口から「へえ……」と低い声が洩もれる。

「いい度胸だな、このアマぁ！」

　机を蹴けり飛ばし、高峰が立ち上がる。周囲に座っていた生徒たちが悲鳴を上げ、先生が慌てた様子で止めようとする。

「お、落ち着きなさい、高峰君！　暴力は駄目よ。ケンカは校則で禁止されてるわ。よく考えて？　校則違反をしたらあなたの好きなギャンブルだって出来なくなるのよ!?」

「分かってねえな、先公」

　高峰は拳こぶしを握り、ゴキゴキと指を鳴らす。

「校則が禁止してるのはルルドゲーム中の暴力だ。力ずくで勝敗を決したり、ルール外の暴力で殺すのは違反になる。だが日常でのただのケンカなんざ、誰も禁止してねえよ。つまりはその転入生をへこましても、オレにお咎とがめなんざねえってこった！」

　両側の女子たちが「きゃー、ヤっちゃえ！」と煽あおり、高峰が「っしゃあ！」と咆ほう哮こうを上げる。

　一触即発の空気だった。

　姫乃は泣きそうになりながらぎゅっと両手を握る。後悔なんてしない。するもんか。だってこの選択は間違いじゃない。

　高峰が姫乃へ向けて詰め寄ってこようとする。だがその時だ。突然、教室の後ろのドアがガラッと開いた。

「失礼。有栖川姫乃の教室はここだろうか？」

　入ってきたのは見慣れたスーツ姿。姫乃は思わず声を上げる。

「か、柏木さんっ？」

「ああ、姫乃。やはりこの教室だったか。すぐに見つかって何よりだ」

　こちらの姿を確認し、柏木は極めて自然な足取りで教室へ入ってきた。
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　柏木は生徒たちがざわつくなか、まったく気にせず、周囲を観察する。

　教室は一般的な学校のものとあまり大差ない。黒板があり、教壇があり、生徒たちの机がある。

　学園には事前にトッキの情報班を潜入させており、ある程度の報告は受けていた。その情報通り、この学園も教育そのものにはおかしな特色は持たせていないようだ。

　一通り眺めて満足し、柏木は窓際に向かった。そして空いている席の隣に立つ。

「姫乃。君が座る予定の席はここか？」

「え？　あ、はい。先生が窓際って言ってたのでそこだと思いますけど……」

「分かった」

　柏木は両手を前で組み、静かに不動の姿勢となる。朝礼を聞く、社員の体勢だ。

「……いや、あの、柏木さん？」

　教壇の横から姫乃が話しかけてきた。不動のまま返事をする。

「なんだ？」

「いえ、あの……柏木さんがなんなんですか？」

「？　どういう意味だ？」

「え、ええー……意味を問われちゃった。あの、わたしを助けにきてくれたんじゃないんですか？」

「助けが必要なのか？」

「一応、タイミング的にそういう感じではあったんですが……」

「甘ったれたことを言うんじゃない。俺もそこまで甘くはないぞ」

　やれやれ、と柏木は首を振る。

「見たところ、今はホームルームの自己紹介の場面だろう？　どんなに献身的な部下だろうと、この時ばかりは手助け出来ん。自己紹介というのは、言わば自分を売り込むチャンスだ。こればっかりは自分自身の力で成し遂げなくてはならん」

「ええっと……厳密には自己紹介でピンチに陥ってたわけじゃないんですけど」

「まあ一つアドバイスするとすれば、気楽にやれ。新卒の自己紹介というのは往々にして学生気分が抜けきらないものだ。その辺りは俺たちも理解している」

「いえ、そもそもわたしは学生です」

「安心していい。君たちが思ってるほど、俺たち先輩社員は厳しい目で新卒の自己紹介を見てはいない。むしろ逆だ。初々しければ初々しいほど、同じ頃の自分を思い出して温かい目で見るようになる。だから恥じることなく、今の自分をさらけ出すといい」

「うん、分かりました。これ、話通じませんね。だったらとりあえず聞いて？」

　何かを諦あきらめた様子で、姫乃は身振り手振りを交えてきた。

「自己紹介の件は一いつ旦たん脇に置いときましょう。いいですね？」

「いいだろう。俺もつい老婆心が出てしまったな。もううるさく言わないから自分の思うように自己紹介するといい」

「はい、これもスルーします。で、質問を変えるんですが、わたしを助けにきたんじゃないなら、柏木さんはどうして突然教室にやってきたんですか？」

「なんだ、そんなことか」

　やはり不動のまま、事も無げに答える。

「上司部下という昨夜の話はともかく、学園での分類としてはやはり俺は君の差し入れ品だ。久く遠おん寺じ玲れい花かも普段から拳けん銃じゆうを持ち歩いているはずだろう？　だから俺も君のそばにやってきた。論理的に当然の帰結だ」

「うわぁ、また出た！　柏木さんのトンデモ論理！」

「ちなみに報告しておくと、この校舎一帯はほぼ安全が確認出来た。現状、トラップや毒物の類いは設置されていないので、安心して学園生活を送るといい」

「あ、現場調査って安全確認のことだったんですね……。それはありがとうございます」

「構わん。仕事の一環だ。礼を言われるようなことではない」

「でもね？　安心して学園生活を送るのはちょっと難しいです」

「なぜだ？　懸案事項があるなら言ってみろ」

「はい、じゃあそろそろ全力でツッコみますね。ご覧下さい、クラスのみなさんのこの視線」

　姫乃が引きつった笑顔で周囲を示す。見れば、生徒たちがこちらに畏い怖ふと戸惑いの視線を向けていた。校庭に飛び込んできたイノシシを見るような目だ。大きく息を吸い、姫乃が全力で叫ぶ。

「教室にスーツの社員さんがいるとか常識的におかしいですから！」

　もっともだ、と生徒たちも視線で頷うなずく。

　だが柏木は眉をひそめる。確かにここが普通の学校ならば、姫乃の言うことも一理あるだろう。しかしだ。

「生徒に殺し合いをさせるような学園で常識を気にする必要があるのか？」

「くっ、また正論!?　柏木さんってちょこちょこ正論っぽいものを放り込みますよね!?　確かにそう言われたら返す言葉がないですけれど……っ」

　姫乃はとっさに反論が浮かばないらしく、たじろいでいる。

　すると今度は教卓の方から話しかけられた。

「あのぅ、有栖川さんの保護者の方か何かですか……？」

　ロングヘアの女性教師、宇佐美葵だ。彼女のことは故あって柏木も知っている。よって遠慮なく答えた。

「あなたもこの学園の教師ならば、理解しているだろう。ここは易々と保護者が会いにこられるような場所ではない。つまり俺は有栖川姫乃の親類縁者ではない」

　淀よどみなく答えると、教師は笑顔を引きつらせた。

「ええと、ご親類でないならすごく対応に困るんですが……。じゃあ、あなたは有栖川さんとはどういうご関係で？」

「所有物だ。俺は現在、彼女に所有されている」

　途端、教室にどよめきが走った。皆、さらに戸惑った顔で「え？　所有物？」「どういうこと、どういうこと？」「有栖川さんがあの男の人を所有してるってこと？」「有栖川家、マジやべえ……」と囁ささやき合う。

　姫乃が焦った顔で「ちょっと!?　もっとＴＰＯを考えて発言して下さい！」と叫ぶが、とりあえず無視して、柏木は思案する。

　一口に資産家の家系と言ってもピンキリである。唯我独尊の怪物染みた家もあれば、あくまで人畜無害な常識的な家もある。

　ルルドゲームに勝利していこうとすれば、障壁となるのは圧倒的に前者だ。

　久遠寺玲花を見ていて、ともすれば相当な強者共ばかりが集まっているのかと危き惧ぐしたが、生徒たちのこの様子を見る限り、大半は常識的な人間のようだ。

「姫乃、安心しろ。これなら大丈夫だ」

「何も大丈夫じゃないんですけど!?　なんか一人で納得してないで、ちゃんと誤解を解いて下さい！」

「誤解も何もないだろう。事実、俺は君の所有物なのだから」

「うわぁ、また言った!?　強調するかのようにまた言った！　連呼されたら弁解利かなくなるじゃないですかーっ」

「えーと、とりあえず警備スタッフを呼びますね」

　教師がさりげなく教室から出ていこうとするので、さすがに「待て」と止めた。

「面倒事は御免だ。理性的な対応を頼む」

「目下のところ、私にとってあなたが理性の範はん疇ちゆうを超えた存在なんですが？　教師から見て、今のあなたはとてつもない面倒事ですよ？」

「分かった。ならば大人の対応をしよう」

　スーツの内ポケットに手を入れ、ずんずんと教壇まで突き進む。

　並々ならぬ威圧感に教師がガタッと後退る。

「な、何をする気ですか!?　本当に警備を呼びますよ!?」

「これを見れば、そんなことは言えなくなる」

「凶器で乱暴でもする気!?　やめて！　誰か助けてーっ！」

　出席簿を盾にし、教師が叫ぶ。その眼前へ向け、柏木は颯さつ爽そうと腕を一いつ閃せんした。

　風圧だけで教師の髪がふわりと浮き、凄すさまじい勢いで差し出されたものは、

「ご挨あい拶さつが遅れました。わたくし、有栖川グループ本社・海外事業部・営業主任の柏木啓けい介すけと申します」

　名刺である。

「えーと、柏木さん……？」

　なぜか姫乃が困惑顔をしている。

「（トッキは極秘部署だからな。対外的には海外事業部と名乗る決まりなんだ）」

「いえ、そういう説明を求めてるわけじゃないです」

　小声で説明すると、姫乃は疲れた顔で手を振った。

　一方、教師は条件反射で名刺を受け取っている。

「あ、これはご丁寧に。海外事業部？　わ、すごーい。英語とかお得意なんですか？」

「もちろんです。英語だけでなく、辺境部族のものも含めれば、七十ほどの言語を話せます。何かお困りのことがありましたらぜひわたくしにご連絡下さい。微力ながらなんなりとお力になります」

　キラキラした営業スマイルを浮かべる。と、姫乃が「ええー、なんですかその笑顔……こわい」と素直な感想を述べた。なかなかに失礼だ。

　教師は名刺を眺めていたが、途中ではっと我に返り、笑顔を引きつらせた。

「……とりあえず出てって頂けますか？」

「馬鹿な!?　名刺を渡したんだ。入場許可を得たのと同義だろう!?」

「教室は企業セミナーの会場じゃありません。どうぞお引き取りを」

「しかしだな」

　どうにか食い下がろうと思案する。まだ教室内での目的を達成していない。

　すると突然、机を蹴け倒たおす音がした。

　振り返ってみると、ガラの悪い男子がこちらへ睨にらみを利かせていた。

「なんなんだてめえは。ずいぶん好き勝手してくれてんじゃねえか、オッサンよお!?」

　敵意剝むき出しの言葉を聞き、柏木は胸中で『よし』と頷いた。上手く活きのいいのが掛かってくれた。男子生徒は肩で風を切って近づいてくる。

「ここはオレたちの教室なんだよ。誰だか知らねえが、リーマンは余所で電卓でも叩たたいてろや」

「ふむ」

　相手の顔を見つめ、指先を動かす。直立不動で腕を下げたまま、キーボードを叩くように情報をエアタイピングする。

　身長約１７５センチ。体格はやせ型の筋肉質。両耳にピアス穴あり。その他諸々。

　一秒で必要な入力を終えると、即座に情報を引き出した。

「──高峰勇吾。金融会社の倅か。高峰家は親の代からの成り上がり。一代で財を築いた手腕はなかなかだが、負債額はたった二十億。小物だな」

「な……っ!?　てめえ、なんでウチの借金額なんて知ってんだ!?」

「情報は武器だ。この学園の生徒のデータはすべて記憶している」

「せ、生徒全員だぁ!?　そんなこと出来るわけねえだろ。何千人いると思ってんだ!?」

「可能だ。脳内をハードディスクに見立てて大容量の情報を記憶し、任意のタイピングによってまた引き出す。特殊な暗記術だ。この程度、社畜ならば誰でも出来る。その程度も分からんとは。よほどの世間知らずのようだな、小僧」

「んだと、コラ……っ！」

　高峰の額に青筋が浮かび、勢いよく胸倉を摑つかんできた。

　かなり喧けん嘩かっ早ぱやい性格のようだ。よほど腕に自信があるのだろう。学園の生徒は資産家の令息令嬢たちだが、なかには資産家と言ってもマフィアやシンジケートのような家系の者もいる。

　高峰家はそれらよりはだいぶ格下だが、分類としては似たようなものだった。力で他人を制する類いの人種だ。しかし腕っぷしのみに頼った力など、たかが知れている。

　第三ボタンまで開けられたシャツを指差し、柏木は親切に忠告した。

「老婆心ながら教えてやろう。制服はきちんと着た方がいい。衣服の乱れは内面の乱れと判断される。今からそんな様子では社会に出てから苦労するぞ？」

「ウゼエよ。言いたいことはそれだけか？」

　高峰が威圧するように拳こぶしを掲げる。すると姫乃が見るからに焦った顔をした。

「か、柏木さん……っ！」

「下がっていろ。俺なら大丈夫だ」

「いえっ！　わたしが心配してるのは同級生の身の安全です！」

「なるほど、それは適切な判断だ。君もなかなか分かってきたな」

「いやいやどういうことだ!?　舐なめてんのかてめえら!?」

　さすがにプライドが傷ついたらしい。高峰はギリギリと歯は嚙がみする。

「どうやら本気でやられなきゃ分かんねえようだな？　ウチの親父から聞いたことがあるぜ。てめえみたいなリーマンを痛めつけることを昔はオヤジ狩りって言ったんだろ？」

　固く握った拳が振り上げられた。取り巻きらしき生徒たちが歓声を上げ、普通の生徒たちも悲鳴を上げる。高峰は高笑いで殴り掛かってきた。

「死ねや！　オヤジ狩りだ、オラッ！」

　その拳は真っ直ぐ、柏木の頰に直撃した。だが、しかし。

「ほう、オヤジ狩りという言葉を知っていたか」

「な……っ!?」

　柏木の無表情は微動だにしていない。

　若い男の全力の拳を受けたにもかかわらず、その体は一ミリも動いてはいなかった。年輪を重ねた巨木の如く、泰然と立っている。

　ジャケットの腕がゆっくりと上がり、高峰の手首を摑んだ。途端、ミシッと骨が鳴る。

「ぎぃ……っ!?　ちょ、オイ!?　なんだこれ……っ」

　とっさに背後へ下がろうとしたようだが、放すわけはない。万力で締め上げるように腕を固定し、柏木は語る。

「オヤジ狩りが流行はやったのは、厳密には俺より上の世代の話だ。だが世間知らずという言葉は取り消してやろう。ついでに一つ訓示をくれてやる」

　柏木の目に威圧感が増していく。ゴゴゴ……ッ、と背後から地鳴りまで聞こえてくる。

「オヤジ狩りが横行したのは九十年代。それから実に二十数年。その間、社畜たちはビジネスシーンを生き抜き、日々トライアル＆エラーを繰り返してきた。その社畜たちがかつてのオヤジ狩りに対し、なんの対策もしてこなかったと思うか？」

「ぐっ、がぁぁぁぁぁっ!?」

　ミシミシミシッとさらに腕が鳴り、なんと高峰の体が持ち上げられていく。

　信じられない光景に教室中が騒然とした。柏木の声が淡々と響く。

「ゼロ年代に入り、ビジネスマンたちの間ではジム通いが流行り始めた。一回数百円の市民ジムではない。月数万円の社会人ジムだ。そこで適切な計画を立て、有資格者のトレーナーの指導を受け、我々は手に入れた。喧嘩に明け暮れるだけの小僧共にはない、鍛え抜かれた本物の肉体を」

　柏木はゆっくりと腕を振り被る。その様はまさしく撃鉄を起こした拳けん銃じゆうの如し。

　高峰の目が恐怖に見開かれる。

「お、おい……噓だろ？　やめろ、そんな馬鹿力で殴られたら死んじまうよ──っ!?」

「学べ。これが真に研けん鑽さんを積んだ拳だ」

　烈風が吹き、寺の鐘を殴打するような轟ごう音おんが響いた。

　柏木の拳を顔面に受け、高峰の体は宙を舞った。教壇前から後ろのロッカーまで、教室を縦断するように吹っ飛んでいく。長々と滞空して落下すると、ロッカーがひしゃげてプリントが舞い散った。

　高峰はふらふらと頭を揺らして呟つぶやく。

「え、えげつなく強つええ……」

　そのままがっくりと気を失った。

　柏木は襟を直し、颯爽とジャケットを翻した。ネクタイの尾を舞わせ、言う。




「当然だ。──オヤジを舐めるな」




　姫乃が「うわぁ、予想通り酷いことに……」と惨状を嘆き、ついでにツッコんだ。

「柏木さん、それ絶対ジム通いで鍛えた体じゃないですよね？　絶対特殊でおかしな経験の産物ですよね？」

　とくには答えず、柏木はそのまま悠然と教室を出ていく。

「え、あれ？　ちょ、柏木さんっ。やりたい放題やっといて、しかも完全にやりっ放しでどこいくんですか!?」

「普通に教室から出ていくだけだ。目的は達成したからな」

「目的？」

「見せしめだ」

　柏木は気を失った高峰を親指で示し、教室全体を見渡す。

「覚えておけ。今後、有栖川姫乃に危害を加えようとする者は、あいつと同じ末路を辿たどることになる。この俺──ＪＫ堕としの手によってな」
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　その単語が出た途端、今までで一番のざわめきが教室を席巻した。

「ＪＫ堕としって学園の裏サイトに書いてあった、あのＪＫ堕とし!?」

「じゃあ、Ｄ組の久遠寺を倒したっていうのも……あの男と有栖川さん!?」

「なんて化物が転入してきちまったんだ。高峰どころの話じゃねえぞ……っ」

　その騒ぎを見て、姫乃が目を白黒させる。

「え？　え？　なんなんですか、みんなのこの騒ぎようは……」

「上手くいったな」

　今朝、柏木は女子寮を出た後、姫乃の通う校舎のまわりを調査し、それを終えると情報工作に乗り出した。

　主に学内ネットのＳＮＳなどを中心に『ルルドゲームにとんでもない強者が現れた』と噂を流したのだ。久遠寺玲花やＪＫ堕としの名はいいインパクトになってくれた。おかげで噂は短時間で広まり、真しやかに拡散していった。

　そして今、その噂をこうして生徒たちの前で体現してみせた。噂はさらに拡散され、もう先ほどの高峰のように姫乃にちょっかいを出す者はいなくなるだろう。

「これで寮と校舎、そして教室内でも安全は確保された。安心していいぞ」

「何をしたかはなんとなく分かりましたけど、手段を選ばないにも程がありますよ……。もしかして今殴り掛かられたのも、そうなるようにわざと挑発したんですか？」

「もちろんだ。見せしめだからな。正直、頑丈そうな奴なら誰でもよかった」

「それもう当たり屋じゃないですか！」

「すまない。許してくれ。この通りだ」

「えっ、なんですか、突然のその低姿勢!?」

　教室のドア前で、柏木は頭を下げてみせた。平身低頭の九十度である。

　するとザワザワザワッ、とさらに教室がざわめいた。

「おいおいおい、ＪＫ堕としが平謝りしてるぞ!?」

「本当に有栖川さんに所有されてるのね……っ」

「久遠寺と高峰を倒したＪＫ堕としでも頭が上がらないなんて……っ。やべえぞ、有栖川──いや有栖川様に逆らったら間違いなく殺される！」

「ちょ!?　待って下さい！　わたし、柏木さんを所有なんてしてませんし、誰も殺しちゃったりしませんから……っ」

　姫乃が慌てて弁明するが、クラスメートたちは一斉に目を逸らした。

　サァーッと青ざめる姫乃の後ろから、柏木はさらに駄目押しをする。

「有栖川様に逆らう者がいれば、俺が必ず抹殺する。でないと俺が有栖川様に殺されるからな。皆、よくよく学校中で情報共有しておくことだ。報連相は大切だ」

　生徒たちは全力で頷うなずいた。

　それは姫乃が教室内でヒエラルキーの頂点に立った瞬間だった。

「待って！　わたし、そんな女王様みたいな学園生活送る気ないですから……っ。ああ、みんな、怯おびえた顔でひれ伏さないで!?　召し使いみたいにわたしの机を拭ふき始めないで!?　ちょっとこれ……っ、ど、どうしてくれるんですか、柏木さーん!?」

　悲痛な叫びを背中で聞きつつ、柏木は教室を後にした。

　いい仕事をした、という満足げな顔だった。







　昼休みになり、柏木は中庭で姫乃と合流した。

　大きな二年生校舎が三棟あり、その間に芝生と花壇が広がっている。

　中庭はまるで屋敷の庭園のように整備されており、ベンチの他にもランチ用のテーブルとパラソルまで設置されていた。

　二人はそのなかの一つに腰を下ろしたのだが、座るや否や、姫乃がぐったりとため息をついた。

「どうした？　ずいぶん疲れ切った様子だな？」

「……疲れてますよぉ。気疲れです。あれから大変だったんですからね？」

「と言うと？」

「柏木さんのおかげでクラス中から怪獣扱いです。消しゴム落としたらまわりが机ごと退避するし、黒板を消そうとしたら日直だった子に泣いて土下座されるし、授業でわたしを当てようとした男の先生なんて、羽交い締めで止められました。もう友達が出来る気がしません……」

　べたーっと姫乃は力なく突っ伏す。ブロンドの髪がモップのように広がり、哀愁漂う姿だった。

「結構なことじゃないか」

　言いながら、柏木はジャケットの内ポケットから食事を取り出していく。

「この学園では生徒同士は基本的に敵同士だ。久遠寺のように改心した相手なら別として下手に馴れ合っても心労が増すだけだぞ。友達なら卒業してからいくらでも作ればいい。少なくともこの学園にいる間は不要なものだ」

「それは違います」

　モップの海の間から瞳ひとみが覗のぞく。情けない格好だが、声には芯しんがあった。

「どんな過酷な状況でも、誰かと仲良くしようとすることは大切です。人は独りで生きてるわけじゃありませんから。辛い時こそ、人との絆きずなは大事にすべきです」

「…………」

　上手く返す言葉が見つからなかった。

　この少女はたまに人の核心をつく。

　過酷な状況──たとえば就職してから、友人を作る機会などどれだけあっただろうか。仕事に追われる日々のなか、少なくとも柏木にはそんな機会は皆無だった。……だが、それが言い訳であることも理解している。

　もしも自分にこの少女のような気概があったなら、現状はもう少し賑にぎわいのあるものだったかもしれない。そう思うと、姫乃の考えを否定することもなかなか出来なかった。

　てらいもなく、真っ直ぐ理想を語る少女。部下として、これほど困惑させられる上司もいない。

「……好きにするといい。教室で俺があれだけ脅しを掛けたんだ。その上でなお君の友人になろうとする相手なら信用も出来るだろう」

「ええ、頑張ってお友達作ります」

「一応、情報班に危険な生徒をリストアップさせておこう。高峰勇吾のように分かりやすい者ばかりではないだろうからな」

「情報班って……他にもウチの社員さんがいるんですか？」

「ああ、トッキのエージェント社員や補助スタッフたちだ。万全を期すため、事前に潜入させてある」

「だったらわたしも会えますか？　直接ご挨あい拶さつしたいです」

「機会があればな。だがなるべく接触はしない方がいいだろう。差し入れ品という免罪符がある俺と違って、奴らは完全に秘密裏に潜入している」

「そうですか……。残念ですけど、よろしくお伝え下さい」

「分かった。伝えておこう。皆、喜ぶ」

　頷きを返し、食事を始める。すると姫乃がこちらの手元を見て、目を瞬いた。

「あの……それってまさかお昼ご飯ですか？」

「？　そうだが？」

　テーブルに置いてあるのは、市販のショートブレッドとビタミン剤、そして最高級栄養ドリンクである。

「この組み合わせが最も栄養効率がいい。コストパフォーマンスも最強だ」

　栄養ドリンクを手にして、誇らしく言い切る。するとなぜか啞あ然ぜんとされてしまった。

「栄養効率って……いやそもそも食事に最強なんて言葉を使う人、初めて見ました」

「社畜には時間がない。食事の手間は掛からなければ掛からないほどいい。まあ残業がかさむうち、考えるのが面倒になるというのが本質だがな。俺が以前にＩＴ部門に出向していた時のことだ。ＳＥ業務を命じられたんだが、その際、俺はデスマーチ中のラスト一週間をこの食事で乗り切った」

「い、一週間!?　その間、ずっとビタミン剤だけだったんですか!?」

「違う。よく見ろ。ショートブレッドと、そして何よりこの栄養ドリンクがある」

　誇らしい気持ちで、プラチナゴールドな箱を掲げてみせる。

「これはすごいぞ？　飲んだ瞬間から血管が脈打ち、疲れも眠気も一気に消し飛んでしまうんだ。しかもその効果が半日は保つ。一本数千円と割高だが、それで仕事が回るなら安いものだ。これを二本も飲めばもはや無敵。二十四時間、休みなく高笑いを上げながらコードを打ち続けられる。出向先では社員全員がそうしていた」

「怖い！　そんな職場怖すぎますよ!?」

「ＩＴ部門の社畜の格はデスクに置かれた栄養ドリンクの箱で決まるんだ。最初は皆、お試し気分で数百円のものを買うが、だんだん納期に追い込まれ、少しでも体力がつくのならと千円レベルのものを買い始める。さらに納期が迫ってきて家に帰れなくなってくるとヤケクソで数千円単位のものに手を出し、これが効いた気分になるともう抜け出せない。藁わらにも縋すがる思いで毎日、最高級の栄養ドリンクを摂取する。当然、値は張り、もう働くために飲んでいるのか、飲むために働いているのかも分からない。その頃にはゴミ箱もいっぱいで、自虐的な気持ちを込めて、自分のデスクに空き箱を詰み始める。するとどうだ？　新人、中堅、リーダー、廃人の順番で、空き箱がきらびやかな高級色になっていく。これが社畜の格だ。ちなみにフロア全体がプラチナゴールドになっている職場は無間地獄だ。もはや生物と呼べるものは存在せず、皆、深しん淵えんのような虚ろな目で働いている。ここまでくると社内は墓場や野戦病院と大差ない。そんななかで辿り着いたのが、この組み合わせだ。きちんと一日に必要な栄養摂取量を網羅しているので、たとえ心が屍しかばねになろうとも、死なずに働くことができる。ちなみに栄養素の内訳を説明すると──」

「分かった、分かりました！　そんなホラー染みた現代社会の闇の話はもういいですからとにかく今日のお昼はこれを食べて下さい！」

　差し出されたのは、アリクイ柄のランチクロスに包まれた弁当箱だった。

　意味が分からず、柏木の脳は珍しくフリーズした。

「なんだ？　これは……？」

「なんだ、ってお弁当ですよ？」

　姫乃は小さめのトートバッグを持っており、そこからもう一つ、今度は自分の分らしき弁当箱も取り出した。

「本家の方針でわたし、子供の頃からお料理も習ってるんです。朝、時間があったので起きてからキッチンで作りました。一人分も二人分も手間は変わりませんし」

「コレを……君ガ？　そして……俺の分？　なのカ？」

「なんで壊れたロボットみたいな口調になってるんですか？　そうです、柏木さんの分です。礼拝堂では危機一髪で助けてもらいましたし、これからもお世話になりますし、あと昨夜の個人的なお詫わびというか……と、とにかく！　よかったら食べて下さい。お口に合うかどうかは分かりませんけど……」

「……いただこう」

　ランチクロスはウサギの耳のように可愛らしくぴょこんと縛られていた。それをぎこちない手つきで解いていく。

　出てきたのは、やはりアリクイモチーフの弁当箱。なかなか前衛的な形だった。しかしそれがなぜか神々しく感じる。思わず両手で掲げてしまった。

「……温かい。なぜだろう。とても温かい気がする」

「いや温かくはないと思いますけど……。教室からそのまま持ってきただけですし」

「……俺の気のせいか？」

「気のせいだと思います」

「そうか……」

　蓋ふたを開ける。その瞬間、天地創造のような光が柏木を包み込んだ。

「お、おお……っ」

　社畜は圧倒された。

　ふりかけご飯、串くし付きミートボール、タコさんウィンナー、茹ゆでたブロッコリー、星形のニンジン、葉を取ったミニトマト、そして厚焼きタマゴ。

　彩られている。簡素なショートブレッドとは比べるべくもないほど、圧倒的に彩られている。それは手作りの輝きだった。

「なんと美しい……っ！」

「えっと、大げさ過ぎません……？」

　ツッコミの声も耳に入らず、震える手で箸はしを取った。厚焼きタマゴを摘つまみ、口へ運ぶ。

「──っ!?」

　途端、柏木の体に電流が走った。ふんわりとしたタマゴの柔らかさが舌に優しい。

　とうに輝きを失なくしたはずの社畜の瞳が潤み、一滴の涙が流れた。

「な、泣いてる!?　なんで!?」

　驚く姫乃に『大丈夫だ』と手で示し、目頭を押さえた。

「姫乃」

「は、はい」

「……人間の味がする」

「はあ……」

「……今、分かった。俺が今まで食べてきたものは人間の食事ではない。これが食事だ。これこそが本物の食事だ。君の弁当からは……人が作ってくれた安らぎの味がする。俺の食事へのこだわりは愚かしい過ちだったんだ……っ」

「ええと……全力で『そりゃそうですよ』としか言えません」

「ありがとう。俺は今、大切なものを取り戻した気がする」

「微妙に釈然としませんけど、喜んでもらえて何よりです」

　自分も弁当箱を開けながら、姫乃は可哀想なものを見る目になっていた。

「良かったらですけど、これからは毎日わたしがご飯を作りましょうか？」

「いいのか!?」

「うわ、すごい前のめり。……あー、はい。なんか人としてそれぐらいはしなきゃいけないような使命感に駆られてます、今、わたし」

　テーブルに乗り出さんばかりの柏木に対し、姫乃は軽く仰け反りつつ、頷うなずいた。

　柏木はついつい弁当箱を手に立ち上がってしまう。

「毎日、この温かい食事にありつけるのか……っ」

「いやあの、高い、テンション高い。座って下さい。恥ずかしいです。まわりに他の生徒がいますから」

「これが座っていられるか！　姫乃、君はもっと誇っていい。君の作る弁当は人間の味がする！」

「あのっ、表現！　さっきから何か絶妙に言葉足らずですから……っ」

　すると心配が的中したように、中庭の生徒たちがひそひそ話を始めた。

　教室での一件がすでに浸透しているらしく、皆がどこか怯おびえた目で姫乃を見ている。

「ねえねえ、あれが二年の有栖川さんじゃない？」

「スーツの人と一緒にいるし、絶対そうだよ。でも人間の味がするってどういうこと？」

「あれが噂のＪＫ堕としだよね？　まさか有栖川さんって本当にＪＫを地獄に堕として弁当に……っ!?」

　姫乃が慌てて「ち、違うんですっ」と弁解しようとしたが、教室同様に皆、一斉に目を逸らした。それどころかそそくさと片づけをして中庭から逃げていく。

　ああ……、と絶望するＪＫ堕としの所有者。その背後から柏木は若干ウキウキ声で話しかける。

「姫乃、メニューの要望を言ってもいいか？　オーソドックスで恐縮なんだが、俺は手作りの肉じゃがを食べてみたい。今夜の晩御飯はぜひ肉じゃがを──」

「却下です！　今日の夜は納豆ご飯にします！」

「なぜだ!?」

　社畜のその叫びは心底哀しそうだったという。
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　数日後。

　柏木は情報班のエージェント社員と落ち合うため、職員用の居住区を訪れた。

　学生の立ち入りが禁止されている場所なので、いくつものセキュリティがあるものの、柏木はこの数日ですでに何度も行き来しており、今回も難なく建物の一つへ入った。

「まったく、至れり尽くせりな部屋だな。役得にも程がある」

　そう呟つぶやき、柏木はジャケットをソファーへ放り投げた。

　目前には見事なオーシャンビューが広がっている。

　幅広な窓からは港が一望でき、青、白、赤、黄──と色とりどりの光が夜の海をライトアップしている。

　ここは職員用の寮の一室。しかし生徒の寮と違って、この一室だけで建物のワンフロアが使われている。まるでホテルのスイートルームだ。

　天井にはシャンデリアが輝き、床に敷かれているのは地中海製の高級絨じゆう毯たん。ソファーはオランダの特注品で、寝室のベッドは天てん蓋がい付きのキングサイズだった。

　柏木は夜景が楽しめる位置でソファーに座り、ネクタイを緩めた。

　ここからは仕事半分のプライベート半分だ。喉のどを締めつけている圧迫感が無くなり、束の間の解放感が訪れる。

　ソファー横のサイドテーブルにはシャンパンクーラーと熟成されたロゼを置いた。キッチンにあったので勝手知ったるなんとやらで拝借したのだ。

　クーラーからボトルを抜くと、氷の澄んだ音が響いた。グラスに注ぎ、バラの色合いと深い味を楽しむ。

「まあ……そこそこだな」

　姫乃には今日は戻らないと言ってある。ここ数日、彼女の周囲に危険な兆候はない。ホームルームや中庭での噂話が上手く機能していた。姫乃本人はいまいち釈然としていない様子だが、何よりも身の安全が第一である。

　シャンパンと夜景で時間を潰つぶしていると、やがてバスルームの扉が開く音がした。

「あら、啓介。もう来てたのね。早いじゃない」

　振り向くと、バスローブ姿の美女がいた。

　髪は艶つややかに濡ぬれ、白いうなじが艶なまめかしい。

　腰ひもは適当にしか結ばれておらず、大きな胸の膨らみや太ももの付け根がチラチラと覗のぞいていた。白い肌は湯上がりで火照っており、大人の色気を漂わせている。

「俺は時間通りにきている。お前が長風ぶ呂ろなんだ、葵」

　美女の名は、宇佐美葵。姫乃の担任教師だ。しかしそれは仮の姿で、葵は予め潜入させていた、情報班のエージェント社員である。

　昼間はロングヘアでメガネを掛けているが、今は変装の必要もないので、ウィッグを外してショートカットの裸眼である。

「シャワーぐらいゆっくり浴びさせてよ。子供相手の潜入任務なんてストレス溜たまる一方なんだもの。大人しくしてると、男子共がつけあがるし。そ、れ、に！　どっかの誰かさんがホームルームに乱入してきて乱闘騒ぎまで起こしたりするし！」

「乱闘騒ぎというほどのものじゃない。軽く一発入れただけだ」

「その軽い一発とやらで宙を舞ってたでしょうが。大事にならないように学園側を誤魔化すの大変だったのよ、本当」

「お前のフォローがあると分かっていたからこその大立ち回りだ」

「名刺の時は本当に銃でも突きつけられるかと思ったし。啓介ってブラフのためなら平然とそういうことやりかねないから」

「そこまではしない。それに諸々の効果で姫乃の安全は確保できた。計算通りだ」

「あのね？　成功不成功じゃなくて、労いの言葉の一つぐらい言いなさい、って言ってるのよ、柏木主任殿」

「ご苦労だった、宇佐美情報員。今後も君の活躍に期待している」

「見事に感情がこもってないわね……」

「俺はお前が有能な人間だと知っている。だから別段、この程度で労おうとは思わない。お前の力量ならば軽々とこなせるだろう？」

「はいはい、温かい殺し文句をどーも。もういいわ。労いはベッドでしてもらうから。とっとと仕事の話を終わらせましょ。はい、これ」

　葵は色香を振りまきながら歩いてくると、数枚の書類をテーブルから取り、ソファーの後ろから手渡してきた。

　姫乃の友人にしてはいけない生徒たちのリストだ。

「名前だけでよかったのよね？」

「ああ。顔や所属はすでに頭に入っている」

「一応、裏でどんな悪行してるかも書いといたわよ」

「助かる」

　エアタイピングで脳から情報を引き出しながらリストと照合していく。

　思った通り、普段の素行では大人しい生徒が多い。そうした表の顔を隠かくれ蓑みのにし、裏で恐喝や淫いん行こうを繰り返しているようだ。

　まあ、命懸けのギャンブルが横行している反動だろう。ストレス過多の状況では、こうしたガス抜きをする人間は必ず出てくる。別段、それを咎とがめようとは思わないが、姫乃に関わらせはしない。

　一通り目を通し、書類を葵に戻した。

「覚えた。処分しておいてくれ」

「淡泊ねえ。これはこれで手間掛かってるのよー？」

「理解している。リストのなかに、ここ数日で姫乃に接触してきた生徒が何人かいた。あとで釘くぎを刺しておこう」

「それって姫乃ちゃんに釘を刺すの？　それとも生徒たちにざっくりと？」

「無論、後者にざっくりだ。二度と近づかないよう忠告する」

「宙を舞わせるのはやめてよね。フォローが大変だから」

「善処しよう」

「善処ねえ……。毎回思うけど、啓介ってさ、姫乃ちゃんが絡むと途端に過保護になるわよねえ」

「過保護？」

　葵がこちら側へまわってきて、膝ひざの上に座った。バスローブ越しに柔らかな肉感が伝わってくる。座り方が横向きだったので、右手を伸ばし、彼女の背中を支えた。ブラ紐ひもの感触はない。バスローブを着る時、彼女はいつも下着をつけない。

「どう見ても過保護よ、過保護。だってそうでしょ？　わざわざ教室に乗り込んできて派手に立ち回ったり、生徒たちをリストアップして友人関係まで洗ったり、なんか心配性のお父さんみたいよ？」

「俺を有栖川社長と同列にするのはやめてくれ」

「実父に似てるって話じゃなくて、比ひ喩ゆとしてのお父さんよ、比喩の」

「父親か……。そんなつもりはないが、そう見えるか？」

「見える。まあ、啓介ってば姫乃ちゃんを護衛する時はいつも気合い入ってるけどね。あれってなんでなの？」

「……別段、気合いを入れているつもりはない。仕事は常に全力でこなしている」

「ふーん？　そうかしら？」

　あまり納得していない顔だった。だが付き合いが長いので、こちらが話す気がなければ話さない、と葵は知っている。よってさっさと話題を変えてきた。

「んじゃ、もう一つ仕事のお話。理事評議会の件よ。学園のゲームサーバーの在り処について」

「在り処が分かったのか？」

「確率は半々だけどね。生徒会執行部が根城にしている、時計塔。その最上階の一つ下、十三階フロアが怪しいわ」

「……なるほど、生徒会の本拠地か」

　あごに手を当て、思案する。

　理事評議会のメンバーを探るに当たって、柏木たちは『この学園の設立理由がどんなものか』ということに着目した。

　子供たちに死のギャンブルを課す学び舎。短絡的に考えれば、その目的はゲームの観賞などだろう。資産家の令息令嬢たちに命を賭かけさせ、その一喜一憂を理事評議会のメンバーたちは愉しんでいる──という辺りが定石だ。

　観測媒体については学園内の至るところに監視カメラがある。

　であれば、あとはルルドゲームを保存・送信しているサーバーがどこかにあるはずだ。

　その最有力候補地がどうやら時計塔らしい。

「時計塔への潜入は可能か？」

「現状では無理。管理が甘々の職員区画とは違って、スタンドアローンの各種セキュリティが掛かってるわ。部外者の侵入は難しいでしょうね」

「それでも専用パスはあるんだろ？」

「いくつか存在は確認してる。一番楽に入手出来そうなのだと……生徒用の独自パスかしらね。生徒会傘下の生徒なら時計塔には出入り可能よ。それでなかにさえ入っちゃえば、あとは啓介ならどうとでも出来ると思うわ」

「生徒会傘下の生徒か……」

「出来そう？」

「ああ。一つアテがある」

　おそらく上手くいくだろう。頭のなかで算段を立て、葵に頷うなずきを返す。

「時計塔の件はこちらで動いてみる。続報を待っていてくれ」

「オッケー。それじゃあ、仕事の話はここまでかしらね？」

「そうだな。ここからは完全にオフだ」

「ん、りょーかい。待ってました♪」

　言うが早いか、葵の手でネクタイがするりと引き抜かれた。同時に唇が重ねられる。柔らかな尻しりを密着させたまま、太ももを大きく開いて、葵の肢体がこちらを向く。

　バスローブがはだけ、豊かな胸が大きくバウンドした。

　柏木と葵はトッキの同期である。

　入社以来、共に特別危機管理対策室に配属され、現場担当と情報班のエージェントとして数多くの現場で協力し合ってきた。何かと苦楽を共にしており、同期で気心も知れているので、たまにこうしてお互いのストレス解消をする、大人の関係である。

「さ、いつまでも堅苦しい格好してないで、ぬぎぬぎしましょーねー？」

　細い指が無駄にいやらしく動き、ワイシャツのボタンを外していく。

「いつも思うんだが、どうしてお前は脱がす時にあやすような物言いになるんだ？」

「そういうの好きなのよ。知らなかったっけ？」

「初耳だ。……求められても応えられないからな？」

「啓介と赤ちゃんプレイ？　やだ、想像しただけで笑い死にしそう」

「興奮されるよりは笑われた方がマシか……」

　葵が笑うと、目の前で胸が上下左右に揺れる。

　手を伸ばし、奔放に揺れる胸をすくい上げるように揉もむ。

　途端、笑い声は収まり、代わりに「あん……」と甘い吐息がこぼれてきた。

「……ねえ、啓介。今日は朝までいられるの？」

「そのつもりだ」

「じゃあさ、私にワインをかけて、全身舐なめまわしてほしいの。気持ち良さで頭がおかしくなっちゃうまで」

「また業の深い要求だな」

「だってこんなの彼氏には頼めないじゃない？」

「確かに別れ話の原因の一端にはなりそうだ」

「でも啓介はやってくれるでしょ？　あなた、責めには貪どん欲よくで積極的だし」

　どんな評価だ、と思ったが、他人からの評価とは得てして納得しづらいものである。
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　葵は美しい肢体を見せつけるように腕を上げ、バスローブを完全に脱ぎ捨てる。

「ほら、舐めまわしたくなるような体でしょう？」

　柏木は肩を竦すくめて、サイドテーブルに手を伸ばす。

「ワインはキッチンか？　シャンパンだったらもう出してあるが？」

　と言った途端、膝に乗っている腰がピクッと動いた。快感を貪むさぼっている時の動きではない。不審に思って視線を向けると、淫いん乱らんエージェント教師が顔を引きつらせていた。

「シャンパンですって？」

「？　ああ。キッチンにあったロゼだが」

「ちょっと!?　それ、私がフランスで買ってきた自分用のやつじゃない！」

「かける用じゃないのか？」

「飲む用よ！　どこに本場のシャンパーニュを浴びる馬鹿がいるのよ!?　あー、もう。今回の仕事が終わったら一人でゆっくり飲むつもりだったのにぃ」

　膝の上で地団太を踏む、という稀け有うな例に遭遇した。

「もうヤル気失なくした。今日はセックスは無し」

　葵は大げさにバスローブを着直すと、横座りになった。

「また唐突だな……」

「啓介のせいよ。せっかく今日は激しくしようと思ってたのに。悪いと思うなら赤ちゃんプレイさせて」

「それは断る」

「じゃあ無し」

「……だったら膝からどいてくれ。せめて夜景を楽しんでから帰りたい」

「やーよ。逃がした魚の大きさにヤキモキしなさい」

　横を向いたまま、こちらの耳をいじってくる。中途半端に感じさせて苦しめようとしているのだろうが、別段、性感帯ではないのでどうとも思わない。やんわりと手首を摑つかんでやめさせる。

「高かったのは分かるが、味はそれほどでもなかったぞ？　正直、姫乃がジューサーで作った野菜ジュースの方が美味い」

「えっ、なにその啓介らしからぬセリフ」

　なぜか変な顔をされた。共に幾多の現場を渡ってきた同期は思いきり眉まゆを寄せていて、むしろ見てるこっちが不可解になるほどの表情だ。

「何か変か？」

「変よ。だってあなた、仕事のおかげで舌は肥えてるのに、プライベートでは栄養ドリンクばっかり飲んでる、心の味オンチじゃない」

「なんだ、心の味オンチって。別に栄養ドリンクの有用性を否定しているわけじゃない。ただ、手作りの温かさに目覚めたんだ」

「また啓介らしからぬセリフだわ……。ひょっとして餌付けされてる？」

「俺は野生動物か何かか？」

「正直、似たようなものだとは思ってるわよ？　社畜っていう常識の鎖でかろうじて繫つなぎ止められてるだけで、その正体は封印されし秘境の魔獣、みたいな？」

「情報班の観察眼について、一度きちんと査定する必要がありそうだな」

　心外、という意図を込めて睨にらむ。しかし葵はまったく気にせず、逆にまじまじと見つめてきた。

「やっぱり啓介の姫乃ちゃんへの感情って仕事だけのものじゃないわ。……珍しい。すごく興味深いわ。ひょっとして恋しちゃってるとか？」

「膝の上で半裸になってるくせに、どの口が言うんだ？」

「冗談よ。啓介に恋愛感情なんて上等なものがないのは知ってるわ。そんなのあったら私が付き合ってあげてるもの」

「さらっと問題発言をするんじゃない」

「ね、なんでそんなに姫乃ちゃんに肩入れしてるの？　教えて教えて♪　教えてくれたらお姉さん、あなたとセックスしてあげちゃう♪」

「何がお姉さんだ。お前、俺と同じ二十八だろうが」

「はいはい、そんなどうでもいいことにツッコまない」

「……彼女はグループの跡取りだ。姫乃に何かあれば俺たちは失職する。最善を尽くすのは当然だろう？」

「はい、ダウトー。啓介がいつも仕事に最善を尽くしてるのは知ってるわ。でも姫乃ちゃんには何かしらプラスアルファをしようとしてるでしょ？　私の観察眼がそう言ってる」

「……大した観察眼だ」

「査定は合格？」

「Ａ評価にしておこう。だからこの話はここまでだ」

「ダメ。勝手にシャンパン開けた分、きっちり話してもらうわ。姫乃ちゃんに肩入れしてる理由を話しなさい」

「…………」

　しかめ面で吐息をはく。情報班の性か、こうなった葵はまず引かない。気軽に開けたシャンパンが思いのほか高くついてしまった。

「……入社式のパーティーのことを覚えてるか？」

「私が重役たちに気に入られた、あのパーティー？」

「そうだ。お前が酔っぱらって重役たちにドロップキックかました、あのパーティーだ」

　そんなこともあったわねー、と流す葵。

　柏木は天井のシャンデリアを見上げ、当時のことを思い出す。

「あの時、姫乃も会場にきていたんだ」

「そうなの？　初耳だわ」

「お前は大暴れしてたからな。……俺たちが新卒の頃だから、姫乃は今よりもさらに幼かった。まだ年端もいかない子供だった」

「ふんふん」

「姫乃自身が覚えているかどうかは定かじゃないが……言葉を交わした。挨あい拶さつ程度の、ほんの二、三言だけだが」

「それで？」

「……以上だ」

「んなわけないでしょ！　途中まで話したんだから、ちゃんと事細かに喋しやべりなさいよ」

「…………」

　腕を組んで押し黙る。しかし葵は引かない。ほれほれ、と喉のど仏ぼとけを突いてくる。その煩わしさに負けた。手を払い、重い口を開く。

「事細かに喋ろうとしたら……それはそれで込み入った話になるぞ」

「いいわよ？　聞く聞く」

「少し話が前後するが？」

「どーぞ？」

「俺の両親は、俺が中学の頃に死んだ」

「うっわ、いきなりヘビーね」

「話せと言ったのはお前だ」

「もちろん。つまんない同情なんてせずに聞いてあげる。男の昔話は大好物なの」

「……良い女だな」

「ありがと♪」

　ご機嫌な顔にため息をつき、組んでいた腕を解く。

　もう遠い話だ。

「俺の父親は町工場を経営していた。まあ……よくある話だ。経営難で工場が傾き、父親は首をくくった。自分の保険金で借金を返せると思ったんだろう。だが……」

「自殺じゃ保険金は下り辛いわね。今の時代、中途半端な偽装じゃオプに見抜かれるし」

「そういうことだ」

　保険金は下りなかった。母親が工場を立て直そうと奔走したが、当然のようにそれも上手くいかなかった。四方八方に頭を下げ、昼夜を問わず働いて……母親もやがて過労で逝ってしまった。それが中学の頃。残されたのは多額の借金。

「んん？　でもそれって相続放棄でクリアできたんじゃない？」

「今ならその選択肢もあるかもしれない。だが義務教育も終えていない当時の俺には、そんな知恵はなかったんだ」

「あー……」

「加えて、両親は善良でない業者からも金を借りていた。おかげで色々とグレーゾーンな仕事に連れまわされることになった。裏稼業ってやつだ。銃の扱いもその頃に覚えた」

「ハードモードな青春ねえ」

「だが悪いことばかりでもない。裏稼業はとにかく儲もうかる。元締めからのおこぼれ程度でも結構な金額になった。おかげで真っ当に金を貸してくれた人たちには早々に返済することができた」

「うわ、馬鹿正直ねえ。それこそ裏稼業パワーで踏み倒せたんじゃないの？」

「俺は両親の工場を継げなかったからな。借金ぐらいは返したかったんだ」

「その借金って全部返したの？」

「返した。表の分も裏の分も全部な。有栖川グループに入社する頃にはきれいな体だったさ」

「へえ、苦労人だったのね、啓介って。まあ、まともな人生送ってるとは思ってなかったけど。その人相も納得だわ、うん。でもなんとなく話が見えてきた」

　頰を撫なでられた。どこか慰めるように。

「啓介。あなたは中学生の頃には──もう子供であることをやめなければならなかったのね」

　葵は勘がいい。ここで話が一区切りと悟り、続きを促してくる。

「で、話は入社式のパーティーに戻るわけね？」

「そうだ」

　心地好い手の感触に苦笑いし、口を開く。

「あの会場で俺は言われたんだ。まだ年端もいかない子供だった姫乃にな」

「なんて？」

「『今日からみなさんはわたしたちの家族です。何があっても有栖川家がみなさんをお守りします。だから一緒に頑張っていきましょう』」

「立派ねえ」

「立派過ぎる。子供の言うセリフじゃない」

　脳裏に浮かぶのは、遠い日の少女の姿。

「その言葉を聞いた時、俺はやるせなくなった。この子はこんな歳で大人にならなければならなかったのか、と」

　柏木啓介は中学生の頃には子供であることをやめなければならなかった。

　しかし有栖川姫乃は生まれた時からすでに子供であることを許されていなかったのだ。

　同情かもしれない。ただ、自分の過去を投影して、すくい上げてやりたいだけなのかもしれない。それでも痛切に思った。

「──あの子をちゃんと子供扱いしてやりたい。それが俺の願いだ」

　もちろんすぐに何かが出来たわけではない。特別危機管理対策室には仕事が山のようにある。出来たのはせいぜい姫乃の護衛の話が舞い込む度、率先して手を挙げるくらいだ。しかも期間として極々短いものばかりだった。

　だがようやく機会が巡ってきた。今回は今までより長い間そばにいられる。手を伸ばせば、ちゃんと頭を撫でられる。そんな位置に彼女はいる。

「なるほどね。それが過保護の理由か」

　葵は肩を竦すくめた。

「そうね……多少はあなたの気持ちも分からなくはないかも。ニュースのなかで誰かが不幸になっても構わないけれど、身近な誰かが不幸になってて、しかもそれがかつての自分と同じものだったら、きっと助けたいと思うもの。啓介の今回の行動、私も多少は支持してあげる」

「……そうか。礼を言う」

「あら素直。でもあれね、うら若きＪＫを手て籠ごめにしようとしてたんじゃなかったのね。一緒に住んだりするから私、てっきり新たな性的嗜好に目覚めたのかと思ってた」

「馬鹿を言え。子供に欲情するような大人などいるものか。だいたい俺の趣味ならお前が一番よく分かってるだろう」

　顔を顰しかめて言うと、あははっ、と明るい声が返ってきた。

「確かに。啓介を興奮させようとしたら、初心で可愛らしいプリンセスじゃ荷が重いわ」

　魅惑的な太ももが持ち上がり、体の向きが変わった。再び対面する位置にくると、バスローブが颯さつ爽そうと脱ぎ捨てられる。

　ツンと尖とがった乳首、揺れる胸、くびれた腰、潤んだ秘所が姿を現す。

　単純なバストサイズなら姫乃の方があるかもしれない。しかし葵の胸や腰は、自然と男の手を吸い寄せる。豊富な経験によって形作られた、セックスの得意な体だ。

「ほら、触って？」

　こちらの両手を取ると、自分の胸へと導いて、強く押しつける。張りつめた乳首の感触が手のひらに広がり、指の間から柔肉がこぼれていく。

「今日は無しじゃなかったのか？」

「んーん、ヤル気戻ってきた。言ったでしょ？　男の昔話って大好物なの。良い話が聞けて……濡ぬれちゃった♪」

「変態だな」

「ふふ、そんな女を抱くあなたも同類よ？」

　色香を漂わせた肢体がしなだれかかってくる。

「さ、楽しみましょう？　今夜は寝かさないんだから」

　唇が触れ、舌が絡み合う。

　港の夜景をバックにし、二つの影が緩やかに重なっていった──。








第三章　真に万の策を用意すれば、万策は尽きない。






　真っ暗な部屋の中央に円卓があった。

　そこには様々な格好の少女たちが座っている。男子はおらず、女子のみだ。

　皆、好き勝手に制服をアレンジしており、なかには原形すら留めていない者もいるが、彼女たちがそれを咎とがめられることはない。それだけの権力を彼女たちは有している。

　ここは聖ルルド学園・時計塔の最上階──十四階の生徒会室。

　円卓に座しているのは、ルルドゲームの頂点に君臨する、生徒会執行部の役員たちである。

　円卓の東側、秘書官のような格好をした書記が発言する。

「本日の議題は事前にお知らせした通り、高等部二年Ａ組の有あり栖す川がわ姫ひめ乃のについてです」

　背後のプロジェクターにブロンドの少女──姫乃の姿が映し出される。

　すると円卓の面々はそれぞれに反応を示した。

　愉快そうに頰ほお杖づえをつく者、怒りをあらわにする者、苦笑をこぼす者、そもそも興味を示さず居眠りをしようとする者。

　そのなかで円卓の北側から口笛が響く。

「饗王七大財閥・序列二位──有栖川家。その跡取り娘ちゃんだね。でもあの有栖川家がこの学園に堕ちてきたっていうの？　ちょーっと信じらんないなぁ」

　生徒会室のなかに同意するような空気が流れた。

　饗王七大財閥。それは世界を裏表から支配する、七つの家柄の括り名である。なかでも有栖川は序列の二位。とてもではないが、没落した者たちの学園にやってくるとは思えない。

　口笛を吹いた生徒がさらに言う。彼女は将校のようなコートを羽織っており、裾すそを翻して椅子に深くもたれる。

「何かの意図を感じるねえ。それも私たち生徒会の秩序を脅かすような面倒な意図だ」

「その読みは正せい鵠こくを射ているかもしれません。事実、有栖川姫乃は転入初日に我が生徒会の刺客を打ち破っています」

　書記がプロジェクターを操作し、礼拝堂が映し出された。その画面上では女王像が粉々に砕け散っている。虚を衝つかれ、目を丸くするのは将校コートの少女。

「え、礼拝堂？　ってことは私の受け持ちじゃん」

「そうです。敗北したのはあなたの配下、二年生の久く遠おん寺じ玲れい花かですよ、ユーリヤ風紀委員長」

「あちゃー。負けちゃったのか、玲花ちゃん」

　将校コートの少女は、名をユーリヤ・トルスタヤといった。

　銀髪のロシア人で、コートの他にも頭には軍帽を被り、腰には差し入れ品のサーベルを差している。

　厳めしい格好に反して体は小さく、この場の誰よりも背が低い。高等部の三年生なのだが、一見すると小学生に見え、手も袖そでから出ていなかった。反面、胸はロシアの雄大さを示すように実っており、腕組みした上から柔肉が制服を押し上げてはみ出している。

　ユーリヤの家柄は、ロシアの一大お菓子会社・トルスタヤ製菓大工場。

　同じような製菓会社系の生徒を多く傘下に収めており、久遠寺玲花もその一人だった。

「玲花ちゃんって罰ゲームこそ失敗続きだったけど、ゲーム自体はそこそこ強かったのになぁ。イカサマもさ、生徒会がお目こぼししてあげるスレスレを上手いこと渡り歩いてたんだ。よっぽどのことがない限り、玲花ちゃんが負けるとは思えないよー？」

「正確にはゲーム自体には勝利しました。しかし罰ゲームの執行を妨害され、そのどさくさでルルドコインの受け渡しをうやむやにされています。つまりは敗北です」

「ああ、なるほど。コインを得ないルルドゲームに意味なんてないもんね」

「その通りです。さらに言えば、罰ゲームの妨害を可能にした要因が問題です。有栖川家はとんでもない秘密兵器を投入してきました」

　書記が言い、プロジェクターに映し出されたのは、スーツ姿の厳めしい男。

　途端、円卓がざわつき、ユーリヤも声を硬くする。

「これは……大人の男、か？」

「左様です」

　書記は緊張感を帯びた顔で肯定する。

「久遠寺玲花はこの男──柏かしわ木ぎ啓けい介すけによって、一いつ蹴しゆうされました。調査によると、有栖川グループの特別危機管理対策室のエージェント社員のようです。コードネームは『ＪＫ堕とし』。有栖川姫乃はこの『ＪＫ堕とし』を差し入れ品として潜入させ、ゲームに介入させています」

「へえ、面白い」

　ユーリヤは袖をめいっぱい上げ、背後を振り向く。

「つまりは──私たちと同じ戦法だね？」

　そこには大人の男が立っていた。

　細身に上等なスーツを着こなした、二十代のロシア系。そのままなら美青年なのだが、なぜか髪を過剰なほどぴっちりと七三分けにしている。さらにはあか抜けない丸メガネも掛けていた。

　他の生徒会役員たちもそれぞれ背後に男を従えている。彼らはルールのグレーゾーンを突いて集められた、役員たちの私兵である。

　ルルドゲームの対戦は基本的に一対一。

　それをなんらかの方法で二対一に出来れば、アドバンテージは計り知れない。もちろん生徒同士で組むことは難しいが、ならば外部から配下を連れてくればいい。

　そうした思考の末、生徒会役員たちはそれぞれに自社の配下を呼び寄せ、従えていた。

　無論、厳密にはルール違反である。しかし生徒会執行部には学園の運営母体である理事評議会の庇ひ護ごがある。それゆえの目こぼしであると言えた。

　だが無論のことそれは生徒会執行部のみの特権である。

　ぽっと出の転入生が同じことをしたならば、見過ごすことは出来ない。

　静かな敵意が生徒会室に満ち、書記がその空気を言語化する。

「有栖川姫乃を潰つぶす。それが我々、生徒会執行部の総意ということで宜しいですね？」

　発議に対して、異議を唱える者はいなかった。

　そして将校姿のユーリヤが再び手を挙げる。

「じゃあ、私がいくってことでいいな？　玲花ちゃんは私の傘下だったしね。やられた分はきっちりやり返さないと。あと私の部下がどうやら有栖川グループのエージェント社員に興味津々みたいだ。ぜひやり合ってみたいって」

　背後でユーリヤに耳打ちしていた七三メガネが深々とお辞儀する。

　書記は「なるほど」と呟つぶやき、自身の隣──円卓の東側中央へ目を向ける。

「如何いかがしますか、会長？」

　返ってきたのは厳かな頷うなずき。それを確認し、書記が決定を口にする。

「高等部三年Ｃ組、ユーリヤ風紀委員長。この件はあなたに一任します」

「りょーかいー！」

　跳ねるように椅子から下り、ユーリヤはビシッと敬礼した。袖がだらんと下がっているが気にせず、無邪気な笑顔を見せる。

「任せてよ。ＪＫ堕としも有栖川姫乃ちゃんも、この私、ユーリヤ・トルスタヤがきっちりぶち殺してきてあげるっ！」





◇◆◇






「球技大会、ですか？」

　昼休み、教室でクラスメートからそんな話を聞き、姫乃は慎重な顔で訊きき返した。

　転入以来、怪獣扱いが続いている昨今、隣の席の女子が恐る恐るながら振ってくれた話題だった。ここは是非とも楽しげな会話にしなければならない。そんな使命感に駆られ、威圧感が出ないように注意しながら姫乃は体を隣の席へ向ける。

　ちなみに柏木は昨夜、『今日は情報班と落ち合うので帰らない』と言って出ていったきりだ。いまだに姿を見せていないが、柏木のことだから大丈夫だろう。

　それよりも今はクラスメートである。

　話しかけてくれたのは小こ湊みなとという名前の女子だった。メガネを掛けた、少し控え目な性格の子だ。小湊は緊張しているのか、忙しなくメガネを上げながら言う。

「そ、そうなの。来週が球技大会の本番で、有栖川……様もどこかの競技に入ってもらわなきゃなんだけど、空いてるのがソフトボールだけで……い、いいかな？」

「もちろんです。クラスのために精一杯頑張りますっ」

「よ、よかった。もしもソフトボールが嫌いだったら、あたし、有栖川様に殺されちゃうんじゃないかと思ってた」

「殺しません、殺しません」

「それでね？　放課後、ソフトボールを選んでるみんなで練習をするの」

「自主練習ってことですか？」

「そう。球技大会で一位になると、学園からルルドコインがもらえるから」

「え、ルルドコインを」

　少し驚いて聞き返すと、小湊は控え目に頷いた。

　彼女曰いわく、枚数自体は決して多くはないらしい。一位になってもせいぜいひとりにつき一枚か二枚で、学園からのちょっとした遊び心程度のものだそうだ。

「それでも……なかなかルルドゲームで勝てない普通の生徒にとっては数少ないチャンスなの。だからこういう機会は絶対に逃したくない、ってことで……」

「それで自主練習を？」

「うん。もし良かったら有栖川様も……」

「やりますっ。ぜひ一緒に練習させて下さいっ」

　マリアナ海溝のように深く刻まれてしまったクラスメートとの溝を埋めるチャンスだ。もう一も二もなく頷いた。

　そして放課後。

　校舎近くのグラウンドで、二年Ａ組ソフトボールチームの面々は練習を始めた。

　メンバーは男女混合。球技大会本番も男女一緒のチームでやるそうだ。

　二手に分かれて試合形式の練習を始め、打順はちょうど姫乃の番。

　学園指定の体操着にブルマという姿でバットを構え、状況はツーアウト満塁。ここで姫乃がヒットを打てれば、勝ち越しである。溝を埋めるのにこれほどちょうどいい場面もない。でも哀しいかな、カウントはすでにツーストライク。

「有栖川様、頑張って下さーい！」

「みんな、有栖川監督を応援してます！」

「でも打てなくても気にしないで下さい！　我々の頑張りが足りなかっただけです！　負けても監督様のせいじゃありませんからーっ！」

　小湊を始め、仲間たちが応援をしてくれるが、どうにも腫はれ物もの扱いである。ちなみに妙な祭り上げられ方をして、いつの間にか監督にされてしまっていた。

「みんなからの絶妙な距離感が辛いです……」

　バッターボックスでほろりと涙する。

　勢い込んで練習に参加したものの、実は運動はあまり得意ではない。しかし、もしもここで三振してしまったら、ベンチは怒ど濤とうの恐慌状態に陥るだろう。『有栖川様のご機嫌を損ねた！　殺されるぞ！』と大騒ぎになりそうな気配がひしひしとする。

　そんなのとってもしんどいです……っ。

　跡取りなのに気遣い気質の姫乃である。考えただけで胃が痛くなりそうだった。

　どうにか打たなきゃ、でも無理かも……、とバットを構えつつ困っていると、ふいに背後から風が吹いた。同時、すぐそばから声がする。

「助けが必要なようだな」

「へっ？」

　振り向くと、スーツ姿の男が立っていた。

「柏木さんっ!?　いつ戻ったんですかっ」

「今だ。少し調子に乗り過ぎてシャツが皺しわだらけになってしまってな。今日のスーツに合うものがなかったので、後輩のパイロットからちょうどいい着心地の物を徴収してきた」

　キュキュッとネクタイを締め直し、当たり前のように立っているのは言わずと知れた柏木である。しかも何を言っているのかよく分からない。その上、一緒にバッターボックスに入っていた。

「手伝おう。俺の腕を摑つかめ」

「いや手伝おうって。これ球技大会の練習なんですけど」

「そうか。分かった。いいから摑め」

「たぶん分かってませんよね？　ソフトボールのルールを分かってるのかすら疑わしいレベルの発言ですよ？」

　とりあえずバッターボックスから出てってもらおう、という意味で腕を摑んだ。だが巨木のように微動だにしない。しかも柏木はそのまま、ピッチャーへクイッと催促する。

「投げろ。受けて立ってやる」

「いやおかしいですから!?　ピッチャーの人を困らせないで下さい！　バッターが二人って、それもうソフトボールじゃないですから！」

「俺は姫乃のバットだ」

「はい？」

「差し入れ品だからな。バット代わりにしても構わんだろ？」

「いや構いますよ？　全力で構いますよ？」

　と、冷静に対応しようとしたのだが、クラスメートたちは柏木の無法ぶりに慣れていなかった。謎の発言にグラウンドが一気にざわめきだす。

「バ、バット!?」

「ＪＫ堕としって有栖川様のバットなの!?」

「バット……まさか夜の!?」

「夜は関係ありません！」

　すかさず否定したが、すでにざわめきが大き過ぎて誰も聞いていなかった。

　そして柏木は柏木で流れをまったく聞いていない。

「ピッチャー、早く投げろ。どうした？　怖おじ気けづいているのか？」

　マウンドに向かって無表情で挑発する。そして効果はテキメンだった。

　なぜならピッチャーは転入初日にぶっ飛ばされた、高たか峰みね勇ゆう吾ごである。

「んのヤロウ、舐なめやがってぇ……っ」

「舐めてなどいない。『早く投げろ、若造。この腰抜けが』と言っているだけだ」

「舐めてんじゃねえか!?　もう許さねえ！　オレの殺人デッドボールを食らいやがれ！」

　もはやソフトボールのルールをドン無視し、高峰はオーバーハンドで振り被る。そして渾こん身しんの投球。

「今度こそオヤジ狩りだ、オラァ！」

「破──ッ！」

「ふぐおぁっ!?」

　正せい拳けん突づきが球の芯しんを捉とらえた。打球は真っ直ぐピッチャーの顔面に直撃。さらに直進し、フェンスの向こうへと消えていく。

「ホ、ホームラン！　有栖川様のホームランだーっ！」

　グラウンドにクラスメートたちの大だい喝かつ采さいが轟とどろいた。その顔には『正直、もうこのワケ分からない状況を終わらせたい』と書いてある。

　柏木は投げ出されたバットを表現し、スマートにバックステップした。スーツに埃ほこりがつくのは嫌なのか、とくに地面には転がらず、仁王立ちである。ずいぶん尊大なバットだった。姫乃はもう頭を抱えるばかりである。

「柏木さん……」

「やったな、ホームランだ。報酬は肉じゃがでいいぞ？」

「退場」

「なに？」

「即刻退場しなさい！　監督命令です！」

　場外を指差して宣告。柏木はなんとも心外そうな顔で「むう」と唸うなった。







「ボール、どこにもないね」

「すみません、ウチのバットのせいで……」

「有栖川様のせいじゃないから！　気にしないで！」

　小湊が大慌てで首を振る。他のクラスメートも後ろで同じ動きだ。

　ここはフェンスの先、三年生の校舎区画。バットもとい柏木のホームランが遠くまで飛び過ぎたので、何人かでボールを探しにやってきた。

　溝を埋めるつもりだったのに、より一層深まった気がする。なんせピッチャーが保健室送りの大活躍だ。クラスメートがドン引きしても文句は言えない。

　……わたし、本当にこの学園でお友達を作れるんでしょーか。

　ひっそりため息をつきつつ、ボールの捜索を続行。

　目の前には立派な三年生の校舎がある。二年生のものよりやや階数が少なく、代わりに造りが豪勢だ。学び舎というよりは豪邸といった風情で、各階にテラスがあり、壁も調度品のような意匠が凝らされていた。

　また校舎沿いには幅広な道路が隣接している。小湊によると、三年生には一軒家の寮があり、専用車での登下校も許されているらしい。至れり尽くせりだった。

　そんな区画を地面とにらめっこしながらしばらく探していると、ふいに頭上から声を掛けられた。

「何かお探し物かなぁ？　良かったら私も手伝っちゃうよん？」

　え、と思って顔を上げる。

　すぐ近くに黒塗りの高級車が停まっていた。そのボンネットに少女が座っている。

　不思議な格好だった。将校のようなコートを羽織り、腰にはサーベルを差している。人種はロシア系だろうか、軍帽から流れる銀髪が美しい。

　けれど身長が小さく、高等部生には見えない。たぶん小学生ぐらいだと思う。

　聖ルルド学園には初等部や中等部もあると柏木から聞いているけれど、ここからはだいぶ遠かったはずだ。何かの間違いで迷い込んでしまったのだろうか。

「えっと、車の上に乗ったら危ないですよ？　それに持ち主の人に見つかったらきっと怒られちゃいます。良い子だから下りましょう？」

　怖がらせないように笑みを浮かべ、やんわりと注意する。

「ひょっとして迷子ですか？　だったらお姉さんが一緒に帰り道を探してあげますから」

　ね、と手を差し伸べた。抱き上げて下ろしてあげるつもりだった。

　しかし少女はぱちくりと瞬きし、次の瞬間お腹を抱えて笑い出した。

「あはははっ、そうかそうか、そうきたかっ。面白い子だね、君は。いや確かに私はロリーな美少女だけど、こんなにストレートに子供扱いされたのは久しぶりだよ。いや参った参った、これは一本取られたなぁ」

「えっと……？」

　予想外なリアクションをされ、戸惑ってしまう。

　すると小湊たちが背後から悲鳴を上げた。

「有栖川様っ、なんてことを……っ。その人は迷子なんかじゃないよ!?」

「え、違うんですか？　わたし、てっきり迷い込んできちゃった初等部の子かと……」

「違うよ！　その人は……っ」

　小湊の慄きと共に、少女はボンネットで優雅に足を組む。

「三年生のユーリヤ先輩！　生徒会執行部の風紀委員長だよ……っ！」

「せ、生徒会執行部!?」

　さすがに驚いて後退った。

　生徒会執行部。それは柏木から聞いた、姫乃が立ち向かうべき相手。ルルドゲームを仕切っているという学園の頂点である。

　目の前の少女──ユーリヤは頰ほお杖づえをつき、イタズラっぽく笑った。

「そーだよん♪　私は君の年上の三年生、生徒会執行部の風紀委員長、ユーリヤ先輩だ。気軽に先輩呼びしてくれればいいよー？」

「す、すみません。わたし、失礼なことを……っ」

「あはは、気にしない気にしない。むしろ新鮮で面白かったくらいさ。最近は学園内でも顔が知れちゃったからね。君みたいなリアクションは貴重で愉快だったよ──有栖川姫乃ちゃん？」

「──っ、どうしてわたしの名前を……っ!?」

「おいおい、知らないわけがないだろう？　君の目の前にいるのは、聖ルルド学園の生徒たちの頂点、生徒会執行部の役員だぜ？」

　軍帽を上げ、意味ありげに目を細める。

「なんだって知ってるよー？　君がかの有栖川家の跡取りであること、転入早々に久遠寺玲花を倒したこと、そしてＪＫ堕としを連れてることもね？」

「……っ」

「そう緊張した顔をしないでよ。何も取って食おうってわけじゃない。姫乃ちゃんは何か探し物があってこっちの区域にきたんだろ？　良かったら手伝うよ？」

「い、いえ、大丈夫です。ユーリヤ……先輩。わたしたちは自分で探しますから」

「まあまあそう言わず」

　ぶかぶかの袖そでから手を出し、ユーリヤはパチンッと指を鳴らす。

　すると周囲の茂みから突然、新たな生徒たちが現れた。ざっと十数人。男女どちらもいて、腕に『風紀委員』と書かれた腕章をつけている。

　いつの間にか囲まれていた。唐突な包囲に「え？　え？」と皆、動揺する。

　そのなかでユーリヤだけが平然と笑っていた。フロントガラスに背中を預け、風紀委員たちへ問う。

「姫乃ちゃんたちは探し物をしてるみたいなんだ。誰か心当たりはなーい？」

「委員長、こちらではないでしょうか？　先ほど道に転がっていました。どうやらグラウンドの方から飛んできたようです」

　一人がボールを差し出す。それは紛れもなく柏木の吹っ飛ばしたボールで、姫乃は小さく息をのんだ。するとユーリヤが目ざとく頰を上げ、ボールを受け取る。

「なるほどなるほど、これをかっ飛ばしちゃって探してたってとこか。時期から察するに球技大会の練習でもしてたかな？」

「そ、そうです。すみません、見つけてもらってありがとうございます。わたしたち、すぐに戻りますから」

「ダーメ、返してあげない」

　ボールをもらおうとしたら、ひょいと手を避けられた。

「姫乃ちゃんたちはこのボールで車の窓ガラスを割っちゃったんだ。さすがに見過ごしてあげるわけにはいかないよ。風紀委員としてはね？」

「え？　だって道に転がってたって……。だからわたしたちはどこも割っては……」

「いいや？　割ったよ」

　コートの裾すそがふわりと舞った。

　ユーリヤは軽やかに一回転し、車のルーフの上に立つと、その足元へ勢いよくボールを投げた。甲高い音を立ててフロントガラスが割れ、円形の穴が開く。それを指差し、少女はぺろりと舌を出した。

「ほら、割った」

　啞あ然ぜんとするのは、驚いて飛び退った姫乃である。

「ど、どういうことですか？　意味が分かりません！」

「この車の窓ガラスは割れてしまった。割ったのは君らのボールだ。だから君らが割ったんだ」

「そんな理屈通るわけないじゃないですか……っ」

「有栖川様、生徒会の人に逆らっちゃ駄目……っ」

　抗議しようとした途端、小湊に後ろから抱き止められ、ほぼ同時に風紀委員たちが一斉に詰め寄ってきた。同時、こちらへ無数のナイフが突きつけられる。

「ひ……っ」

　動けない。動けば刺す、と風紀委員たちの無機的な目が告げていた。

　ユーリヤはルーフの上で楽しそうにステップを踏み、肩を竦すくめる。

「あー、あー、いけないなぁ、いけないなぁ。自分たちで割っておいて、しらを切ろうとするなんて、それはさすがにダメってモンだよ。これはもう風紀委員長としてペナルティを科さなきゃいけないなぁ。そうたとえば……」

　頰に指を当て、にこっと微笑む。

「球技大会の参加禁止とか？」

「そ……っ」

　そんな、と呟つぶやいたのは、姫乃を抱き止めてくれていた小湊だ。

「あたしたち、こんな時しかルルドコインを手に入れる機会がないのに……」

　クラスメートたちも絶望的な顔になった。

　この学園の生徒たちの目的は一つ、ルルドコインを集めて各々の家を再興すること。

　その数少ないチャンスが絶たれようとしている。姫乃は震えそうな両手をぎゅっと握り締めた。

「……横暴です」
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「んー？」

「いくら生徒会の人だからって、こんな横暴なこと許されるわけありません！」

「なになに？　姫乃ちゃんは私の決定に不服なのかにゃー？」

「あ、当たり前じゃないですかっ」

　目の前には無数のナイフがちらついている。それでも怯ひるむわけにはいかなかった。なけなしの勇気を振り絞って、目の前の生徒会役員を睨にらむ。

　すると、小学生のような幼い口元がニタァとつり上がった。

「そっかぁ。じゃあ、やるしかないねえ」

　その笑みはまるで闇夜を裂く三日月のよう。

「奇跡のルルドゲームをさ！」

　本能的に感じたのは、トラバサミに掛かってしまったウサギのような感覚。

　ユーリヤは最初からゲームを吹っかけてくるつもりだったのだ。たとえボールのことがなくても、この三年生は遠からず同じようなことをしてくるつもりだったのだろう。

「もしも姫乃ちゃんが勝ったら今回のことは不問にしてあげよう。でも私が勝ったら君たちのクラスは球技大会には参加させない。クラスメート諸君は希少なチャンスを失ったと泣き濡ぬれるがいい」

　スキップするようにボンネットへ下りてきて、ユーリヤはこちらの顔を覗のぞき込む。

「もちろんルルドコインも賭かけてもらうよ？　ベットはオール＆オール。負けた方は相手にすべてのコインを差し出すんだ」

　小湊が「す、すべてのコインを……っ!?」と絶句する。意味するところは姫乃にも分かる。すべてのコインを失えば、家の再興が一気に遠のいてしまう。それでも……もう後には引けない。

「……分かりました。受けて立ちます、ユーリヤ先輩」

「いいねえ、いい目だ。そういう勇敢な女の子は大好きだぜ？」

　チュッと頰っぺたにキスされた。でも慌てたり、ドキドキするような気持ちにはならない。ただの挑発だと分かるから。

「ゲーム内容は追って知らせよう。もちろん自慢の差し入れ品も持ってきていいよ？　君がどれだけ万全の態勢で挑もうと、生徒会役員である私の勝利は微み塵じんも揺るがない」

　ユーリヤが手を振ると、目の前のナイフが一斉に下ろされた。

　将校コートの身は高級車から颯さつ爽そうと飛び降り、肩越しに自信に満ちた笑みを見せる。

「じゃあまた後日。姫乃ちゃん、君とのデートを楽しみにしてるよん♪」

　そうしてユーリヤは風紀委員たちを連れて去っていった。

　彼女たちの姿が見えなくなると一気に気が抜けた。姫乃はその場にへなへなと蹲うずくまる。

　なんだか大変なことになってしまった。いつかこういう事態になるだろうとは思っていたけど、いきなり向こうからやってくるなんて思ってもいなかった。

「あ、有栖川様……」

　小湊が心配そうに覗き込んでくる。

「ごめんなさい。あたしたちのためにとんでもないことに……。有栖川様はコインなんてたくさん持ってるだろうから、無理して生徒会と戦う必要なんてなかったはずなのに」

「いえ……心配しないで下さい。これでいいんです」

　小湊の辛そうな顔を見て思った。負けるわけにはいかない。ユーリヤとの勝負にはクラスのみんなの希望が懸かっている。

「大丈夫、球技大会を参加禁止になんてさせません。わたしと柏木さんに任せて下さい。絶対、なんとかしてみせますから」

　気丈に顔を上げ、姫乃は精一杯言い切った。





◇◆◇






　監督命令でグラウンドを退場させられた後、柏木は小さな用事を済ませ、一時間程して女子寮へ帰ってきた。

　学園内には要所々々に学園側の警備兼運営スタッフの黒服が立っている。黒のダークスーツにサングラスという個性を一切排除した男たちだ。

　女子寮の入り口にもガードマン代わりの黒服が立っている。しかし柏木は差し入れ品として申請が通っている。スーツの男が平然と女子寮に入っていく姿はなんとも異様だが、これといって止められることはない。

「今戻った」

　もはや自然な動作で鍵かぎを開け、姫乃の部屋へ帰還した。しかし所有者かつ上司な彼女の姿はなかった。

「まだグラウンドか？」

　そろそろ陽が暮れる頃合いだ。まだ練習しているとすれば大した熱の入れようである。

「青春というやつか。良いものだな」

　ルルドゲーム中でなければ、この学園も日常は平穏なものだ。高峰のような駆け出しのヤンチャ者がいるくらいで、銃弾やロケット砲が飛び交うこともない。

　柏木はジャケットをソファーへ放り、ネクタイを緩めながら浴室へ向かう。この後、まだ一仕事あるので、冷水で気を引き締めておこうと思った。

　脱衣所で一糸まとわぬ姿になり、鏡に裸体を映す。

　スーツの上からでは細身に見えるが、柏木の肉体は実戦仕様に鍛え上げられている。

「筋肉は緊張感を保っているな。安穏とした学園の空気で弛し緩かんしてはいないようだ」

　自らの肉体に満足し、タオルを肩にかけると、浴室の扉に手を掛ける。

　同時、なかからシャワー音と歌声が聞こえた。

「ふふ、ふ～ん♪　クイクイ、アリクイ、クイ子さ～ん♪　今日のご飯はお味み噌そ味あじ～♪　大変なことも日々あるけれど、シャワーを浴びったらリフレッシュ～♪」

　姫乃の声だった。どうやらすでに帰ってきていたらしい。ついでに浴室は現在、彼女が使用中のようだ。仕方ないと嘆息し、柏木は──。

「俺も入るぞ、姫乃」

　普通に扉を開けた。

「──っ!?　かっ？　かし??　えっ？　かし？　えっ、柏木さぁんっ!?」

　大きな胸を揺らし、姫乃は跳ねるようにこちらを向いた。

「ななななな、何してるんですかこんなところで──っ!?」

　真っ赤になって胸を隠し、腰を捻ひねって下を隠す。だが平均以上の胸は両腕からこぼれ、ワガママなほど上下に揺れている。端的に言って隠しきれていない。

　だがそんなことはまったく気にせず、柏木は平然と答えた。

「何をしていると言われても、普通にシャワーを浴びようとしているだけだが？」

「わたしが入ってるの、見えるでしょう!?　いや違う、見ないで下さい！　早くドア閉めて、ドアーっ！」

「ドアを？　それは命令か？」

「そうです、上司命令です！」

「ならば従おう」

　振り返る。ドアを閉める。そしてもう一度振り返る。

「これでいいか？」

「いいわけないでしょう!?　いい理由があるなら四百文字以内で説明して！」

「四百文字か。企画書のペラ一程度だな。となると、そうだな……」

「すみません前言撤回します！　説明はいいから出てって下さい、今すぐに！」

「なぜだ？」

「なぜだ!?　なぜだときましたか!?」

「いや純粋に俺もシャワーを使わせてほしいんだが。もちろん君の次で構わない」

「だったら外で待っていて頂きたいんですが!?」

「しかしもう服を脱いでしまった」

「着ればいいでしょう!?　人は服を着る生き物です！　柏木さんも着れますよ、絶対。頑張って！」

「ちなみに俺はシャワーはひとりで浴びたい性質たちだ。しかし君が先に使っていたのなら仕方ない。そこは譲歩しよう」

「譲歩するポイントがちがーう！　ああ、もう埒らちが明かない！」

　姫乃は髪を振り乱して湯船へ飛び込んだ。水柱を上げ、水面へ身を隠す。

「おいおい、湯船へ飛び込むのは行儀が悪いぞ？」

「女の子のお風ふ呂ろに飛び込んでくる人に言われたくありません！」

　首ギリギリまで湯船に浸かり、何やら批難の視線を向けてくる。

　それはともかくどうやらシャワーが空いたようだ。温度を変えて冷水を浴び始めると、頭の芯しんが引き締まるような快感に包まれた。

「それで姫乃、練習はどうだった？　青春は謳おう歌か出来そうか？」

「ふ、普通に会話してくるし……」

「別にやましいことがあるわけじゃないんだ。堂々としていればいいだろう？」

「やましい、やましくない以前に常識としてですね……」

　と、会話している途中で姫乃の視線がぴたっと止まった。

「わ、わわ……っ」

「どうした？」

「い、今気づいたんですけど……っ。か、柏木さんも……裸、ですよ？」

「浴室にいるんだ。当たり前だろう？」

「いや当たり前って、だって……お、男の人の裸……っ」

　姫乃の頰がかぁーっと紅潮していく。その視線は一点を見つめていた。

「……お、おっきい」

「ん？」

「子供の頃に見たお父さんのよりずっと大きい……」

　どうやら彼女は男の裸が珍しいらしい。新発売のオモチャを見つけた子供のような目になっている。

「参考までに言っておくが、これは平常モードだ」

「平常モード？　じゃあ……」

　好奇心を隠しきれず、湯船の縁からじっと見つめて訊たずねてくる。

「ひょっとして戦闘モードは……もっと？」

「倍にはなる」

「ば、倍……」

「ああ、倍だ」

「なんか、すごーい……」

　謎の感嘆を洩もらすＪＫだった。

　若いうちは仕方ないことだが、あまり性に興味を持ち過ぎるのも宜しくはない。困ったものだ、と柏木は髪をかき上げる。

「あまりまじまじと見るものでもないぞ。未来の淑女として、恥じらいは忘れない方がいい」

「あう。す、すみません……」

「分かればいい。以後気を付けるように」

「はい、気を付けます……って、なんでわたしの方が謝ってるんですかーっ!?」

　ざばーっん！　と姫乃が湯船から飛び出した。が、胸の揺れですぐに全裸だと気づいたらしい。真っ赤な顔で再びどっぼーんっと湯船に戻る。

「お、おかしいですよね、この状況!?　なんで会社員さんと女子高生が普通に一緒にお風呂に入ってるんですか!?　なんかすごい異常な状況に巻き込まれてますよね、わたし!?」

「そうか？」

「そうですよっ!?　だ、だいたいですね……っ」

　声が少し言い淀よどんだ。

「か、柏木さんは……」

「俺は？」

「その……」

「なんだ？」

「ええっと、だから……」

　投げかけられる視線はこちらの顔ではなく、もっと下をチラチラ見ている。発せられた言葉は微妙に拗すねていた。

「……わたしが一糸まとわぬ姿でそばにいるのに、柏木さんは……どうして平常モードのままなんですか？　こういう時、男の人は戦闘モードになっちゃって然るべきだと思うんですけど……」

　ふむ、と一拍置き、答えた。

「男が若さや体だけで興奮すると思っているなら、少し見くびり過ぎだな。あまり男を舐なめないことだぞ、女子高生」

「…………」

　ぶくぶくと湯船に沈んでいく。髪がモップのように揺蕩たゆたっていく。

「…………わたし、そんなに女の子としての魅力がないんでしょーか？」

「む？　いや待て。そういうことではないぞ」

　さすがに少し言葉足らずだったと反省する。どうやら女子としての自尊心を傷つけてしまったらしい。

　シャワーを止め、椅子を引っ張ってきて、湯船の前に腰を下ろす。そうして彼女と視線を合わせた。

「今のは一般論だ。男は女子高生というブランドに弱い、と思われがちだが、実際はそんなことはない。世の大半の男たちは『そんなレッテルで女性の真の魅力は語れない』ことを理解している。という話をしただけだ」

　濡ぬれた前髪を梳すき、少女の瞳ひとみをモップの海から発掘してやる。

「君は魅力的だと思うぞ。見た目も美しく、性格だって生まれに似合わず素直だ。きっと多くの男たちが魅力的だと感じるだろう」

「……でも柏木さんは戦闘モードになってくれません」

「俺に興奮してほしいのか？」

「……平然としてられるのは、女の子として傷つきます」

　姫乃は目を逸らし、切実な熱を込めて訴えてくる。

「……柏木さんにもドキドキしてほしいです。せめて、わたしが柏木さんにドキドキしちゃってるくらいには……」

「…………」

　これは……しくじったかもしれん。

　姫乃の頰は果実のようにほんのりと赤く、瞳は朝焼けの海のように潤んでいる。

　その表情に内心、大いに戸惑った。

　勘違いでなければ、どうやら姫乃は……こちらに対して恋心に近いものを抱き始めているようだ。子供扱いしてやるつもりが、逆に異性として意識させてしまったらしい。

　もちろん年頃だとは理解していた。しかしここまで飛躍するとは思っていなかった。葵あおいに言ったら爆笑されるか、心底呆あきれられることだろう。いやそんなことはどうでもいい。問題は今この瞬間のことだ。

　……落ち着け、柏木啓介。まだ事態は深刻なものにはなっていない。

　全裸のまま高速で思考する。

　もしも姫乃が本気で恋に落ちていたら、簡単に『ドキドキしてほしい』などとは言えないはずだ。おそらくその感情はまだ発展途上、女子高の生徒が男性教師に抱くような『年上の男に対する憧しよう憬けい』に近いものだろう。

　だから変に身構える必要はない。ここは伝えるべきことを伝えればいい。

「姫乃」

　名を呼ぶと、少女は小さく肩を揺らした。髪の間から窺うかがうように見上げてくる。

「はい……」

「焦る必要はない。ゆっくり大人になれ」

　水気を帯び、しっとりと濡れた頰を撫なでてやる。

「君は俺にとって特別な存在だ。いつか君が一人前の女性になったなら、その時こそ俺の戦闘モードを見せてやろう。だから今は、君の思う通りに日々を謳歌すればいい」

「特別な存在……」

　頰を撫でられながら、姫乃は小さく反はん芻すうした。考え込むようにしばらく押し黙る。

　無論、こちらの本音を言えば、いつになろうと戦闘モードを見せるつもりなどない。この子は守るべき存在だ。たとえ中世式の拷問で腹を裂かれようとも、手を出す気はない。

　そんなことを考えていたら、表情を読まれてしまったらしい。姫乃はどこか探るように見つめてくる。

「……なんかはぐらかされてるような気がします」

「そんなことはない。まったくない」

「最終的におっきくなったところを見せてくれるとか、結論もどーかしてますよね？」

「それは君の要望に即した結果だろう？」

「はあ……。まあ、いいです。これ以上、困らせるつもりもありませんし」

　少女はゆっくりと肩の力を抜いた。

「今日のところは、はぐらかされといてあげます」

「そうか」

　正直、ほっとした。とりあえず、どうにかこの場は収められたようだ。

「で、柏木さん」

　姫乃は湯船で体を隠しつつ、再びドアの方を指差した。

「いい加減出てって下さい」

「……別にもうよくないか？」

「よくないです」

「冷水を浴びたから俺も湯船に浸かりたいんだが」

「わたしがお風呂を出てからにして」

「一応明言しておくが、俺は君を襲ったりしないぞ？」

「だからっ、もうっ、そうじゃなくってぇ！」

　髪をぶんぶん振って地団太を踏み、少女は爆弾発言をした。




「わたしが！　柏木さんの裸を見てると変な気分になっちゃうのーっ！」




　ビシッとさらにドアを指す。

「だから出てって！　上司命令です！」

「…………分かった」

　さすがにこの命令には逆らえなかった。真顔で頷うなずき、大人しく浴室を後にする。バスローブを羽織って脱衣所から出ると、

「うわーん！　わたし、柏木さんのせいでどんどんエッチな娘こになっちゃうーっ」

　浴室の方からそんな泣き声が聞こえたが、大人の汚さをフルに発揮し、聞こえなかったことにした。

　そうしてリビングまで戻った時だ。ふいに部屋付きの呼び鈴が鳴った。

　来客だ。

　一瞬、『早いな』と思ったが、予想外に長く浴室にいたので、まあ予定通りだろう。

　不思議に思ったのか、姫乃も脱衣所の方から顔を出す。

「お客さんですか？　わたし、まだ部屋にきてくれるようなお友達いないですけど……」

「俺の客だ」

「柏木さんの？　……って、その格好で出ちゃ駄目ーっ！」

　止められた時にはもう扉を開けていた。柏木はバスローブ姿のまま、来客を出迎える。

　扉の先、そこには──赤毛の少女が立っていた。

「ハーイ、柏木のオジサマ♪　リクエストにお応えして、あなたの久遠寺玲花が参上したわよ？」







　久遠寺は余裕ありげにやってきた。礼拝堂の時が追い詰められ過ぎていただけで、これがこの少女本来の雰囲気なのだろう。

　柏木は体を引いて道を空け、久遠寺を招き入れる。

「よくきた。入れ」

「どーも♪」

　流し目の笑顔を振りまき、久遠寺はなかへ入ってくる。細い手が伸びてきて、バスローブを撫でた。さりげないボディタッチ、というにはややあからさまか。

「素敵な格好ね、オジサマ。ちょっとドキッとしちゃった」

「今までシャワーを浴びていたからな」

「ひょっとしてあたし、早くきすぎちゃった？」

「いやちょうど出たところだった。タイミングとしては申し分ない」

「そ。良かった」

　グラウンドを出た後、柏木は学園内をまわり、この久遠寺にコンタクトを取っていた。冷水で気を引き締めたのも、今から彼女と話すためである。

　久遠寺は廊下の途中までくると、長い髪を指先でくるくるといじった。

「それじゃあ、あたしも……シャワーを借りていい？」

「？　他人の部屋で風ふ呂ろを借りる趣味があるのか？　変わった趣味だな」

「もう、オジサマったらいじわるしないでよ」

　困ったように上目遣いをしてくる。

「ちゃんと心の準備をしたいの」

「準備？」

「だから……」

　もじもじと身動ぎし、少女は頰を赤らめる。

「……あたし、今からオジサマに抱かれちゃうんでしょ？」

　何か大きな誤解をしているようだ。

「なぜそう思う？」

「これから夜って時間に男の人に呼び出されて、自分でもちょっとどうかと思うくらいホイホイ会いにきちゃって……その上、バスローブ姿で出迎えられちゃったら、普通はそう思うんじゃない？」

「ふむ」

　なるほど、これは彼女の言うことが正しいかもしれない。スーツで出迎えるのが間に合わなかっただけなのだが、傍目には、今の状況はまさにいかがわしい逢あい引きの現場だろう。

　こちらの沈黙をどう捉とらえたのか、久遠寺はどこか緊張した面持ちで苦笑を浮かべる。先ほどまでまとっていた余裕ももう消えていた。

「あの、勘違いしないでね？　あたし、軽い女に見られがちだけど、これでも本当はすごい一途なのよ？　体を許すのは将来を決めた相手だけのつもりだったし、今まで女の子以外と同じベッドに入ったこともないし」

「良い心掛けだと思うぞ？」

「ありがと。でもね……」

　細い手がそっとバスローブの袖に触れてくる。

「オジサマが……あの時、礼拝堂で『もう殺し殺されの学園生活なんか送らなくていい』って言ってくれて……あたし、すごくほっとしたの。正直、本当にこの学園を壊せるなんて、あたしは思ってない。でもそれでもね……」

　赤毛の下、瞳ひとみが伏せられる。

「実家の久遠寺製菓が倒産しかけて、この学園に堕ちてきて、ひとりでなんとかしなくちゃいけないって、ずっと張り詰めて……もう頭がどうにかなっちゃいそうだったあたしをオジサマは一瞬でも救いあげてくれた。本当に嬉うれしかった。だから……お礼がしたいの」

　どこか震えている手が制服の胸元に向かい、リボンがしゅるりと解かれた。

　胸元が開き、美しい鎖骨と黒のブラジャーが顔を覗のぞかせる。

　腕を寄せ、控えめな谷間をぎゅっと強調し、少女は言う。緊張に震えながら、それでも確かな好意を込めて。

「遊びで……いいよ？　だから好きに抱いて。飽きたらヤリ捨ててくれて構わないから。どうか……あたしで息抜きして下さい」

「…………久遠寺玲花」

「はい、オジサマ」

　間違いを正そうと名を呼んだら、えらく従順に返事をされてしまった。

　緊張しながらも精一杯に笑みを浮かべていて、なかなかいじらしい。

　これは難しい。下手な言い方をすると、さっきの姫乃のように傷つけてしまいそうだ。

　どうしたものか……と悩んでいると、脱衣所の方で扉がミシッと鳴る音がした。

「なんなんですか、その会話？」

　振り向けば、上司がお怒り顔で扉をミシミシ言わせていた。

　姫乃の存在に気づき、久遠寺がビクッと肩を揺らす。

「わっ、有栖川さんもいたの？　──ってなにその格好!?　え？　何これ、どういう状況なの!?」

「それを訊ききたいのはわたしの方です！」

「いやあたしの方が訊きたいわよ!?」

　姫乃はバスタオルで体を隠しているが、色々こぼれかけている。まだ体を拭ふいていないらしく、髪や胸から雫しずくが滴っていた。
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　そんな姫乃とバスローブ姿のこちらを交互に見て、久遠寺はありありと狼ろう狽ばいする。

「ど、どういうこと？　オジサマは今までシャワーを浴びてたのよね？　有栖川さんも濡ぬれっぱなしで脱衣所にいるし、そんな二人があたしを待ち構えてるって……」

　何を思ったのか、一気に頰が赤くなった。

「まさか……三人でってこと!?　い、いきなりそんなハイレベルなのはさすがに困っちゃうんだけどっ」

「落ち着け。君は今、混乱している」

「ええ混乱するわよね、普通は！　ど、どうしよう……っ。正直、完全に想定外。で、でもオジサマがそういうのが好きだって言うなら、あたしきっと拒めない……」

　バスローブの袖がきゅっと摑つかまれた。久遠寺は観念したように身を寄せ、しおらしく囁ささやいてくる。

「……分かったわ。あたし……オジサマに従います。でも本当にはじめてだから……出来たら有栖川さんよりはちょっぴり優しくしてくれたら……嬉しいです」

「あのっ!?　わたしを経験済みみたいに言わないで!?」

「えっ、違うの？」

「違います！」

「オジサマと一緒にお風呂入ってたのに？」

「そ、それを言われると二の句が継げなくなりますけど……っ。か、柏木さん、この状況なんとかして下さいっ。わたし、もういい加減泣いちゃいますよ!?」

「お、おお……承知した」

　見れば、姫乃は涙目でガクガクしている。短時間に色々なことがあり過ぎて処理限界のようだ。

　上司を慮る部下の精神を発揮し、柏木は口を開く。

「久遠寺、俺は体を要求するつもりで君を呼んだわけではない」

「え、要求してくれないの？」

「しない」

「あたし、ひょっとしたらと思って、一応、色々と覚悟は決めてきたんだけど……。急いで学園内のエステにまでいってきたんだから。実家がエステグループの女子生徒たちがやってる、結構お高くて本格的なやつ」

「それは……すまないと思う」

「本当に好き勝手に抱いてくれて構わないのよ……？　それぐらいオジサマには感謝してるし、力になりたいの」

「であれば、別の形で力になってほしい。とりあえず座ってくれ。今日は──商談のために呼んだんだ」

　久遠寺をソファーの方に案内する。その間に姫乃は着替えを済ませ、柏木もスーツに袖そでを通した。

　来客の久遠寺はソファーに座らせ、柏木は勉強机の椅子を持ってきて、その対面に座った。姫乃は適当な場所がなかったので、ベッドの上に陣取っている。

「それでだ」

　場が整い、柏木は話を切り出した。

「久遠寺、君の現在のルルドコインの所有数はどれくらいだ？」

「それは……」

「嫌なら答えなくてもいい。この学園の生徒にとってコインの所有数は生命線だからな」

　ルルドコインは入学もしくは転入時に支給される。だがその支給枚数は平等ではない。家柄や生徒本人の価値を学園が査定し、初期数を決定するのだ。

　姫乃の場合は百枚だったが、これは有栖川家が饗王七大財閥という強大な家柄だったことが大きい。一般の生徒はもっと少ないことが多く、十枚単位がほとんどだ。

　そして幾度かのルルドゲームの後、もしも所有コインがゼロとなってしまったら、生徒はペナルティとして生徒会執行部から罰ゲームを受ける。一般生徒間での罰ゲームと違って、生徒会役員の罰ゲームに失敗はない。つまり待つのは、確実な死だ。

　聖ルルド学園の生徒にとって、コインがゼロになるということは死と同義である。

「……え。コインをすべて失うのって、そんなに重い意味があったんですか……」

　なぜか姫乃が驚いた顔をした。

「どうした？　別段、今の俺たちにコインを失う危険性などないぞ？」

「そ、そうだとは思うんですけど……ええっと、後でちゃんとお話しします」

　姫乃が妙に目を泳がせながら言うと、次に久遠寺が口を開いた。

「……ごめんなさい。オジサマ相手でも、コインの所有数は教えられない。あたしの肩には久遠寺製菓の社員たちの命運が懸かってるから」

　ふむ、と頷うなずく。

「当然のことだ。謝る必要はない。だが君は今、コインの枚数に苦慮している。それは間違いないことだと俺は考えている。礼拝堂で必死に罰ゲームを敢行しようとしていたのはこのためだろう。そこでだ。俺たちは君に商談を持ち掛けたい」

「商談って……どんな？」

「姫乃、バインダーを出してくれるか？」

「え？　あ、はい」

　頷き、ベッドから立ち上がると、姫乃は鞄かばんからバインダーを取り出した。

「出しました。どうするんですか、柏木さん？」

「これから久遠寺とルルドゲームをしてくれ」

「ゲ、ゲームを？」

「もちろん罰ゲームは無しだ。命の危険は互いに冒さない」

　バインダーはそれ自体がデバイスとなっており、ルルドゲームの内容を記録・送信する役目がある。

　姫乃が開いた状態でボタンを押すと、液晶からホログラムが投影され、ゲームのセットアッププログラムが起動した。柏木は対面の久遠寺へ視線を向ける。

「ゲーム内容はなんでもいい。こちらはわざと負け、必要なコインをそちらに渡そう。それで当面の窮状を回避するといい」

　あ、なるほど、と姫乃の表情に理解が灯った。

　一方、久遠寺は驚いたように身を乗り出す。

「待って。あたしは有栖川さんを死なせようとしたのよ。情けをかけてもらえるような立場じゃないわ」

「その話ならば、すでに礼拝堂で終わっているはずだ」

「でも……っ」

「納得いかないのならば、もう一度本人に訊たずねてみればいい。部下たる俺は上司に決断を委ねよう。──どうする、姫乃？」

　水を向けられ、我が上司は肩を竦すくめた。

「そういうことなら訊かれるまでもありません」

　姫乃は久遠寺のもとまでいき、そっと手を握った。

「わたし、久遠寺さんとお友達になりたいです。お友達を助けることに理由なんて必要ありません。だからやりましょう、ルルドゲームを」

「有栖川さん……」

「あ、でも今度はイカサマは無しですよ？　あと二人で仲良くできる楽しいゲームがしたいです」

　姫乃がイタズラっぽく笑みを向けると、久遠寺は目を伏せた。

「……本当、変な人たちだわ」

　赤い髪が頰へこぼれ落ちる。それをゆっくり耳へ掛けると、彼女は潤んだ目で笑った。

「ありがと。お願いするわ。今度はにらめっことかしりとりとか……単純に楽しめるゲームにしましょう」

　そうして十分後。

　ゲームとコインの譲渡は滞りなく済んだ。

　ついでなので礼拝堂での勝ち分も合わせて渡し、久遠寺は多少のゲームでは破産しない数のコインを手に入れた。

　柏木は少女たちが仲なか睦むつまじくゲームに興じている間、黙って見守っていた。

　姫乃の楽しそうな顔を見ながら思ったのは、大した器だ、ということ。

　実際のところ、自分を殺そうとした相手に温情を掛けるなど、あまり出来ることではない。にもかかわらず、姫乃は迷わず手を差し伸べた。こういうことを出来るのが彼女の美徳だと柏木は思っている。

「はい、コインの受け渡しも終わりました。……ん？　柏木さん、わたしの顔に何かついてますか？」

「いや……」

　物思いに耽ふけっていたので、つい言葉がこぼれた。

「……君は好ましい人間だな、と思ってな」

「えっ」

　姫乃は一瞬目を瞬き、しかしすぐに拗すねたような目で頰を染める。

「そういう思わせぶりなことを自然に言うの、よくないと思います。言っときますけど、わたし、素直に喜んじゃいますからね？」

「む……すまん」

　何やら姫乃に謝罪する回数が増えてきた気がする。本当に上司と部下のようになってきた。

　そんなこちらの会話を聞きながら、久遠寺が苦笑を浮かべる。その手には今しがた譲渡されたいくつかのコインがあった。

「それでオジサマ、あたしへの要求はなあに？　商談って言うからには何かしてほしいことがあるんでしょう？　もうここまできたら、有栖川さんとの三人プレイだって喜んで受け入れるわよ？」

「とりあえず端的に言おう」

　他愛無い冗談は聞き流し、要求を告げる。

「時計塔に入りたい。君にはその手引きをしてほしい」

「時計塔？　生徒会の？　…………本気なの？」

　久遠寺は表情を硬くした。無理もない。そう思い、説明を重ねようとした時だ。

　開いたままだったバインダーが突然、姫乃の手のなかで音を発した。ホログラムに表示されたのはメールの受信メッセージ。差出人の欄を見て、姫乃が声を上げる。

「ユ、ユーリヤ先輩からです」

「え……っ。生徒会からメールがきたってこと!?」

　久遠寺が青ざめた表情で姫乃の手元を覗のぞき込んだ。

「本当だ……。しかも『ルルドゲームへの招待状』って、これ生徒会からの正式な果たし状じゃない!?　どうしてこんなものが有栖川さんに……っ」

「じ、実は……」

　姫乃は肩を落とし、申し訳なさそうに説明した。放課後、ボールを捜しに三年生の校舎区画にいった際、風紀委員長のユーリヤと遭遇したこと。球技大会の参加を禁止されそうになり、ルルドゲームの申し出を受けることになったこと。

　一通りの話を聞き、久遠寺は瞠どう目もくした。

「ベットがオール＆オール!?　それ実質、デッドorアライブって意味よ……っ!?」

「コインがゼロになると強制罰ゲームとは知らなくて……すみませんでした」

「それで目を泳がせていたのか。別に構わん。相手が生徒会ならば、どちらにしろ敗北即罰ゲームだ。それにユーリヤ・トルスタヤと遭遇したことなら知っている」

「えっ」

「髪飾りだ」

　視線で彼女の左髪束を示す。

「君の心拍数が上昇したので、デバイスをモニター状態にして観ていた。ユーリヤがその場で仕掛けようとしてきたら割って入るつもりだったが、別段、問題はなさそうなので保留していた」

「観てたんですか……。っていうか、わたし、ナイフ突きつけられてましたけど？」

「あんなものはただの脅しだ。危険のうちには入らん」

「柏木さんって過保護なのか、そうじゃないんだか……」

　また過保護という単語が出てきたな、と思ったが、とりあえず今はユーリヤのことが先決だ。よって久遠寺に水を向ける。

「君はユーリヤとは既知のはずだな？」

「ええ、トルスタヤさんは……あたしの上役みたいな人よ。もっとも彼女の傘下の生徒は何人もいるから、直接話したことはあまりないけど……。小学生みたいな可愛い見た目に反して、ゲームには怜れい悧り冷徹。すごく怖い人よ」

　事前の調査通りの人物像だ。柏木からすれば予想の範囲内だが、姫乃からすると驚きを禁じ得ないかもしれない。とくにこの場合、問題なのは相手の家名だった。

「柏木さん、トルスタヤって……」

「ああ、メールの送り主であるユーリヤ・トルスタヤは、ロシアの一大製菓会社──トルスタヤ製菓大工場の跡取りに当たる。つまりは有栖川グループの製菓部門の商しよう売ばい仇がたきだ」

　有栖川グループは世界でも随一の大企業体だ。そこには数々の主要部門が存在する。

　なかでも製菓部門は海外進出が目覚ましく、ロシア市場ではかのトルスタヤ製菓大工場と覇権を争っていた。

　家という括りで言えば、姫乃にとっては因縁浅からぬ相手となる。

　三年生校舎での邂かい逅こうでは『トルスタヤ』の名までは知らなかったのだろう。思うところがあるらしく、姫乃はしばらく口を閉ざした。

「有栖川さん、どうしたの？　大丈夫……？」

「……いえ、平気です。すみません、メールを開きますね」

　気丈に頷き、バインダーを操作した。

　メールには必要事項のみが書かれていた。

　ユーリヤの対戦相手として、姫乃をルルドゲームに招待すること。

　日時は、明日の夕方。場所は、島の北東の港。

　ベットはオール＆オール、つまりは互いの全額。

　そしてゲーム名は『スミェールチ鬼ごっこ』。

「スミェールチ……？」

「ロシア語で『死』という意味だ。そのまま命を懸けた鬼ごっこというところだろう」

　柏木は余裕の表情で立ち上がる。

「ユーリヤのゲーム内容ならば俺が把握している。対抗策も準備済みだ。だから姫乃、不安そうな顔をするな」

　髪に触れ、わざと乱暴にわしゃわしゃと撫なでた。

「わっ、ちょ、柏木さん!?　やめて下さい。髪っ、髪がボサボサになっちゃうから！」

「堂々としていろ。俺は君を守るために学園にきた。この特命に失敗することはあり得ない」

「別にそこを疑ってるわけじゃありません！　信じてますからっ、だから髪をわしゃわしゃするのはやめてーっ！」

　バインダーを落としそうなほどバタバタし始めたので、手を離してやる。

　姫乃は「うー」と恨めしそうな目をしながらボサボサになった髪を整えた。

「誰が不安になってるなんて言いました？　ただちょっとユーリヤ先輩の家のことが気になっただけです。確かに命を狙われるのは怖いですけど……でも柏木さんがいれば大丈夫って、わたし、分かってますから」

「ならばいい」

　姫乃が笑顔をみせたので、こちらも頷うなずきを返す。

　そんなやり取りを横で聞き、久遠寺が肩を竦める。いつの間にか彼女の顔からも緊張が薄れていた。

「すごい信頼関係ね。ちょっと妬やけちゃうわ」

　それで、と久遠寺はこちらを見る。

「さっきの時計塔の件はどうする？　協力はもちろん惜しまないけど、トルスタヤさんとのゲームは明日の夕方だし……それを乗り切ってからがいいかしら？」

「いやむしろ好機だ。ユーリヤとのゲーム前、明日の昼間に決行しよう。生徒会もまさかゲーム当日にこちらが時計塔に侵入するとは思わないだろう」

「あ、待って。そもそも……あたしの認証だと三階までしか入れないわよ？　傘下の生徒はそこまでのパスしか持ってないから」

「構わない。時計塔のなかにさえ入れれば、あとは俺がどうにでもする」

「えっと、結局時計塔には何をしにいくんですか……？」

「理事評議会の手掛かりを探すつもりだ。しかしついでだ。事前工作も行おう。ユーリヤのゲームがまともに機能しないよう、仕込みをする」

「え」

　久遠寺が目をぱちくりと瞬く。

「それ、イカサマじゃないの？」

「その通りだが？　何か問題があるか？」

「あたし、イカサマしてオジサマにべっこりヘコまされたんだけど……」

「あれはバレたから駄目なんだ。バレなければイカサマも技術だと言える。ビジネスシーンでもグレーな駆け引きはいくらでもあるからな」

「ええー……」

「すみません、こういう人なんです。本当、すみません」

　平謝りする姫乃の姿は、微妙に上司らしさを伴っていた。

　柏木は窓の方へ視線を向ける。

　そこには天高く伸びる塔が垣間見えた。全体は煉れん瓦が造りで要所々々に大理石による白亜のラインが走っている。鋳鉄の尖せん塔とうは空を突き、その下では円盤形の時計が今も時を刻んでいた。

　学生区域の中心にして、聖ルルド学園生徒会の本拠地、時計塔である。

「……さて、鬼が出るか蛇が出るか」

　自分にしか聞こえない程度の声量で呟つぶやき、柏木は静かに目を細めた。
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　暗闇の廊下を柏木は駆け抜ける。

　思い出すのは、軍隊基地の搬送路。米軍や英国軍など、いくつかの軍で常駐基地に招かれたことがあるが、ここにはそういった場所特有の硬質な匂いがある。

　気配と言い換えてもいいだろうか。人やモノの行き来があっても許可なき者──侵入者の存在は決して許さない。そんな鉄の意志が設計思想として滲にじみ出ていた。

　無論、そういった場所での暗躍ならばお手の物だ。設計による防備には、人間の気まぐれのような揺らぎがない。正しい手順を踏めば、正しくかいくぐることが出来る。

　ここは時計塔の十三階。すでに監視カメラと音感センサーはカットしてある。その他、複数の監視システムも対応済みだ。あとは単純なタイムトライアル。人的な警備、もしくは生徒会役員たちに遭遇するより早く目的を達成すればいい。

「かっ、かしっ、わぎっ、さんっ」

「どうした、姫乃？　音感センサーはすでに切ってある。普通に喋しやべっていいんだぞ？」

「車みたいなっ、スピードでっ、走られたらっ、喋れませんっ。もうちょっとっ、ゆっくり！」

「時間は有限だ。話しづらいなら体勢で対応してくれ」

「うぅ……っ、このタクシー、お客さんに優しくありません」

　柏木は姫乃をお姫様だっこしていた。その体勢で廊下を飛んだり跳ねたりし、時折現れるスタンドアローンのセンサー類を避けている。

　おかげで抱かれている側の乗り心地はだいぶ悪いらしい。しかし姫乃は首にまわした手をじりじりとすぼめ、程なくして話しやすいポジションを確保した。

「はぁ、人心地付きました。目的地まであとどれくらいですか？」

「あと数分といったところだ。辛いか？」

「正直、朝食べたお味み噌そ汁しるが逆流しそうです……」

「だからくる必要はないと言ったんだ。君は夕方からのユーリヤ戦に備えておけばいい。理事評議会への対応は俺の役目だからな。イカサマの仕込みにしても俺一人で事足りる」

「そんなこと言って、柏木さんを放っておくと、どんな無茶するか分からないじゃないですか。生徒会の本拠地に乗り込むなんて聞いて、はいそうですかって送り出すことなんて出来ません」

「別段、戦争を仕掛けにいくわけでもないんだがな」

　久遠寺にルルドコインを譲渡したのが昨日のこと。

　柏木と姫乃は現在、久遠寺の手引きによって生徒会所有の時計塔に侵入している。

　廊下は暗闇に包まれているものの、窓がないだけで、外はまだ昼間である。侵入任務は本来、夜間が基本ではあるが、学園という特性上、授業中の方が動きやすい。

「ちなみに姫乃。出来たら胸を揺らさないでくれ。バランスを崩してセンサーに引っ掛かりかねん」

「いや無茶言わないで下さい。セクハラですよ、その発言」

「む、セクハラか。それはいかんな。現代の男性社会人にとってセクハラ認定は最も恐ろしいことの一つだ」

「だったら以後、言動には気を付けて。柏木さん、わりとセクハラ認定に引っかかってますからね？」

「善処しよう。──と言っているうちに着いたぞ」

　廊下の先、唐突に視界が開けた。

　辿たどり着いたのは十三階の中央フロア。体育館程の広さがあり、面積のほぼすべてを稼働中の機械群が埋め尽くしている。床には無数の電子管と電源ケーブルが延びており、足の踏み場もないほどだった。

　そしてフロアの中心、機械群のケーブルと床の電子管が行き着く先には、大掛かりなコンソールがあった。複数の計器とスイッチ類、そしてタッチパネルが並んでいる。

「ここが学園のゲームサーバーなんですか……？」

「調べてみよう。少し待ってくれ」

　姫乃にはすでに潜入の目的を話してある。

　理事評議会が生徒たちのゲームを見世物として愉しんでいるならば、ゲームサーバーから足跡を辿ることが出来るはずだ。サーバーは礼拝堂のチェーンソーのような大掛かりな仕掛けにも接続しているため、これだけの機械群であれば、当たりである可能性は高い。

　コンソールをしばらく操作していると、程なくして手応えがあった。

「これか」

「わっ」

　柏木の操作によって、周囲に無数のホログラムウインドウが現れた。投影されているのは過去のルルドゲームや罰ゲームの記録映像だ。

「どうやら当たりのようだ」

「本当に記録されているんですね」

「そうだな。だがあまり見ない方がいい。なかには死体が映っているものもあるはずだ」

「そ、そういうことは先に言って下さいっ」

　ホログラムから逃げるようにひしっとしがみついてくる。こういうところは素直で子供らしい。

　コンソールに指を滑らせ、ログを追う。途中、ユーリヤのゲームに関するプログラムも見つけたので、その改ざんも並行して行っていく。

　そうしてサーバー内部を探っているうち、気になる箇所を見つめた。

「最重要記録事項……生徒たちの脳波、だと？」

　ゲーム時の生徒たちの脳波測定値。それが取得情報のトップにカテゴリ分けしていた。

　どうやらバインダーに測定器が付属されているらしく、ルルドゲームや罰ゲーム時の脳波の変化が情報として大量にサーバーへ送られてきている。

　なぜ、こんなものを収集する必要がある……？

　不可解さに眉まゆを寄せる。

　たとえば子供を殺し合わせて愉しむような外道はいくらでもいる。おそらく理事評議会もその類いだろうと推測していたのだが、この収集データからは違う匂いを感じる。

「どうかしましたか？」

　背中に張り付いたまま、姫乃がひょっこりと顔を出す。

　柏木はコンソールの手を動かしながら答えた。

「いや、なんでもない」

　なぜ理事評議会が生徒たちの脳波情報を収集しているのか。気にはなるが、現時点では情報が足りない。

　さらに探っていくうち、脳波の件よりもイカサマの細工の方が先に一段落した。

　ユーリヤの『スミェールチ鬼ごっこ』では小道具として首輪が使われる。これはバインダーと同じく電子制御されていて、その挙動はゲームサーバーが一括制御している。よってサーバー内のプログラムを書き換えれば、ゲーム中に首輪をこちらの意のままにすることが可能だった。

　そう説明すると、姫乃は微妙に呆あきれ顔になった。

「ははぁ、よく分かりませんけど、本当に立派なイカサマですね……」

「上司命令で止めるか？」

「いいえ、その辺はもう諦あきらめてます」

　と、話しているうちにプログラムを書き換え終わった。

「あとは実行コードを打てば完了だ」

　これで夕方のゲームも安泰だ、とコンソールに触れようとした、その時だった。

　突然、軽やかな声が響いた。

「いやー、私的にそれ実行されちゃうと困っちゃうんだよねー。だからさ、やめといてもらえないかな？　ね、ＪＫ堕としさん♪」

　反射的に振り向く。

　墓石のように並んでいる機械群、その一つに少女が腰掛けていた。

　人種はロシア系。将校のようなコートを羽織り、腰にサーベルを差している。身長は小学生のように小さく、一見、高等部生には見えない。だが彼女が何者なのか、こちらはすでに知っている。

「生徒会執行部役員、ユーリヤ・トルスタヤか」

「ユ、ユーリヤ先輩っ!?」

「やほー、姫乃ちゃん。昨日ぶりだね。ＪＫ堕としさんもはじめまして。私が生徒会のマスコット的可愛い三年生、ユーリヤ先輩だよん。そして紹介しておこう。彼らは私の配下たちだ」

　言葉に呼応するように黒服の男が二人、機械群の端から飛び出してきた。

　ぎょっとして姫乃が後退る。

「か、柏木さん！　わたしたち、見つかっちゃったんですか!?」

「どうやらそのようだ。下がっていろ」

　ネクタイをきゅっと締め直す。

「風紀委員の生徒でも出してくるかと思ったが、まさかの成人か」

　黒服たちはすでに目の前にきていた。

「ＪＫ堕とし、柏木啓介！」

「ユーリヤ様の命令により、貴様を排除する！」

　一方は拳こぶし、一方は蹴けり。二種類の攻撃が同時に柏木を襲う。

「ほう？　その口ぶりからすると、お前たちはトルスタヤ製菓大工場の社員といったところか。面白い！」

　轟ごうッ、と打撃音が炸さく裂れつした。柏木の両手がカウンターで黒服二人を撃ち抜いていた。教室で高峰勇吾に放ったものを超える、容赦ない一撃だ。

　背後で姫乃が「いきなりバイオレンスですかっ!?」と目を剝むいた。その表情は高峰の時と同じように黒服の身を案じている。だがそれは杞き憂ゆうとなった。

「む？」

　柏木の目が鋭く細められる。なんとカウンターを放った両手がガードされていた。

　黒服たちはガードを維持したまま、それぞれに裏拳とハイキックを放ってくる。

「柏木啓介、社畜がお前一人と思うな！」

「我々の訓練と研修の成果、貴様に叩たたき込んでくれる！」

「なるほど、ただの社員ではなく、ご同業というわけか。ならば──遠慮はせん！」

　拳を開き、掌底で裂れつ帛ぱくの気合いを放った。

「破──ッ！」

　衝撃波が炸裂。黒服二人は「な……っ!?」と瞬時に吹き飛ばされた。背後では烈風でスカートが舞い上がり、姫乃が慌てて押さえている。

「ちょ!?　なんなんですか、今の!?　なんか物理法則とか超越しちゃってませんか!?」

　手のひらから出た湯気を払い、柏木はさらりと答えた。

「ただの発勁だ」

「タダノハッケイ!?」

「出版部門で『世界の熊殺し百選』を出した後のことだ。今度は『世界の毒手オンパレード』という本を出すことになり、その際、中国武術の達人からついでに発勁を教わった。この程度、訓練された社畜ならば、誰でも出来るようになる」

「いやなりませんよ!?　ついでで中国武術を身に付けちゃう変態さんなんて柏木さんだけですから！」

「そんなことはない。事実、奴らは俺の発勁を受けきっている」

「え!?」

　黒服たちはゆらりと立ち上がっていた。発勁に発勁をぶつけて威力を相殺したようだ。

　柏木は視線で牽けん制せいしつつ、口元を上げる。

「黒服は学園側の運営スタッフの証し。トルスタヤ製菓大工場の社員がそれを着ているということは……生徒会も俺たちと同じ戦法を取っているというわけか」

　ユーリヤが機械群の上で足を振る。

「正解♪　ＪＫ堕としさんと違って差し入れ品じゃないけどね。彼らは運営のなかに予め潜ませておいた、私の家の社員だよ」

「いい手段だ。しかし少々社畜レベルが足りん。そこの二人は日本人ではなく、ロシア人だな？　栄養ドリンクでいえば、せいぜい千円クラスの社畜というところだろう」

「シャチク？　あー、日本の労働者のことだっけ？　なになに？　じゃあ、柏木啓介さんはＪＫ堕としって呼ばれるより、社畜さんって呼ばれる方がお好みかな？」

「好きに呼ぶがいい。どちらにしろ皮肉な呼び名だ」

「ふーん。で、社畜さんはこれからどうするつもりかにゃー？」

「決まっている。アポイントメントは夕方だ。気の早い飛び込み営業にはお帰り願おう」

「飛び込んできたのはそっちの方じゃない？　お帰り願われちゃうのは君たちの方だよ」

「出来ると思うか？」

「出来ないと思う？」

「お前の配下ではまだ俺には届かん。くぐってきた現場の数が違う」

「確かに確かに。今の攻防を見る限り、二人じゃ足りなそうだ。でもだったら……いーっぱいならどうかな？」

　コートの袖そでが舞い、そのなかでパチンと指が鳴った。すると機械群の陰からさらなる黒服たちが姿を見せた。ざっと十数人。完全に囲まれている。

「こ、こんなにたくさん!?　いつの間に……っ」

　姫乃が体を縮こまらせる。柏木からしてもこの人数は意外だった。セキュリティは完全に無効化していたはずだ。

　訝いぶかしんでいると、ユーリヤが軍帽の横をちょんちょんと突いた。

「のーは、だよ？」

「脳波、だと？」

「サーバーのなかを覗のぞいたからもう知ってるでしょ？　この学園は生徒の脳波を検出することに躍起になってる。警備システムはカットされてたけど、脳波の検出網は手付かずだった。パス無しの人間が二人も時計塔に入ってきたら嫌でも気づくさ」

「……なるほど、それは盲点だったな」

　どうやらセキュリティではなく、学園内の未知の脳波検出システムに触れてしまっていたようだ。これはさすがに事前情報がなければ回避出来ない。

　ビジネスシーンでは不測の事態が発生するのはよくあることだが、まさにその事例に行き当たってしまったらしい。

　軍帽を上げ、ユーリヤは肩を竦すくめてみせる。

「それでね、社畜さん。私は親切だから忠告してあげるよ。理事評議会のことを追うのはやめておいた方がいい。たとえ序列二位の有栖川であっても、あれは手に負えない。この世の闇だ。触れようとすれば、必ず後悔することになる」

「ほう？」

　どうやらサーバーへの介入からこちらの目的を読み切ったようだ。なかなかに鋭い。

「忠告というより、この状況では脅しに聞こえるがな」

「そう取ってくれて構わないよ。私は今の秩序を壊されたくないんだ。この学園は聖ルルド学園執行部がきちんと治めてる。外部の人間に茶々を入れてほしくはないね」

「そちらの言い分にも一理あることは認めよう。既存市場に新規参入されるのは愉快なことではないからな」

「へえ、じゃあ諦めてくれるのかな？」

「残念だが、それは出来ない。なぜなら──」

　柏木はすっと右手をコンソールへ向けた。

「社畜は会社の意向には逆らえないものだ」

　押そうとしたのは『スミェールチ鬼ごっこ』の改ざんプログラムの実行コード──ではない。

　サーバー情報を葵たち情報班へ送るためのウィルスプログラムの実行コードだ。

　侵入が露見した場合に備え、これも並行して打ち込んでおいた。この一手が決まりさえすれば、あとは学園外からでもどうとでも出来る。

　ユーリヤが異変に気づき、黒服たちに「止めろ！」と命令を下した。

　一方、柏木も躊ちゆう躇ちよなくコンソールへ手を下ろす。黒服たちからはまだ距離がある。こちらの方が圧倒的に速い──はずだった。

「む？」

　しかし柏木の腕はあと数センチのところで突如止まった。ホログラムの向こうに誰かがおり、こちらの腕を摑つかんでいた。映像を死角として近づいていたのだ。

「残念ですが、これ以上、アナタにお仕事はさせません」

　ホログラムを透過するようにロシア系の青年が現れる。なぜか七三分けに丸メガネのスーツ姿。一昔前の日本人をイメージしたような格好だった。

「社畜に仕事をさせないとは、鬼か仏の所業だな」

　呟つぶやきながら、柏木は左手ですでに手刀を放っていた。

　ロシア人は七三分けを舞わせ、紙一重で回避。わざとらしい作り笑いを浮かべる。

「さすがは柏木啓介。顧客への対応が格段に速い」

　言うが早いか、青年は柏木に比肩する速度で手刀を放ってきた。その指先に挟まっているのは名刺である。しかしただの紙切れと侮ることは出来ない。高速で振りかざされる名刺は名刀のような切れ味を誇る。

「ワタシはトルスタヤ製菓大工場の若手社員、ビクトルと申します！」

「有栖川グループ本社付き、特別危機管理対策室・主任、柏木啓介だ」

　こちらも素早く名刺を出して受け止めた。名刀の如きぶつかり合いによって、名刺から火花が散る。

　次の瞬間、始まったのは名刺の応酬。両者は軽やかに会話しながら、目にも留まらぬ速度で名刺をぶつけ合う。

「丁寧なご挨あい拶さつ痛み入ります！　あなたのお噂は常々お聞きしていますよ、柏木啓介！」

「ほう、それは光栄だ。だがどうせロクな噂ではあるまい。俺は競合他社からの評判がすこぶる悪いからな」

「ふふ、ご謙けん遜そんを！　ビジネスのためならば地域紛争を蹂じゆう躙りんし、マグマを堰せき止め、時には大統領もぶん殴る！　ヤポンが誇る『最強の社畜』と聞いております！」

「尾ひれ背びれのついた大げさな話だ。大統領は殴っていない」

「マグマは堰き止めたのですね!?」

「こんなところで会ったのも何かの縁だ。いずれ機会があれば、仕事上がりに新橋で一杯やりながら話してやろう」

「新橋！　ヤポンのリーマン街ですね！　ハラショー、ぜひ一度訪れたいと思っておりました。ワタシ、ヤポンが大好きでして！」

「だろうな。その格好を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

「七三メガネ、これぞヤポンのビジネススタイル！」

「時代錯誤だが、まあ、サムライや芸者がいると思っていないだけまだマシか」

「ヤポンのビジネスマンは素晴らしい。とくに私はヤポンの社畜に感服していますよ！」

「ほう？」

「社畜こそヤポンの最終兵器。会社という祖国を守りし真の英雄！　だから柏木啓介。ワタシはアナタに会いたかった。とてもとても会いたかった！」

　名刺が鍔つば競ぜり合いの形になった。両者は顔を突き合わせ、わずか数ミリの紙の刃が折れることなく拮きつ抗こうする。

　ビクトルは丸メガネの奥で青色の瞳ひとみを輝かせた。さながら敬意をもって獲物を狩る、猟師の如き眼差しである。

「『侵略のＫ点』、『コピー破壊者』、『大海孤狼』──アナタの数々の二つ名、そして武勇伝は北の大地にも轟とどろいています。ワタシはあなたのようになりたい。あなたのような強い強い社畜になりたい」

「武勇伝……か。着眼点に問題があるな」

「なんですと？」

「武勲を誇るのは社会人ではない。不良か軍人のどちらかだ。なるほど、理解したぞ」

　柏木の鋭い指ゆび捌さばきがビクトルの名刺を弾いた。

「ぬう!?」

「お前はビジネスマンではないな？　いいとこ、ただの軍人上がりだ」

「そ、それは……っ」

「無論、前職のスキルを活かせるのは中途採用者の強みだ。ただ、ビジネスマンの先達として、一つ訓示をくれてやろう。よく聞け、新人──」

　摑まれていた腕を振りほどき、高速の一撃。

「──名刺は両手で渡すものだ！」

　言葉通り、両手による名刺の一撃がビクトルの胸を斬り裂いた。

　七三が崩れ、「がはっ」とスーツの身が倒れていく。ようやく目が追いついたのか、姫乃がすかさずツッコんだ。

「名刺は人を斬っちゃうものでもありませんよーっ!?」

「しまった。刺すものだったか。やり直そう」

「違う、そこじゃなくて！　あっ!?　わたしの一言でトドメ刺すのもやめてー!?」

　すかさず心臓を狙おうとしたら、姫乃が抱き着いて止めてきた。

「それより黒服っ、黒服さんたちが目の前にきてるんですけどっ!?」

「支障はない。実力が特出しているのはこの七三分けだけだ。残りの者がきても──」

「きてるのは、私もだよ！」

　突然、ユーリヤが姫乃の眼前に現れた。それでも充分迎撃出来る間合いだったが、拳こぶしを振り被ると、ふいにその腕が摑まれた。血だらけになったビクトルである。

「何度でもゾンビのように飛び込み営業すること。それが社畜の頑張り方ですよね!?」

　ビクトルの意外な根性によって、一瞬の隙が生まれた。営業所の横暴な所長のような蹴けりでビクトルを引き剝はがしたが、すでにユーリヤは目的を完遂していた。

　姫乃の細く白い首。そこに金属の首輪がつけられていた。

「えっ、なんですか、これ!?　きゃ──っ」

　黒服たちが飛び込んできて、すかさず姫乃とユーリヤを連れ出した。

「見たら分かるでしょ？　首輪だよ、首輪。ほら私とお揃そろい♪」

　黒服に摑まりながらユーリヤは自分の首を指し示す。そこには姫乃と同様の首輪がついている。

　姫乃たちはフロアの端まで連れ出され、柏木の前には黒服たちが立ち塞ふさがった。

　瞬時になぎ倒そうとしたが、その前にユーリヤの声が響く。

「はーい、社畜さん！　姫乃ちゃんに怪我をさせたくなかったら抵抗は無しだよん」

「ちっ」

　舌打ちし、繰り出しかけていた足を下ろす。革靴が目の前まできていた黒服は冷や汗を流して後退した。

　柏木はジャケットを整え、ユーリヤを睨にらむ。

　このまま場の慌ただしさに紛れて一気に攻め込んでしまうのが最良だった。それを察して制止する辺り、腐っても生徒会の役員といったところか。

　いつの間にかビクトルもよたよたと合流し、ユーリヤたちは壁際に固まっていた。姫乃は黒服たちに担ぎ上げられている。

「姫乃を放せ」

「それは出来ない相談だね」

「勘違いをするな。相談ではない。これはお前たちのための警告だ」

「警告というより脅しに聞こえるね。でも私は大人のそんな横暴には屈しないんだな、これが」

　わざとらしく肩を竦め、ユーリヤは軍帽を指で上げる。

「姫乃ちゃんは放さない。だってこれからゲームを始めるんだからね」

「ゲーム……？」

　呟いたのは姫乃だった。軍帽の下の瞳がそちらを見つめ、囁ささやく。

「スミェールチ鬼ごっこ」

　ユーリヤの手が自らの首輪に伸びる。そこには宝石のようなスイッチがあった。

「やめろ！」

「やめない」

　とっさに叫んだ柏木を無視し、スイッチは押された。途端、二つの首輪に光が走った。光は集束し、各々の宝石部分でカウントダウンのように明滅する。

「さあ、ゲームスタートだよ、姫乃ちゃん？」

　ユーリヤはそう言い、担がれている状態の姫乃にぽんっと触れる。

　すると姫乃の首輪の宝石部分が赤に変わった。まるで危険信号のような毒々しい赤だ。

「ゲーム、スタート……？」

「そだよ。夕方の予定だったけど、こんなことになっちゃったから前倒しだ。あのね、その首輪、爆発するから。どかーんって。そしたら姫乃ちゃんの体は木っ端微み塵じん」

「えっ!?」

「それが私のルルドゲーム『スミェールチ鬼ごっこ』さ。つまりは死ぬまで追いかけ合うってことだね。社畜さんならたぶんルールも知ってるでしょ？」

　確かに知っている。

　二つの首輪は連動しており、常に一方が起爆モードとなっている。このモードは身体的接触──有り体に言えば、タッチすることで切り替わる。

　宝石が赤になっている方が鬼。青になっている方が人間。

　鬼のまま制限時間を迎えると首輪が爆発し、命を絶たれる。命懸けの鬼ごっこだ。

　現在は姫乃の宝石が赤。つまり窮地に立たされている。

「爆発、するんですか？　本当に……この首輪が？」

「するよー？　制限時間は二十分。二十分後には君は粉々になってお星様さ」

「に、二十分!?」

　具体的な時間を挙げられ、さすがに姫乃も青ざめた。首輪に触れ、どうにか外れないかと引っ張る。

　一方、ユーリヤは愉悦に満ちた顔で笑い転げた。

「ムリムリ、そんなんじゃ外れないよー？　だって学園の特注品だもん。戦車で踏んでも壊れないって」

「なんで、なんでこんなことを……っ」

「決まってるでしょ。これがこの学園のルールだからさ」

　バックステップでコートを揺らし、どこか壊れたような笑みを浮かべる。

「殺し合おうぜ、姫乃ちゃん？　私たちモルモットに出来るのなんてそれだけだよ」

「──させん！　死ぬならひとりで死ね」

　柏木は黒服の一人を摑み、投とう擲てきした。

「うわっ!?　人間投げた!?　何考えてんのさ!?」

　ブラックスーツの身は弾丸のように飛び、ユーリヤのすぐ横へ着弾する。サングラスが割れ、壁に大きな亀裂が生まれた。

　さすがのユーリヤも腰を抜かしかけた。怯おびえる少女へ、柏木は恫どう喝かつするように言う。

「ゲームがしたいというなら乗ってやる。だがまずは姫乃を解放しろ。鬼が捕まっていては追いかけることも出来んだろう」

「あ、あー、うん……そうなんだけどさ」

　まだ顔を引きつらせつつ、ユーリヤはパチンッと指を鳴らす。すると壁が頭上へスライドしていく。おそらくサーバーを搬入するための稼働扉だろう。激しい風が吹き、ユーリヤのコートを揺らす。

「……正直、社畜さんは私の想定以上にぶっ飛んだ奴みたいだ。だから必勝法を使わせてもらうよ」

「必勝法だと？」

「そうさ。──鬼を完全に拘束したまま一緒に連れてく。そしたらもう負けなしだと思わない？」

「連れていけると思っているのか？」

　メキッと柏木の拳が音を立てた。

「俺が本気になれば、すべての黒服を蹴け散ちらすのに三秒と掛からん」

「そうかい。だったら……勝負だ！　鬼さんこちら！」

　ユーリヤとビクトル、そして姫乃を担いだ黒服たちが一斉に外へ飛び下りようとした。

　ここは十三階だ。しかし準社畜のビクトルたちの身体能力ならばどうということはないだろう。賭かけとしては悪くない。だが柏木の身体能力はその上をいく。

「破──ッ！」

　発勁で肉の壁を蹴散らした。サングラスとスーツの切れ端が残花のように宙を舞う。

　間髪を容れず、柏木は全力の一歩を踏み込んだ。床が陥没し、ケーブル類が吹き飛び、圧倒的な速度で駆け出す。ここまで一秒。

「ば、化物かよ!?」

「ただの社畜だ」

　絶句するユーリヤ目掛けて走る。一気に距離が縮まり、必殺の間合いに入った。小学生のような体たい軀くはギリギリでまだフロアにある。逃げられはしない。

　だがそこで苦し紛れの叫びが木霊こだました。

「久遠寺玲花も人質に取ってる！　私に手を出したら、あの娘の命がないぞ!?」

「──っ!?」

　拳が逡しゆん巡じゆんした。

　久遠寺は時計塔の入り口に置いてきた。ユーリヤ一派に潜入が露見した今、彼女が拘束されている可能性は確かにある。だが、しかし。

「構わん！　姫乃の安全が最優先だ……っ」

「な……っ!?」

　拳を真っ直ぐに突き出す。まずはユーリヤを一撃で沈め、その反動で背後の姫乃のところまで跳躍するつもりだった。しかし将校コートを打撃する寸前、声が響いた。

「久遠寺さんを見捨てちゃ駄目！　上司命令です！」

「く──っ」

　あと数センチのところで拳が止まった。その瞬間、視界の端に丸メガネが現れる。

「上司の命令は絶対。さすが柏木啓介、社畜の鑑ですね！」

　拳の連撃が叩たたき込まれた。軍隊仕込みの重い攻撃だ。さらにそこへ、ユーリヤが追い詰められた表情でサーベルを抜く。

「喰らえ、化物ッ！」

　切っ先が腹に突き刺さった。シャツが破け、鮮血が迸ほとばしる。姫乃の両目が限界まで見開かれた。

「柏木さんっ!?」

　ユーリヤの判断は早かった。サーベルを柏木の腹に残したまま、飛び退いて全員に指示を出す。

「今だ！　みんな、逃げるよ！」

「嫌ぁ！　柏木さん、柏木さんっ！」

　十三階分の高さを一斉に飛び下りていく。ユーリヤのことはビクトルが抱き、黒服たちも見事な身体能力で着地する。地上にはジープが何台も停まっており、ユーリヤたちはすぐさま飛び乗った。直後、砂すな埃ぼこりを上げて急発進。

　姫乃は黒服の腕をかいくぐり、窓に張り付いた。

　時計塔の十三階では柏木がよろめいている。おぼつかない足取りで追おうとし、しかしそれが祟たたってそのまま──真っ逆さまに落下した。

「……っ！」

　姫乃が声にならない叫びを上げる。

　その横ではユーリヤが配下に鋭く問う。

「ビクトル、あれであの化物は死ぬかい？」

「油断はいけません。ワタシは聞いたことがあります。社畜を殺せるのは過労だけ、と」

「分かった」

　コートのポケットから携帯型のデバイスが取り出された。姫乃がはっとした顔で詰め寄る。

「何をする気ですか!?」

「念には念を押すのさ」

　デバイスのボタンが押された。すると時計塔の周囲にエンジン音が鳴り響いた。裏から飛び出してきたのはリモートコントロールされた、無人車両。それが三台、柏木の落下地点へ突っ込んでいく。

「う……噓でしょ!?　やめて！」

　姫乃の懇願は届かなかった。柏木はサーベルに刺された状態で十三階から落下し、地面へ激突すると同時にジープが殺到。衝突によって生まれた、大爆発に巻き込まれた。

　もはや柏木の姿など見えなくなるほど、盛大に火柱が舞い上がる。

「そんな……柏木さん！　いやぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　少女の嘆きを響かせ、ジープの一団は遠ざかっていく。








第四章　なぜ働くのか、そこに自己規律があるからだ。






　生徒会の本拠地、時計塔の麓ふもとは石畳で覆われている。一般の生徒がいたずらに近づかないよう、周囲には簡単な柵さくもあり、大理石の白亜の壁は雪のように美しい。

　そんな一角が今、爆炎に覆われていた。時計塔裏の車用道路から三台のジープが現れ、突っ込んだのだ。

　久く遠おん寺じ玲れい花かは石畳の地面にぺたんと座り込んでいた。

　呆ぼう然ぜんとした眼差しで炎を見つめ、唇を震わせている。

「ああ、そんな、柏かしわ木ぎのオジサマ……」

　久遠寺は時計塔へ柏木たちを招き入れた後、入り口そばで彼らの帰還を待っていた。

　しかし突如、ユーリヤの配下らしき黒服たちが現れ、拘束されてしまった。状況がまったく分からないまま囚われていると、ユーリヤたちが十三階から飛び降りてきて、さらには柏木が落下してきた。それとほぼ同時に無人のジープが現れ、激突。柏木は爆発に巻き込まれてしまった。

　久遠寺を拘束していた黒服たちはユーリヤに合流し、すでに撤退している。授業中の時計塔周辺に人影はなく、誰かが助けにきてくれるような気配もない。

「ど、どうしよう。あたし、どうすれば……」

　もはや涙目だった。あまりに色々なことが起こり過ぎて、もうどうすればいいか分からない。

「そうだ、火を消さなきゃ。とにかくオジサマを助けないと……」

　ジープ三台分のガソリンの爆発なので、とてもではないが一人で消せるとは思えない。それでもあのなかには柏木がいる。

　震える足を叱しつ咤たし、どうにかしなきゃ、と久遠寺は立ち上がった。

　だがその時だ。

　爆炎のなかに揺らぎが生まれた。次の瞬間、発せられたのは裂れつ帛ぱくの気合い。

「──破ッ！」

　ジープの残ざん骸がいが吹っ飛んだ。竜巻のような上昇気流が起こり、炎をもかき消していく。

「えええっ!?」

　驚いて再びへたり込んでしまう久遠寺。

　残骸が隕いん石せきのように降ってくる。そんななか、爆発跡にはスラックスの足が天高く掲げられていた。蹴けりを放った姿勢で、厳かに息い吹ぶきを吐き出しているのは、誰あろう柏木啓けい介すけその人である。

　つい今の今まで涙目だった少女はあんぐりと大口を開けた。

「オ、オジサマ……？」

「なんだ？」

「なんで生きてるのーっ!?」

　喜びを通り越して、ドン引きの絶叫が木霊した。

　柏木はゆっくりと足を下ろし、ほつれた髪をかき上げる。

「以前、鉄鋼部門の溶接工場に出向した時のことだ。現場監督から『熱いのなんて気のせいだ。三百度までなら気合いで乗り切れ』と教わった。この程度、社畜ならば気合いで乗り切れる」

「いや溶接と爆発は根本的に違うわよ!?　あとそのお腹！　落ちてくる時、なんか血が出たと思うんだけど!?」

「爆発の熱で傷口を焼いた。もう塞ふさがったので問題ない」

「ある！　すっごい問題あるから！　それで問題なかったら生物の限界超えちゃってるから！」

「限界の一つや二つ超えられなければ社畜は名乗れん」

「そういう問題じゃなくて！」

　柏木は鋭い視線で周囲を観察する。

「姫ひめ乃のは？」

　訊たずねた途端、久遠寺の勢いが無くなった。少女は辛そうに目を伏せる。

「……連れてかれちゃったわ。トルスタヤさんたちのジープに乗せられて」

「…………」

　唇を嚙かむ。血が滲にじむほどに。

「ごめんなさい、オジサマ。たぶんあたしが捕まったことと無関係じゃないわよね……」

「いや関係ない」

「でも……っ」

「俺は瞬時にお前を見捨てようとした。よって支障にはなっていない」

「さらっとすごいこと言った!?　いやあたしも有あり栖す川がわさんに酷いことしたし、オジサマの判断なら文句はないけど！」

　無論、ユーリヤを拳こぶしで沈めた後、即座に時計塔から飛び降りて、久遠寺も救うつもりだった。しかし姫乃の安全を優先したのは事実だ。言い訳はしない。

　腕のデバイスを確認する。対爆仕様なので今の衝撃でも壊れていない。ユーリヤが首輪のスイッチを入れたタイミングからざっと逆算すると、残り時間はおよそ十七分。

「充分だ。今からでも容易に追いつける」

「追いつくって……有栖川さんたちに？　でも車で連れ去られたから今からじゃ──あ、オジサマ!?」

　余熱で空気が揺らぐなか、柏木は風のように駆けた。時計塔の周辺をくまなく観察し、曲がり角に目当ての物を見つける。

　久遠寺が追いついてきて驚きの声を上げた。

「ジープ!?　それもさっきと同じ種類の……どうして？」

「不測の事態に備えた予備だろう。ユーリヤ・トルスタヤは状況判断に優れている。必ず準備していると予測した。結果はこの通りだ」

　壁沿いに二台ほどのジープが停まっていた。

　そのうち一台のドアを拳の一撃でへこませ、こじ開けた。乗り込むと、キー部分にリモート装置があったのでこれも破壊。配線を繫つなぎ直してエンジンを掛ける。

「て、手際良過ぎない？　それも社畜の技なの？」

「この程度は紛争地帯に三日いれば覚える」

「普通はそんなところに三日もいないと思うけど……。でも車があったとして、有栖川さんがどこに連れていかれたか分かるの？」

「おそらくは港だ。過去数度のスミェールチ鬼ごっこはすべてフェリーの船内で行われている。今回、ユーリヤがメールで指定してきた場所も港だった。間違いない」

「けどもし違ってたら……」

「姫乃の髪飾りが発信機になっている。位置情報は常に把握済みだ」

　位置情報を把握しながら港を想定してショートカット。それで大幅に時間が稼げるはずだ。

「久遠寺、お前はここで待っていろ」

「い、嫌よ、あたしもいくわ！」

「ルルドゲームはすでに始まっている。姫乃とユーリヤ、どちらかの首輪の爆弾があと十五分で爆発する予定だ。運が悪ければ巻き込まれるぞ？」

「構わないわ。だって……有栖川さんはあたしの友達だもの！」

「分かった。好きにしろ」

　議論する時間が惜しい。久遠寺が助手席に座ったのを確認し、ハンドルを握る。

　すると、ネクタイが腕に引っ掛かった。見れば、焼け焦げて外れかかっている。ちょうどいい、と雑な手つきで結び目を摑つかんだ。

　葵あおいに言わせれば、この身は『社畜という常識の鎖』で繫ぎ止められているだけの魔獣らしい。

　であればこそ、鎖を今、解き放つ。是が非でも姫乃を助けるために。

　ビジネスマンの象徴であるネクタイ、それを引き千切るようにして外した。

　アクセルをベタ踏みし、バックミラーに自分を映して呟つぶやくのは、己への言葉。

「地獄に落ちる覚悟は出来たな、柏木啓介？」

　タイヤが火花を上げ、ジープが急発進。

「──さあ、デスマーチの時間だ！」

　ここに魔獣は解き放たれた。





◇◆◇






　有栖川グループには〝銀の椅子〟と呼ばれるものがある。

　白銀の意匠細工が凝らされた豪ごう奢しやな椅子で、歴代の社長が愛用する、いわばグループトップの象徴だ。

　会合や式典の際には、銀の椅子が必ず会場に運び込まれる。それが有栖川の伝統で、社長である姫乃の父もその例に習っていた。

　本来、銀の椅子に座れるのは社長のみ。

　しかし幼い頃の姫乃だけは例外で、子供らしい無邪気さでちょこんとそこに座るのが許されていた。

　一族経営にとって跡取り問題は最重要事である。そんななか、有栖川の直系で愛らしい容姿の姫乃が無邪気に銀の椅子へ座ることは、皆にある種の安あん堵ど感かんを与えていた。

　姫乃も周囲からそういう期待を寄せられていることは理解していた。

　だから忠実に従った。

　内心緊張しながらも皆が期待するように愛らしく笑い、皆が期待するように銀の椅子に座り、皆が期待するように少し大人ぶったことを言う。

　あの日もそうだった。

　グループの新入社員の入社式、そのパーティー会場。

　小学生の姫乃は大人たちに挨あい拶さつしたりされたりを繰り返し、内心ぐったりしていた。それでも休むことは出来なくて、ぴんっと背筋を伸ばして、銀の椅子に座っていた。

　すると一人の新入社員が挨拶にきた。本当に新卒だろうかというくらい、厳めしい顔の男だった。

　最初に一言、二言交わし、姫乃は言った。

『今日からみなさんはわたしたちの家族です。何があっても有栖川家がみなさんをお守りします。だから一緒に頑張っていきましょう』

　それは事前に考えていた台詞せりふ。

　どうすれば新しい社員さんたちに喜んでもらえるか、考えて、考えて、考えて、予め用意しておいた台詞。多くの社員さんたちはとても喜んでくれた。まだ小さい姫乃が精一杯紡いだ言葉に顔を綻ほころばせて頷うなずいてくれた。

　でもその人だけは違った。

　その台詞を言った時、一瞬、なぜかとても悔しそうな顔をしたのだ。

　そして言った。小学生の子供に対して、とても真面目な顔で。

『家族にはなれない。雇用主と被雇用者はそんな絵空事のような関係ではない』

　心臓が凍りつくかと思った。怒らせてしまったと思ったから。

　でもそうじゃなかった。あの人は続けて言った。

『それに守られるべきは君だ。もしも家族だと言うのなら、まだ幼い君こそが最も守られるべき存在だろう』

　厳めしい表情で告げられたのは、まるで童話の騎士がお姫様にするような宣誓。

『俺はこの身を尽くして、君を守ろう。そのためにこの会社で働く。今、そう決意した』

　たぶんこの瞬間、有栖川姫乃は人を信じるということを知った。

　この世界には善意というものがあり、たとえ利益などなくても人は人を守ろうとする。幼いながらにそう感じ取った。

　そして宣誓通り、その人はあの日から何度も何度も現れては、そばにいて守り続けてくれている。

　きっと会社での日々は楽しいものじゃないはずで、たぶん心はとっくの昔に荒んでしまっている。

　それでもずっと会社に踏み止まっている理由は、きっと……。

　歳の差だってあるし、やることなすこと滅茶苦茶だし、いつも子供扱いしてくるし、本当になんでだろうと思う。

　でも気づいてしまった。こんなことになったせいで、とうとう自覚してしまった。

「わたしは柏木さんのことが……」

　ゆっくりと瞼まぶたが開いていく。

　目じりに涙が浮かんでいた。いつの間にか気絶していたらしい。見上げた先には青い空が見えた。

「……空？　え、じゃあここは……」

　状況が分からない。直前の記憶も曖あい昧まいだった。混乱しながら体を起こそうとする。

　すると、すぐそばから声がした。

「あー、眠り姫が起きたかにゃー？　姫乃ちゃんってば、お寝坊さんだね。ま、どっちが悪いかと言えば、こっちが悪いんだけど。ごめんね、ビクトルの当て身がちょーっと強過ぎたみたい」

「申し訳ありません。全力で謝罪致します。ヤポン式の土下座も敢行する覚悟です」

「……ぁ」

　ビクッと体が震えた。姫乃はどこかの床に寝かされている。

　そしてすぐそばに将校コートの少女──ユーリヤがいた。その隣には七三が崩れ、単純な美形に近づいた丸メガネのビクトルもいる。

　青空をバックにして二人の宿敵に見下ろされ、直前の記憶がフラッシュバックのように蘇よみがえった。

　そうだ、自分はジープで泣きじゃくって飛び下りようとし、見兼ねたユーリヤの指示でビクトルに気絶させられたのだ。

　一瞬でそこまで思い出し、はっと我に返った。跳ねるように立ち上がり、ユーリヤへ詰め寄る。

「柏木さんは!?　柏木さんはどこにいるんですか!?」

　ユーリヤは刀身の無くなった鞘さやをぽんぽんっと叩たたき、肩を竦すくめる。どこか苦々しい表情だった。

「私が持ちうる手段を総動員して仕留めにいったんだ。あれで生きてたら正真正銘の化物だと思うよ」

「……っ」

　表情が崩れた。けれど感情が決壊してしまうより早く、ビクトルが律儀に手を挙げる。

「ユーリヤ様、残念ですがそれについては一つご報告があります」

　端整な顔立ちにまったく似合っていない丸メガネがクイッと上げられる。

「時計塔の予備のジープが一台、勝手に動いています。リモート装置も破壊されたようで信号を受けつけません。現在、猛スピードでこちらへ接近中です。おそらく……いえ確実に柏木啓介──ＪＫ堕としは生きています」

「なんだって……っ!?」

　軍帽の下の表情が目に見えて狼ろう狽ばいした。

「あ、ありえないだろ!?　ビクトルが全力で殴りまくって……わ、私が直接サーベルで刺して！　十三階から落下した挙げ句、ジープを三台突っ込ませて大爆発だよ!?　あんな状況で人間が生存出来るわけない！」

「しかしワタシは申し上げたはずです。社畜を殺せるのは過労だけだと。おそらくＪＫ堕としほどの者になれば、その格言を真実たらしめられるのでしょう」

「んな馬鹿な!?　もう私には社畜ってのがなんなのか分かんなくなってきたよ……っ」

　ユーリヤは頭を抱える。

　一方、姫乃はその場にくずれ落ち、嗚お咽えつをこぼしていた。

「良かった……っ。柏木さんが無事で……っ」

　ほっとし過ぎて全身から力が抜けていた。膝ひざなんてガクガクと笑ってしまっている。でもあの人が無事で本当に良かった。今はそれだけで胸が満たされる。

　そんなこちらを見下ろして、ユーリヤがギリッと奥歯を嚙かむ。

「……何が良かった、だ。姫乃ちゃん、君は自分の状況を分かってるのかな？」

「ユーリヤ……先輩？」

「首だよ、首」

　ユーリヤはコツコツと自分の首輪を叩く。はっとして姫乃も自分の首に触れた。そこには今も首輪が嵌はまっていて、宝石の色は赤。鬼はこちらだ。

「気づいたかな？　あと十四分だよ。いくら不死身の社畜さんがこっちに向かっていようが関係ない。君はまもなく爆発してあの世行きだ」

「……」

　冷たい鉄の感触が否応なく死を連想させた。

　でもあの人はこっちに向かってきてくれている。

　震える膝を叩き、姫乃は駆け出した。ユーリヤたちに背を向け、全力で走る。

「おいおい、どこにいくのさ？　鬼が逃げてちゃ世話ないよー？」

　揶や揄ゆするような声が背中越しに響くが、関係ない。

　柏木さんがきてくれてるなら、こっちからも向かえば……っ。

　そう思ったのだけど。

「ま、逃げ場なんてないんだけどね？」

　嘲あざ笑わらうような言葉と同時、姫乃の逃走はポールの柵さくに阻まれてしまった。視界に広がった光景に絶句する。

「こ、ここは……っ」

　そこにあったのは、青い海原。アクアブルーの水面がどこまでも続き、島の姿は遠く水平線の向こうにある。海の上に連れてこられてしまっていた。

　今いるのは、豪華客船のような大型フェリー。

　三階建てになっていて、一階デッキには屋外プールが設置されていた。パラソルやデッキチェアが置かれているけれど、誰かが遊んでいるわけではなく、黒服たちが厳めしい顔で立っている。

　プール正面の大階段から二階に繫つながっていて、そこは屋外用のバーカウンターになっていた。でもやはりいるのは黒服たちだけで、直立不動の警備態勢を敷かれている。

　姫乃がいるのは最上階のヘリポートだった。周囲はポールの柵で囲われており、コンクリートの床には発着ラインが描かれている。

　ここには二階のような外付け階段がない。振り向くと、ユーリヤたちの背後に内階段への扉があった。でもたとえ下りたとしても、一階と二階には黒服たちが山のようにいる。たぶん屋外デッキだけではなく、フェリー内部もそうだろう。しかもそこを抜けたとしても海の上。逃げ場はなかった。

「分かったかな、お姫様？　君はもうとっくに籠かごの鳥なんだぜ」

　ユーリヤが挑発するような声で勝ち誇る。

「あと十三……いや十二分だ。間違いなく彼は間に合わないよ」

「いいえ、柏木さんはきます。必ずわたしのところへ辿たどり着いてくれます」

　強い意志を込めて言う。この気持ちは絶対に揺るがない。

「大した自信だね。私としてはあんなおっかない生き物にきてほしくないんだけど。まあ……いいさ。だったら訊きくけど、ＪＫ堕としがこの場に間に合ったとして、姫乃ちゃんはどうするんだい？」

「どうって……」

「これはルルドゲームだ。決着の仕方は一つしかない。君は──私を爆死させる覚悟はあるのかい？」

　今はこちらの首輪が起爆モードになっている。これを解除するにはユーリヤの首輪を起爆モードにするしかなく、自分が助かるには相手を殺すしかない。そうユーリヤは言っている。

「さあ教えてくれよ、姫乃ちゃん。有栖川はさ、再びトルスタヤを地獄に落とそうとするのかい？」

　その言葉で確信した。

「ユーリヤ先輩、あなたがこの学園に堕ちることになったきっかけは……っ」

　柏木からトルスタヤの名を聞いた時から、ひょっとしてと思っていた。

　かつて有栖川の製菓部門とトルスタヤ製菓大工場はロシア市場を巡って争った。結果、勝利したのは有栖川だ。敗北したトルスタヤはその後、かなり切迫した状況になったと聞いている。その上でこの学園に一人娘のユーリヤがいるのなら、それは……。

「愚問だね」

　鼻で笑われた。

「この学園の生徒は資産家の令息令嬢だ。家柄が大きくなればなるほど、どこかで同業の生徒との因縁が出てくる。とくに有栖川は手広いグループだからねえ。聞いて驚け、生徒会の役員たちはみんな、姫乃ちゃんに並々ならぬ感情を持ってるぞー？」

「役員たち、みんな……」

「そうさ。そしてもちろん私も例外じゃない」

　少女はどこか醒めた目で笑う。

「トルスタヤは有栖川に負け、凋ちよう落らくした。事業拡大した時の負債を払いきれず、見る間に落ちぶれていって……最後は一人娘を学園に堕とし、ルルドコインという希望に縋すがるしかなくなった」

「わたしたちがユーリヤ先輩を……」

「そうさ、原因は有栖川だ。トルスタヤにとっての死神は冬の息い吹ぶきではなく、有栖川だったわけだ。でも勘違いするなよ？　私は私し怨えんで君を死なせるわけじゃない」

　袖そでから小さな手が出てきて、胸に指を突きつけられた。

「トルスタヤは誇り高く戦い、誇り高く負けた。その責任を誰にも押しつけはしない。私が君を殺すのは、生徒会役員の役目としてだ。この役目の先にはトルスタヤの再興という『奇跡』がある。だから殺やるんだ」

　そして、と言葉が続く。

「もしも君が生き残ろうとするなら、私に正しく敵意を持て。かつての有栖川とトルスタヤのように君が真っ向から潰つぶしにくるというのなら、私は誇り高く迎え討とう」

　小さな唇が挑発的につり上がる。

「さあ、もう一度訊くぞ？　姫乃ちゃん、君は私を爆死させる覚悟はあるかい？」

　突きつけられたのは、有栖川そのものが背負う罪。

　ユーリヤ・トルスタヤは有栖川グループによって地獄に落ちた、いわば被害者だ。

　その上で罪は問わず、姫乃に真っ向からの殺意を求めている。有栖川の跡取りならば、全力で殺しにこいと。それこそがユーリヤ・トルスタヤに見せるべき姿だと。

　すぐには言葉が出なかった。

　柏木は必ずきてくれる。柏木がきてさえくれれば、どっちかが死ぬなんてこの状況は絶対に覆してくれる。

　けれど、いざそうして決着となった時、自分はどんな顔でユーリヤと対たい峙じすればいいのだろう。

　命懸けの決着こそ、トルスタヤの誇りに相応ふさわしいと彼女は言う。彼女を地獄に堕とした者として、その望みに応えることこそが誠意なのかもしれない。

　どう対峙すべきなのか、答えが出なかった。

「わたしは……」

　姫乃は立ち尽くし、その前髪を海風が揺らしていく。
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　海風が吹いてくる方向へ、ジープは疾走していた。端的にいって爆走である。

　目の前に花壇があろうがゴミ箱があろうが関係ない。武骨なタイヤが柵の煉れん瓦がを踏み砕き、空き缶などをふっ飛ばし、最短距離を突き進む。

　今が授業中なことは幸いだった。もしも生徒がいたとしても、このジープは構わず轢ひき潰すかもしれない。そう思わせるほどの爆走だった。

「きゃあ!?　オジサマ、もうちょっとゆっくり！　あたし、窓を突き破って放り出されちゃうからぁ！」

　本当に助手席の体が跳ねたので、腕を伸ばして押さえつける。

「シートベルトをしろ。怪我をするぞ」

「そういうのは出発前に言って！　──あんっ！　ちょ、オジサマ、触ってる！　大きな手が玲花の敏感なところに触っちゃってる！」

「だったら早くシートベルトをしろ。こね回すぞ？」

「わあ、なんか口調が乱暴っ。でもそんなオジサマもドキドキしちゃう！　はいっ、良い子にシートベルトしましたっ。褒めて褒めて？」

「よくやった。しっかり摑つかまれ。曲がるぞ」

　忠告と同時に鋭くハンドルを切った。

　ドリフト走行で急カーブし、風圧によって校舎一階の窓ガラスにヒビが入る。

「ちょおっ!?　いいの、あれ!?　廊下の窓がヒビだらけよ!?」

「怪我人はいない。よって問題はない」

「本当にそうかしら!?」

　久遠寺の声を無視し、無表情でさらにアクセルをベタ踏み。学園の敷地を抜け、港への舗装路に入った。

　凄すさまじい速度で景色が過ぎ去っていくなか、腕のデバイスで交信する。

「──葵。緊急事態コード・ブラック発生。これより対策行動に出る。港に船を用意してくれ。手段は問わない」

「『はあ!?　授業中に交信してきたと思ったら、コード・ブラック!?』」

「そうだ。至急動いてくれ」

「『ブラックってことはプリンセスを攫さらわれたってことよね!?　何やってんのよ、馬鹿！　港への到着時間は!?』」

「まもなくだ。叱責は後でいくらでも受ける」

「『了解！　対応班を動かすわ。絶対、助けるのよ!?』」

「承知している。──交信終了」

「え、今の通話ってなに？　葵って……有栖川さんのクラスの宇う佐さ美み先生のこと？」

　久遠寺が助手席のグリップに摑まりながら訊いてくる。

　しかし答える暇はなかった。

　ジープが一本道に入った途端、黒塗りの高級車が現れた。数は二台。こちらを挟むように並走してくる。

「やはり来たか」

「まさかトルスタヤさんからの妨害!?」

「そういうことだな。さすがに用意周到だ」

　周囲は鬱うつ蒼そうとした森で、道路だけが幅広に舗装されている。

　高級車がさらに距離を詰めてきて、車体がぶつかるすれすれまで迫ってきた。

　するとダッシュボード下のスピーカーがジジッと音を立てた。通信機が内蔵されているらしい。

「『ＪＫ堕とし。車を停めろ。貴様を港にはいかせない。これは警告だ。逆らうならば容赦はしない』」

　通信は右側の車からだった。助手席の黒服が脅すように拳けん銃じゆうを掲げてみせる。

　柏木は鼻で笑った。

「拳銃程度で俺を止められると思っているのか？」

「『フェリーはすでに出向している。今から追いつくことは不可能だ』」

「可能か不可能かなど関係ない。やらねばならないからやる。社畜とはそういうものだ」

「『ならば交換条件を出そう。車を停め、トルスタヤ家の軍門に降れ。我が上司ビクトルから言い値で雇うと言付かっている』」

「なるほど、ヘッドハンティングか」

　苦笑が漏れた。

　おそらくユーリヤの許可は取っていないだろう。ビクトルの独断に違いない。だが社畜に感服していると言うだけあって、やり方というものを心得ている。

「確かに俺を止められる可能性があるとすればそれだろうな。好待遇・好条件で転職したいというのはすべての社畜の望みだ」

「『では──』」

「だが」

　一瞬弾んだ黒服の声を遮る。

「俺はこれでも姫乃という上司を認めている。結局、最後は誰と働きたいかだ。そしてここで俺が車を停めれば姫乃は死ぬ。なあ──」

　血走った目が右側を向いた。

「──そんな話に乗ると思うか？」

　刹せつ那な、柏木は拳こぶしを振り抜いた。ジープと高級車、二台分のウインドウを貫通し、黒服の顔面に直撃する。運転席の黒服が愕がく然ぜんとしながらハンドルを切る。

「なっ!?　窓ガラス越しだと……っ!?」

「遅い。この場面であれば避けるのではなく、車体をぶつけるべきだ」

　言葉通り、ハンドルを切ってジープを高級車へぶち当てた。

　ついでに離れる瞬間、殴った黒服から拳銃を奪い取り、発砲。高級車のタイヤを撃ち抜いてパンクさせる。車体は回転しながら森へ突っ込んでいった。

「わ、わぁ、オジサマ容赦ない……っ」

「魔獣は容赦などしない。それにビクトルは準社畜だ。その部下ならばあの程度では死なん」

　柏木の視線は左へ。

「久遠寺。しゃがんでいろ。銃撃がくる」

「へ？　──きゃあ!?」

　左側の車から運転席の黒服が発砲してきた。それも拳銃ではなく、サブマシンガンだ。銃弾の雨がジープの車体を強打する。

「安心しろ。このジープは外装からして防弾仕様だ」

「で、でも！　こんな至近距離で撃たれたら保たなくない!?　ほら、なんかへこんできたわよ!?」

「大丈夫だ。すぐに済む」

　無表情でハンドルを鋭く左に切った。ジープの車体が高級車に直撃し、なかの黒服が体勢を崩す。

　それを見計らい、柏木は立ち上がった。

　頭上に拳をぶち当て、ジープの屋根パーツを引き剝はがす。同時にハンドルを踏ふみ潰し、タイヤの向きを直進に固定。

「オ、オジサマぁ!?　何してるのーっ!?」

「支障はない。あとは港まで直進だ」

「そういうことじゃなくってぇ!?」

　久遠寺の悲鳴を無視し、柏木は乱れた髪をかき上げる。そのまま運転席を出ると、ボンネットの上を歩きだした。エンジン部分に損傷が出ない程度に踵かかとを突き刺し、走行しているジープの上を平然と進んでいく。

　異常な光景だった。

　スーツ姿のビジネスマンはまるで散歩でもするように高級車のボンネットへ移動する。

　啞あ然ぜんとするのは黒服たち。

「し、信じられん……っ」

「お前……人間か!?」

「そうだな。今は……ただの魔獣だ」

　黒服が気圧された顔でサブマシンガンを構えた。しかし柏木の方が圧倒的に早い。凄まじい勢いでフロントガラスを踏み抜き、黒服の顔面を直撃。座席にめり込ませた。

「がぁ……っ!?」

「ひっ!?　こ、この化物がぁ！」

　助手席の黒服が慌てて別のサブマシンガンを撃とうとしたが、やはり遅い。体勢を変えた柏木が無造作なサッカーボールキックを放ち、黒服はサブマシンガンごと後部座席へ吹っ飛んだ。

　高級車は制御を失い、回転してやはり森へ突っ込んでいく。その時には柏木は平然とジープのボンネットへ戻ってきていた。

「わー、もうやりたい放題……」

　久遠寺が感動半分、呆ぼう然ぜん半分で呟つぶやく。

　柏木はもはや運転席にも戻らない。ボンネットに横立ちし、肩で風を切って、進行方向を睨にらむ。森を抜け、港が見えてきた。

「よし、おおよそ予定通りだ」

　防波堤の陰に数人の作業員がいて、こちらへ手を振っていた。葵同様、予め潜入させておいた対応班だ。

　そこには一艘そうのクルーザーがあり、すでにエンジンも温められていた。

「柏木主任！　こちらです！　こちら……あれ、なんで車の上に立ってるんですか？　ブレーキは？　え？　え？　……うわぁ、ストップストップ！　車停めて、車ぁ！」

「時間が惜しい。このまま操縦席に飛び乗る」

「んなアホな!?　ぎゃーっ！」

　対応班たちが悲鳴を上げて逃げるなか、ジープは直進し、海へと突っ込んだ。柏木は直前にひらりと飛び退き、クルーザーの操縦席へ移動している。久遠寺も襟を摑んで一緒に運んだ。

「あ、あたし……有栖川さんの苦労が分かってきた気がする」

　座席に下ろすと、久遠寺はぐったりと横たわった。

　一方、柏木は操縦席にいてもやはり座らない。座席に仁王立ちし、革靴でレバーを踏み込んだ。

　エンジンが唸うなりを上げ、呆然とする対応班を残し、クルーザーが急発進。最初からトップスピードだ。突風が吹き荒れ、久遠寺が赤毛を押さえて叫ぶ。

「な、なにこれぇ!?　ちょっと速過ぎない!?」

「改造エンジンだ。その辺のフェリー程度ならば容易に追いつける」

　その宣言通り、時を置かずに豪華客船のような船体が見えてきた。船尾からは白く波の波線が伸びている。

　近づいていくと、三階建てで屋上がヘリポートになっているのが分かった。久遠寺が目を凝らし、髪を揺らしながら指を差す。

「いた！　有栖川さんいた！　良かった、無事みたいよ……っ！」

「ああ、視認している！」

　頷うなずき、レバーを踏み込んだ。一瞬、船体が浮かぶほどにエンジンが唸り、クルーザーはさらに速度を上げる。

　すると姫乃がこちらに気づき、ポールの柵さくに駆け寄った。

「柏木さん……っ！」

「ほ、本当にきた……っ!?」

　ユーリヤも柵へと駆け寄り、表情を歪ゆがめた。その瞳ひとみにあるのは純然たる恐怖だ。焦った様子で階下のデッキへ指示を出す。

　すると一階デッキから何十人もの黒服が一斉に顔を出した。全員、拳銃やマシンガンを構えている。

「オ、オジサマぁ!?　なんか武器持ってるわよ!?」

　久遠寺が悲鳴を上げ、ユーリヤもフェリーから虚勢を張る。

「あははは！　飛んで火にいるなんとやらだね！　ここまできたのは褒めてあげるけど、私はとっても用心深いんだよ！　どうだい、この銃口の群れ！　逃げ場なんてないよ！」

「柏木さん……っ」

「ど、どうするの、オジサマ!?」

　少女たちの三者三様の声が上がる。

　迎撃しようにもフェリーとはまだ距離も高さもある。客観的に見れば、絶体絶命の状況だった。しかしそのなかで柏木は、

「支障はない。そもそもユーリヤ・トルスタヤのゲームは対策済みだ」

　すっと腕のデバイスで交信した。

「来い。お前の出番だぞ」

　次の瞬間、鳴り響いたのはヘリの豪快なプロペラ音。柏木以外の全員がはっと空を見上げる。

　その視線の先、島上空の雲間から輸送ヘリが姿を現した。

　姫乃と久遠寺が同時にまさかと目を見開く。

「あれってひょっとして……っ」

「礼拝堂で降ってきた時の!?」

　ユーリヤが愕然とした顔で呻うめく。

「まさかあのヘリでここまでくる気か……っ！」

　輸送ヘリは当然ながら特殊装甲を施している。ロケットランチャーがきても撃ち落とされることはない。

　しかし乗り込むつもりはなかった。それよりももっと効果的な使い方がある。

　柏木は無表情で命じた。

「そのまま一階デッキへ墜落しろ」

　隣の久遠寺が「へっ!?」と目を見開く。パイロットもすぐさま悲鳴を返してきた。

「『な、何言ってんですか、柏木主任!?　殺す気か!?』」

「墜落直前に脱出しろ。訓練は受けているはずだ」

「『フェリーに激突する訓練なんて受けてませんよ!?』」

「分かった。今度受けさせてやる。俺もぬいぐるみの気持ちを理解する訓練を受けるつもりだ。一緒に申請しておこう」

「『酔ってんのか!?　酔ってんだな!?　正気で言ってるんならあんた頭おかしいよ！』」

「三階ヘリポートにいるプリンセスには被害は及ばない。安心しろ」

「『そういう問題じゃないっての！』」

「仕事だ。──やれ」

　その声には有無を言わせぬ迫力があった。逆らったら死なす、と言外に告げている。

「『[image: ～][image: ～][image: ～]っ』」

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんの後、パイロットの泣き叫ぶ声が響いた。

「『これだけは言っとくぞ!?　社畜社畜言ってるけど、柏木主任、結局あんたが一番ブラックだからなーっ！』」

　上空のヘリがクルーザーを追い越し、真っ直ぐにフェリーへ突っ込んでいった。

　一階デッキの黒服たちは近づいてくるヘリに度肝を抜かれ、発砲。だが三トンを超える鋼鉄の隕いん石せきは銃弾程度では止まらない。パイロットが辛くも脱出し、その直後、ヘリは一階デッキへ墜落。ジェット燃料が引火し、大爆発が巻き起こった。

　爆風によって黒服たちが海へ落下していく。屋外プールからは盛大な水みず飛沫しぶきが上がり、その水が爆炎に混ざって、霧のような水蒸気が生まれた。

「ヘリ一機で数十人を無力化出来た。費用対効果としてはなかなかだな」

「おかしい。どう聞いてもおかしいわ。損得勘定がぶっ壊れてると思うわよ……？」

「久遠寺。君はパイロットを拾って、この海域周辺で待機していてくれ」

「色々ツッコみ足りないけど……わ、分かったわ。でもオジサマはどうするの？」

「決まっている」

　時計塔の爆発でボロボロになったジャケットを脱ぎ捨て、柏木はクルーザーの船頭を駆ける。助走をつけ、高らかに跳躍。

「俺は飛び込み営業だ！」

　ジャケットが風に流れ、柏木は宙を舞う。一階デッキにはまだ多数の黒服が残っているが、水蒸気が煙幕となって対応出来ない。

　跳躍はフェリーの船体まで軽々と届き、柏木はあたかも天から降り立ったように一階デッキに着地した。風圧によって水蒸気が弧を描くように晴れる。

「爆発まであと八分。ビジネスマンの五分前行動としては上々だな」

　シャツのカフスボタンを外し、腕まくりをしていく。

　霧を払うように現れた柏木に対し、黒服たちは気圧された様子で後退る。

　そんな敵には目もくれず、三階を見上げた。青空を切り取ったような視界のなか、ブロンドの少女が柵を握り締めている。

「姫乃」

　短く、しかしはっきりと告げる。

「待っていろ。すぐに迎えにいく」

「は、はい！　柏木さんを待ってます……っ」

　強い頷きから無事を確認し、視線は姫乃の隣へ。

「そしてユーリヤ・トルスタヤ」

　獰どう猛もうな獣の眼差しで射貫く。

「覚悟しておけ。お前には徹底的に仕置きをしてやる」

「く……っ」

　ユーリヤは奥歯を嚙かんで後退る。その様子はすでに追い詰められた子ウサギのようだった。軍帽を揺らし、ほとんど悲鳴のように黒服たちへ命じる。

「倒せ！　その化物を絶対にここまでこさせるな！」

　一瞬動揺を見せつつも、上からの命令に逆らえないのは社畜も軍人も同じである。黒服たちは一斉に躍り掛かってきた。狭まってくる黒の包囲に対し、柏木は「上等だ」と拳こぶしを握る。







　一階デッキはすでに瓦が礫れきと化し、ヘリの残ざん骸がいが火を噴いて、地獄のような有り様になっている。引火の恐れがあるので銃は使えず、黒服たちは拳を頼りに柏木へ大挙していく。しかし通用はしなかった。

　最初に突っ込んできた黒服の正拳をいなし、

「ぬるいな。圧倒的にぬるい！」

　柏木は掌底を叩たたき込む。黒スーツに波紋が広がり、次の瞬間、後方へ弾け飛んだ。

　間髪を容れず、次の黒服が回し蹴げりを放ってくる。それを肘ひじ打うちで迎撃し、さらにあご先へ掌底。黒服は天高く吹っ飛んだ。

　続いて視界の左右に手のひらが現れた。二人の黒服が手刀で挟撃してくる。柏木は弧を描くように躱かわし、左右の裏拳で迎撃。顔面に拳を受けて、サングラスが割れた。黒服は二人同時に吹っ飛んでいく。

　敵は恐れ知らずに殴り掛かってきた。だが柏木の迎撃によって宙を舞い、次々にパラソルへ激突していく。

　柏木の拳はいささかも乱れない。まさしく鬼神の如き無双ぶりだった。

　三階ヘリポートではユーリヤが憐れなほど青ざめていた。

「ウ、ウソだろぉ。なんなんだよ、あの強さは!?　十三階から落ちたんだぞ？　ジープの大爆発を食らったんだぞ？　瀕ひん死しの重傷のはずだろ!?　なのに、なんであんなに戦えるんだよ……っ」

「ユーリヤ様、あれが……ヤポンの社畜の力です」

「いやだからおかしいだろってぇ!?」

　頭を抱え、少女は全力で身を捩よじった。

「社畜ってただの労働者の自虐呼称のはずだよね!?　それとも私が知らないだけで実は機械化された超兵士のことか何かなのか!?　私にはもう社畜がなんなのか分からないよ!?」

　主人の狼ろう狽ばいに対し、ビクトルは痛ましそうに首を振った。

「なるほど……考えてみれば、ユーリヤ様は直にご覧になるのは初めてでしたね。だとすれば驚くのも無理はありません」

　そう言い、軍人上がりの青年はふわりと跳躍した。丸メガネが落ちないように押さえつつ、ポールの柵を越え、二階デッキへと降り立つ。

　その瞳は一階デッキで今も無双している柏木を見つめている。

「ヤポンの社畜。識者の言葉を借りれば──『ジャパニーズ社畜』。初めて彼らを目にした者は必ず度肝を抜かれます。アメリカ人だろうと、ヨーロッパ人だろうと、無論ロシア人であっても……ジャパニーズ社畜を見れば、皆啞あ然ぜんとし、恐怖を禁じ得ません」

　スラックスの足を高らかに上げ、ビクトルは一階へ下り始める。

「なぜならば……ジャパニーズ社畜、彼らの本性は『世界を滅ぼさんばかりの圧倒的な暴力性』だからです」

　ユーリヤの顔に戸惑いが浮かぶ。

　暴力性。眼前で柏木が作りだしている光景は確かにその言葉に当てはまるものだろう。

　しかしユーリヤの知っている『社畜』という言葉は『会社のために身を粉にして働く忠実な労働者』を意味していた。暴力性とは真逆の存在のはずだ。

　主人の表情を見上げ、ビクトルは静かに首を振る。

「ユーリヤ様、残念ながらアナタが今想像したのは、英語圏の者たちが言う『ウェイジ・スレイブ』──工賃奴隷のことです。社畜はそれとはまったく違います」

「違う……？　どういうことさ？」

「社畜は工賃奴隷とは比べものにならないほど根深く、禍々しく、恐ろしい存在です。識者が見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。彼らは命を削って働きますが、そこには労働者としてのエゴイズムがありません。野望も野心も存在せず、ただ働くために働くのです」

「働くために働くだって……？」

「そう、そこにあるのは究極の滅私と奉公。行き着くところまで行き着けば、金のためですらなくなるのです。にもかかわらず、彼らは何百時間という労働を自らに課し、自身の命を削っていく。完全なる滅私、目的のない自己破壊、これが暴力性でなくてなんだと言うのでしょうか？」

　階段を下りきり、ある種の畏い怖ふすら込めて、ビクトルは柏木を睨にらむ。

「ジャパニーズ社畜……彼らが自身に向けている暴力性は我々他国の人間には持ち得ないものです。もしも一度、それが外側に向けられれば、世界すら滅ぼすほどのものになるでしょう。まさしく今、我々が今目撃している、この光景のように」

　一階には業火が舞い上がり、その中心には返り血だらけの柏木が立っている。

　すでにほとんどの黒服は打ち倒され、折れたパラソルの下で苦く悶もんの呻きを上げていた。

　炎が揺らめくなか、柏木は返り血で染まった髪をかき上げる。その眼光は獣のように鋭い。

「事前学習はそこそこしているようだな」

　威圧的な言葉に対し、ビクトルは冷や汗を流しながら頷うなずく。

「……ええ、ジャパニーズ社畜はワタシの憧あこがれですから。恐ろしいのは……柏木啓介、アナタが決して特別な存在ではないということ。ジャパニーズ社畜は皆、例外なくアナタに比肩するほどの力を秘めている。かの島国特有の強固な理性で押し止めているだけで、本気になれば……誰もがここまでの地獄を作りだせるのでしょう？」

「その通りだ。俺はどこにでもいる、ただの社畜でしかない。この程度の仕事は日本の社畜ならば誰にでも出来る」

　ヘリを墜落させ、業火によってフェリーを焼き、数十人の男たちを打ち倒した地獄で、柏木は拳を掲げる。

「これがデスマーチだ。日本の社畜を敵にまわしたこと、とくと後悔させてやろう」

　ユーリヤが柵さくから崩れるように膝ひざをつく。

「は、はは……」

　その瞳ひとみはすでに絶望に彩られていた。

「世界を滅ぼすほどの存在だって？　そんな化物が日本にはうじゃうじゃいるのか……。トルスタヤが有栖川に勝てなかったわけだよ……。馬鹿々々しい、そんなの勝てるわけないじゃないか……っ」

「いいえ、ユーリヤ様」

　ビクトルは覚悟を込めた目で告げた。

「まだ希望はあります」

　指がゆっくりと上がり、一つの事実を指し示す。

「ジャパニーズ社畜は屈強かつ最恐。ただし、たった一つ、彼らを殺し得るものがあるのです。それは──過労」

　ビクトルが示したのは、柏木のシャツ。その鳩尾みぞおち部分は返り血以外のもので真っ赤に染まっていた。他でもない、柏木自身から流れ出た血である。

　姫乃がはっとした顔で叫ぶ。

「それってまさか……っ」

「私がサーベルでつけた傷か！」

「そういうことです！　止血していたようですが、度重なる過労により、再び傷が開いている！」

　突如、ビクトルが突風のように駆けた。その技量は黒服たちの一枚上をいっている。柏木は即座に迎撃しようとしたが、ビクトルは手負いの反射神経を上回った。

「ハラショーッ！」

　両手による手刀の一撃。そこには名刺が握られており、鋭利な角が皮膚を貫通した。柏木の鳩尾からさらなる血が迸ほとばしる。

「ちぃ……っ」

　初めて柏木の頰が引きつった。ザンッと名刺をさらに突き入れ、ビクトルが笑む。

「ジャパニーズ社畜の死因の九割は過労死。その呪縛からは柏木啓介も逃れられないようですね。あれほどの大ダメージを受け、これほどの戦闘を繰り返し、疲弊していないはずがないのです。過労に過労を重ねた今ならば、未熟なワタシの手もアナタへ届く！」

「ぐ……っ」

「先達の訓示を聞き入れ、今回は両手です。きちんと反省し、真面目に教訓を生かし、ワタシはアナタを倒す。そしていつの日か、憧れの社畜の力を手に入れるのです！」

「社畜に憧れ、か……。ふざけた話だ……」

　皮肉げに言い、ビクトルの手首を摑つかむ。だが引き剝はがせない。腕に力が入らなかった。

　遺憾ながらビクトルの読み通り、疲労が限界に達している。骨は軋きしみ、肉は裂かれ、血も足りていない。

　社畜を殺すのが過労という話は、真実だ。

　だが死にそうで死なないのもまた社畜である。

　奥歯を嚙み締しめ、柏木は力を振り絞る。

「むっ!?　まだ戦う気ですか……!?」

「当然だ。俺の上の世代は『二十四時間働けますか？』が基本だった。今日の俺はまだ十九時間しか働いていない。こんなところで休んでいられるものか……っ」

「十九時間!?　まだ昼をまわったばかりだというのに!?」

「時計塔侵入の準備で昨夜は寝ていないからな……っ！」

　ビクトルの手が徐々に押し戻されていく。しかしその代償に出血量が増加した。溢あふれ出した血液はシャツを濡ぬらし、スラックスを染め、瓦礫の床に血だまりを作っていく。

　ビクトルの顔が引きつった。

「ば、馬鹿な!?　それ以上無理をすれば、いくらなんでも死にますよ……っ!?」

「その程度の忠告ならば、業務中にすでに何百回と聞き流している……っ！」

　柏木の猛りを表すように、ヘリの炎が揺らめいた。

　鬼気迫る表情はすでに死相を超えている。だが柏木は止まらない。まさしく世界を滅ぼさんばかりの暴力性でどこまでも突き進もうとしていた。

　しかし、そこへ──空から声が降り注ぐ。

「もうやめて！」

　姫乃だった。柏木の上司を自称する少女は、今にも泣きそうな顔をしていた。

「ごめんなさい、わたしのせいで無理をさせて……っ。でももう充分です。柏木さんはもう退勤して下さい。島に戻って手当てをして！」

「……何を言っているんだ、姫乃。それでは君の命が……」

「わたしは柏木さんの命と引き換えにしてまで生きたくない……っ」

　震える手が首輪に触れる。赤く輝き宝石をなぞり、それでも少女は言った。




「お願い、死ぬまで働いたりしないで……っ！」




　涙交じりの想いが青空に響き渡った。それはおよそ上司とは思えない言葉だった。

　訪れたのはわずかな静寂。

　柏木の口元に笑みのようなものが浮かんだ。自じ嘲ちようと皮肉を煮染め、諦てい観かんでかき混ぜたような、乱雑な苦笑だ。

「……残念だが、それは難しい相談だ」

　唇の端から、つ……と血がこぼれていく。

「なぜなら俺は、俺たちは……もう気づいてしまっている。こんなクソったれな命にはすでに価値なんてないことを」

「そんなこと……っ！」

「姫乃」

　静かに遮った。そして口にする。普段ならば決して言わないような、告白を。

「俺はな、昔……〝銀の椅子〟に座りたかったんだ」

　貧血で霞かすんできた視界のなか、少女が戸惑うのがうっすら見えた。

「銀の、椅子に……？」

「そうだ。それが若かりし俺の……夢だった」

　銀の椅子──それは有栖川グループのトップの象徴だ。

　柏木啓介は中学の頃に両親を失い、裏稼業に手を染めて、泥を啜すするような思いですべての借金を返し終えた。

　そうして晴れて自由になった時、胸に去来したのは、どうしようもない虚しさ。

　ようやく自分で自分の人生を選択出来る立場になったのに、すでに……この手には何も残っていなかった。

　親しい人はいない。

　心許せる人もいない。

　ただただ、巨大な孤独だけが目の前に横たわっていた。

　呆ぼう然ぜんとしながら日々を過ごし、いつしか胸に浮かんでいたのはありもしない『もしも』。

　もしも……もっと大きな力があったなら何も失わずに済んだだろうか？

　たとえば両親の工場がもっと大きく、不況などに揺らぎもしない、巨大な会社だったなら。そうたとえば──世界でもトップクラスの大企業体だったなら。

　だから有栖川グループに入社した。

　ここで出世して、偉くなって、もう何も失わない人間になりたかった。

　だから目指すは頂上。グループのトップ〝銀の椅子〟。そこまでいけば、きっと理想の自分になれる。本気でそんな夢想を描いていた。

「だがな、現実は……そんなに甘くはない」

　口元の苦笑に苦みが増す。

「いざ就職して、数年も経てば嫌でも気づく。若かりし頃の夢が果たして実現可能かどうか……忙しない業務のなか、真綿で首を絞められるようにゆっくりと理解していくんだ」

　ノルマやタスクは賽さいの河原のように積み上がっていき、残業は終わらず、仕事は途切れず、休日にも疲れは取れず、やがてはその休日すら取れなくなっていく。

　それでもなんとか業務をこなしていくうち、ふと気づく。

　こんなふうに仕事に追われているだけの平社員が社長になれるわけがない。

　そんな当たり前の現実を理解し、かつての夢がもう色いろ褪あせていることを実感する。

「……始まりの気持ちは本物だった。そこには若く尊い情熱があり、胸には輝かしい希望が溢れていた。それでも仕事に慣れ、自分の位置が定まり、社会の形を知れば……自ずと見えてくる。残酷なほど正確なものさしで、人生の天井が見えてしまうんだ」

　それを悪いことだとは思わない。

　自分の人生で出来ることと、出来ないこと。それを理解して初めて、本当の責任感は生まれてくる。自分の限界を知ることで、人は一人前になるのだ。

　だから間違っていない。納得しているし、受け入れている。柏木啓介はきちんと自分の上限に即したキャリアを歩んでいる。

　けれど……心の底では、若かった頃の自分が必死に糾弾し続けていた。

　本当にいいのか？　お前の人生はこんなものじゃなかったはずだろ？

　その嘆きは常に胸の真ん中に居座っていて、だから結局、こう思ってしまうのだ。

　こんなクソッたれな自分に、その命に、もう価値などないのだ、と。

「アナタは……」

　目の前、ビクトルが痛ましそうに眉まゆを寄せていた。現実を聞き、その瞳からはすでに憧あこがれが消えている。

「生きていて楽しいのですか？」

「愚問だな。生き甲が斐いを持っている人間は、自らを社畜などと揶や揄ゆしない」

　ビクトルが首を振り、頭上では姫乃の瞳から涙がこぼれた。その上で「だが」と柏木の言葉は続く。

「それでも……たった一つ、俺に幸運だったことがあるとすれば」

　空を見上げ、言う。

「俺は姫乃に出で逢あえた」

「わたし……？」

　風に乗って少女の呟つぶやきが聞こえ、それを心地好く感じながら続ける。

「君は常に正しさを見失わない。有栖川という強大な家に生まれ、子供の頃からどれほど難事に巻き込まれようと、君の瞳ひとみは輝きを失わなかった」

　ゆっくりと両手に力がこもっていく。

「この学園でも……君はわだかまりなく久遠寺に手を差し伸べたな。今も自分を顧みず、俺を生かそうとした。今まで見てきたブラックな上司たちや……半端者の俺とは違う。きっと君のような人間こそ、真に銀の椅子に座るべき器なんだ」

　腕が軋みを上げ、ビクトルの表情が変わった。「……っ」と息をのみ、ハイキックを繰り出してくる。だが避けはしない。無駄な挙動が出来るほど体力は残っていない。

　ギロチンのようなハイキックが側頭部に直撃した。衝撃波が炸さく裂れつし、延長線上のパラソルを叩たたき折っていく。しかし、

「効いてない……っ!?」

　ビクトルが瞠どう目もくする。次の瞬間、

「姫乃」

　叫びと共に、柏木は渾こん身しんの一撃を放った。

「俺の夢は──君に託す！」

　繰り出したのは、全方位型の発勁。嵐のような衝撃波が柏木を中心に吹き荒れ、一階デッキを蹂じゆう躙りんする。床は抉えぐれ、パラソルは吹き飛び、ヘリの残ざん骸がいさえも粉々になって消し飛んだ。

　倒れていた黒服たちも全員海へ叩き落とされ、かろうじて残ったのはビクトルのみ。だがその腕もすでに柏木の鳩尾みぞおちから離れ、衝撃波で今にも吹き飛びそうになっていた。

「し、信じられません!?　もはやアナタは死にかけのはず！　社畜といえども……いえ社畜だからこそ！　これほどの過労で動けるはずがない……っ」

「よく見ろ、新人。俺は今、ネクタイを外している」

「ネクタイ……？　はっ!?　まさかプライベートだと言うのですか……!?」

「そうだ。俺は今、ひとりの人間としてここに立っている。ゆえに業務という限界を超えて戦える！」

　ゆらり、と拳こぶしを振り被った。

　どれだけ歯を食いしばっても、繰り出せるのはあと一撃。ここでビクトルを仕留められなければこちらが詰む。ゆえにすべてを絞りだす。

　……この身は夢の残骸だ。もはやなんの価値も可能性も残っていない。けれど、それでいい。何もないからこそ、出来ることがある。

「俺の夢は姫乃が代わりに叶かなえてくれる。彼女の未来を切り開くためならば、残骸の命の一つや二つ惜しくはない！」

　革靴が強く床を踏み込む。それは地に足をつけて働く者だけが出来る、確かな一歩。

　床を陥没させ、あらん限りの膂りよ力りよくを乗せ、今、必殺の一撃を放つ。




「未来を託し、子供を守る。それが──俺たち大人の真の仕事だッ！」




　鉄の拳がビクトルの頰を抉った。発勁の衝撃波も加算され、竜巻のような旋風が炸裂、丸メガネが砕け散る。

「がああああっ!?　あ、あ……っ、ははっ、なるほど！　諦観ゆえの強固な倫理観……それが社畜──否、ヤポンの男たちの力の源だったわけですね……っ。これは軍人では敵わないはずだ。あ、天晴です……っ」

[image: ]

　賛辞を寄越し、ビクトルは嵐のなかへ放り込まれるように吹き飛ばされた。

　柏木は拳を振り抜いた姿勢のまま、皮肉げに苦笑する。

「天晴なものか。こんなことは……誰だって知っていることだ」

　ギリギリの攻防だったが、勝利をもぎ取れた。もはやユーリヤの陣営に戦力は残っていない。

　さあ仕置きの時間だ、と柏木の目は三階へリポートを睨にらむ。





◇◆◇






　姫乃は人がこんなにも高く宙を舞うところを初めて見た。

　柏木に殴られたビクトルだ。ロシアの青年は大きな放物線を描くと、三階へリポートに落下してきた。

　ぼろぼろのスーツ姿が床に激突し、衝撃で足元が揺れた。おかげで少女二人はたたらを踏み、よろけた拍子に互いの肩が触れ合った。

「あ……っ」

「く……っ」

　体の接触によってタッチ判定が行われた。お互いの宝石の色が変わり、姫乃は青、ユーリヤは赤。ここに鬼と人間は反転した。

「どうやら狙い通りになったようだな」

　ポールの柵さくを乗り越え、柏木がすたっと降り立った。

「ビクトルを放り投げて、君とユーリヤをタッチさせた。残り三分弱。これで爆発するのはユーリヤの方だ。……姫乃？　どうかしたか？」

「あ……い、いえ」

　つい柏木を凝視してしまい、慌てて目を伏せた。

　胸のなかに複雑な感情が入り乱れている。

　死ぬまで働いたりしないでとお願いしたのに、結局命をすり減らすようにして助けにこられてしまった哀しさ。そうまでして自分のもとへ駆けつけてくれた純粋な嬉うれしさ。そんな現金な自分に対する、強い自己嫌悪。

　色んな気持ちを抱えながら、柏木のシャツを摘まむ。

「怪我は……大丈夫なんですか？」

「問題ない。まだまだ黒服千人程度は殴り飛ばせる」

　しれっと言うが、さすがに噓だと分かった。

　体は傷だらけ、シャツは血だらけ、心なしか顔色も青ざめている。長い付き合いだけどこんなにボロボロな柏木は初めて見た。

　それだけユーリヤの陣営が強敵だったということだろう。そしてそんな彼女たちを振り切るほど、柏木が必死になってきてくれたということだ。

　……ずるいな、柏木さんは。

　彼自身の言葉を信じるならば、柏木は結局、姫乃のことを本当に本気でまったく女として見ていない。気持ちはほとんど保護者の域で、心の底から子供扱いしているらしい。

　でも、その熱量は尋常じゃない。

　自分の夢とか未来とか、人生を丸ごと懸けて守り抜こうとしてくれている。

　そこにはなんの打算もなく、見返りすら求めていない。

　本当にずるいと思う。

　そんなことされたら、どうしたって……好きになっちゃうじゃないですか。

　女として見てもらえていないのは知ってる。今、何か言ったところで相手にしてもらえないのも分かってる。でももう言わずにはいられなかった。

「あ、あの！　わたし、わたしは柏木さんのことが──」

　伏せていた顔を上げ、一世一代の告白をしようとする。その矢先だった。

「なんだ？　用があるなら少し待っていてくれ。今、こいつを海に放り投げるからな」

　目に飛び込んできたのは、とんでもない光景。柏木がユーリヤを半裸に剝むいていた。

「な、何やってるんですかーっ!?」

　服のボタンがすべて引き千切られ、可愛らしい花柄のブラジャーが露出していた。

　小さな体のわりに意外なほど発育がよく、メロンのようなおっぱいがブラのなかでふよふよと揺れている。スカートも思いっきり引き裂かれ、ブラとお揃そろいのショーツが丸見えだった。

　そんな乱暴されかけのような格好の少女を柏木は軽々と持ち上げている。その手は首輪を摑つかんでおり、当たり前のような顔で首を傾げる。

「？　武器がないかを確認しているだけだ。一度、サーベルで不意打ちを受けているからな。同じ轍てつは踏まん」

「いや意図は分かりますけど!?　それでももうちょっと見た目への配慮をですね……っ」

「そんな時間はない。のんびりしていたら、こちらも爆発に巻き込まれる」

　取り付く島もない。柏木は宙ちゆう吊づりの少女を睨む。

「何か言い残すことはあるか？」

「……ないよ、別に」

　ユーリヤは悔しそうに苦笑いする。

「トルスタヤはまたも有栖川に敵わなかった……それだけのことさ。社畜さんは満まん身しん創そう痍いだと思うけど、武器ナシのＪＫ程度にやられるＪＫ堕としじゃないだろうしね。……私の負けだ。まあ、姫乃ちゃんの敵意が介在しない敗北ってのは多少癪しやくだけどね」

　露出した体をあえて隠さず、ユーリヤは不敵に言い切った。

「好きにしなよ。抵抗はしない」

「そうか」

　頷うなずき、柏木は視線を海へ向けた。その体に力が漲みなぎるのが分かった。だが、いざユーリヤを投とう擲てきしようとする寸前、声が響いた。姫乃ではない。何人もの生徒たちの声だった。

「ま、待って下さい！　風紀委員長は僕らの恩人なんです……っ」

　えっ、と姫乃が振り向いた先、ヘリポートの内階段から生徒たちが駆けてきた。

　風紀委員……でもない。本当に普通の一般生徒たちだ。

「どういうことだ？」

　柏木にも分からなかったらしく、眉まゆを寄せている。

　するとそばに倒れていたビクトルがぐぐ……っ、と体を起こした。

「彼らは……罰ゲームで殺されるはずだった生徒たちです。ユーリヤ様は……このフェリーを使い、彼らのような退学者を学園外に逃がしているのです」

「なんだと？」

　ビクトル曰いわく、島のなかには学園の監視網が至る所に敷かれてしまっている。だがフェリーで海上に出れば、その目から逃れることが出来るため、ユーリヤは生徒会役員という立場を利用し、退学者の生徒たちを脱出させているらしい。

　スミェールチ鬼ごっこに爆弾を使用しているのもそのためだ。ゲームの決着が大規模な爆発ならば、死体が残っていなくても言い訳が利く。

「じゃあ、ひょっとしてユーリヤ先輩はわたしのことも……？」

「はい。ユーリヤ様は最初から有栖川様を殺すつもりなどありません。残り三秒でカウントダウンを止め、海上で爆弾を起爆させた後、島外へお送りする予定でした」

「そんな……」

「有栖川様に覚悟の無さを説いたのも、二度と学園へ来させぬためです。ユーリヤ様はこの学園の残酷さを嫌と言うほど知っています。だから有栖川様を無用な危険に飛び込ませないために、あえて……」

「ビクトル、やめろ。喋しやべり過ぎだ」

　鋭い叱責が部下の言葉を止めた。ユーリヤはイラ立った様子で顔を顰しかめる。

「勘違いするなよ。私は善人じゃない。ただ寝覚めの悪さを払ふつ拭しよくしたくて、目の届く範囲に温情を掛けていただけだ。救えない者は救わない。事実、社畜さんのことだって全力で殺す気だった」

「なるほど、確かにお前のサーベルには殺意があった。……しかしだ」

　首輪からぱっと手が離された。

「お前はあの時、追い詰められた顔をしていた。俺が化物のように強大だったから、ああするしかなかった、といったところか」

　ユーリヤの体がすとんっと床に落ちた。尻しり餅もちをついた途端、ビクトルが駆け寄り、首輪の宝石部分に触れる。

「有栖川様、そちらの宝石にも触れて下さい！　二つの首輪の同時押しで起爆モードは解除されます！」

「あ、は、はい。分かりました！」

　姫乃も自分の首輪に触れた。すると両者の宝石部分が同時に光り、赤と青の輝きが消失した。首輪はただの鉄の塊のように静けさを取り戻す。

　ほっとして、姫乃は力が抜けそうになった。

　見れば、ユーリヤもどっと汗をかいていた。そして怪け訝げんな顔で柏木を見上げる。

「まだ……納得が出来ないよ。私は社畜さんを刺したんだ。海に放り込めば意趣返しになったはずだろ？」

「ユーリヤ先輩、柏木さんは最初からあなたを放り出すつもりなんてありませんよ？」

「は？」

　怪訝さを増した少女の顔を見下ろし、柏木は口を開く。

「退学生徒の逃亡ほう助など、学園側に露見すればただでは済まん。それが分からない風紀委員長ではないはずだ。とてつもないリスクを背負い、なんのメリットもなく人を助ける者──それを世間では善人というのだ」

　腕まくりを直し、カフスボタンをつけていく。

「悪ガキならば多少の仕置きをしてやるつもりだったが、善人に鞭むちを打つほど、俺の性根は腐っていない。刺し傷のことは気にするな。この程度、唾つばでもつけておけば治る」

「いや……それで治ったら本当に化物だよ？　え、さすがに治らないよね？」

「えーと、わたしにはなんとも言えないですけど……」

「ワタシは社畜の力を信じていますよ？」

　いや勘弁してよ怖いよ、とユーリヤは項垂れる。その周囲には生徒たちが集まり、彼女に制服の上着を掛けてやろうとしていた。

　みんなからとても慕われているようだ。

　怖い人だと思ったりもしたけど、こっちがユーリヤ先輩の本当の顔なのかもしれない。そう姫乃は思った。もう空気は穏やかになっていて、このままみんな無事に帰れそうだ……と、思ったその時。

　突然、首輪が再び点灯した。赤くなったのは、ユーリヤの側の宝石。

「え……っ!?」

　全員ぎょっとし、慌てて宝石に触れた。姫乃とユーリヤ、きちんと同時に触れたが、解除されない。赤の輝きが明滅し、カウントダウンの進行を告げている。

「な、なんで!?　どうして解除されないんですか!?」

「ユーリヤ様、これはまさか……っ」

「……遠隔操作だ。生徒会を超える、上位アクセス権が行使されている」

　上位アクセス権？　と姫乃は混乱する。

　ゲームサーバーでの柏木の改ざんは途中のままだった。だとすれば他にどんな存在が首輪にアクセス出来るというのだろう。生徒会役員のユーリヤの権限をも超えるようなものがあるとすれば、それは──。

　はっと思い当たり、柏木を見る。

「もしかして……っ」

「ああ、おそらくは理事評議会の仕業だ」

　その言葉と同時、二つの宝石からホログラムが投影された。

　一階の黒煙を背にし、三階へリポートに謎の人物の姿が浮かび上がる。

　大部分は影になっていて、全容は見えない。分かるのは長い髭ひげを生やした老人であること、ダブルのスーツを着ていて、黒椅子に座っていること。

　突然のホログラムに皆が驚くなか、大きな手がこれ見よがしに拍手をし、声が響いた。

「『ブラボー、ブラボー。素晴らしい見世物だったよ。やはり若人たちはこれぐらい元気でないといかんな。儂わしの若い頃を見ているようだ。いや実に楽しませてもらった。礼を言わせてもらおう』」

　皆、口を開けなかった。

　突然当たり前のように現れ、当たり前のように拍手してくる老人。そんな相手にどんな態度を取っていいか分からなかった。

　そのなかでたった一人、例外がいた。柏木だ。彼はいつにも増した厳めしい表情で前に出る。

「礼など言われる覚えはない。俺たちは見世物になるためにゲームをしていたわけではない」

　ホログラムの老人は「『ふむ』」と髭を撫なでた。

「『確かに確かに。チェスの駒は盤面を見つめるプレイヤーのことなど解せぬものだ。であれば、諸君らに儂の賛辞が届かずとも致し方ないことか。哀しいが、こればっかりはどうしようもない。視点の違いというやつだな』」

「御託はいい」

　柏木は射殺さんばかりの視線で睨にらむ。

「名を名乗れ。お前は一体何者だ？」

「『口の利き方には気をつけた方がいいぞ、若造』」

　一瞬で老人の声に威圧感が生まれた。そこには他人を支配する人間特有の重さがあり、資産家の跡取りである姫乃とユーリヤでさえ、ゾッと震えるほどだった。

「『血気盛んなのは結構だが、礼儀を知らん奴は出世出来んぞ？』」

「相手が人間ならば敬意を払おう。だが生憎あいにくと、外道に下げる頭は持っていない」

　驚くべきことに柏木は押し負けていなかった。老人の威圧感のなかでも一歩も引かずに立っている。すると髭の口元が愉快そうにつり上がった。

「『若いなぁ。巣立ちを終え、力任せに飛ぶ若鳥のようだ。懐かしいのう。儂も五十、六十の頃はお前さんのような若鳥を好んで取り立ててやったもんだ。しかし、血の気の多い奴は先が長くない。結局、生き残るのは長々と巣でぐずついている臆おく病びよう者だったりするもんだ』」

「いい加減にしろ。老いぼれの昔話を聞いている暇などない……っ」

「『そうだな。その通りだ。君らには時間がない。爆発まで……あと二分といったところかな』」

「……っ」

　ユーリヤの顔が恐怖に歪ゆがみ、老人は彼女に向けて言葉を続ける。

「『君はー……あー、名前はなんだったかな。すまんね、この歳になると一々末端の名前を覚えるのも億おつ劫くうでな。まあ、生徒会の子だということは分かっている。小柄な体に鋭利な思考、君はなかなかいい脳波を出してくれていた』」

　枯れ枝のような指がトントンと白髪の頭を叩たたく。

　柏木が「やはり脳波か……」と呟つぶやくのを姫乃は聞いた。

「『しかし、まさか退学生徒を勝手に助けていたとはなぁ。儂らも管理がちと杜ず撰さん過ぎたようだ。捨て置いてやってもいいが……こうして見つけてしまったからには放置して後々に他の理事から嫌味を言われても敵わん。なのでまあ死んでくれ』」

「そ……っ」

　思わず声を上げたのは柏木ではなく、ユーリヤ本人でもなく。姫乃だった。気づいた時には言葉が口から飛び出していた。

「そんな理由で人を死なせていいわけないでしょう!?」

　皆が呆気あつけに取られてこちらを見る。でも姫乃の口は止まらない。

「あなたがどこのどなたか存じませんけど、世の中には言っていいことと悪いことがあります！　いい歳をして『嫌味を言われるのが嫌だから死んでくれ』だなんて、何言ってるんですか!?　この世界のどんな人間にだって、そんな理由で人の命を奪っていいわけがありません！　おじいちゃんなのにそんなことも分からないなんて、恥を知りなさい！」

　たとえば久遠寺が礼拝堂で苦渋の決断をしようとした気持ちはまだ分かる。彼女は自分と会社の命運を背負っていたから。

　同じようにユーリヤだって自分以外の多くの命を背負っていた。だからこそサーベルを振るったような厳しい決断をしなくてはならないこともあったろう。

　でも目の前の老人は違う。あまりにも倫理観のないその言葉は、他人に甘い姫乃をしても許しがたいものだった。

　キッと老人を睨む。腹立たしさが怯おびえを吹き飛ばしていた。毅き然ぜんとした姫乃の態度に柏木ですら言葉を失っている。それほどに真っ直ぐな正論だった。

　老人の顔から静かに笑みが消えていく。

「『ほう……有栖川の跡取りか。どれ、名を訊きいておいてやろうか』」

「有栖川姫乃です。父・有栖川竜りゆう司じの命により、この学園をぶち壊しにきました！」

「『なるほどなるほど、有栖川の奴め。それで娘を潜り込ませてきたのか。ふむ……有栖川姫乃か。よし、覚えたぞ』」

「わたしは名乗りましたよ。だからあなたも名乗って下さい。それが礼儀です」

「『くくっ、そうだな、それは道理だ。しかしな、儂は訳あって堂々と名乗れん。よって仮に……評議員Ｙとでも名乗っておこうか』」

「評議員Ｙ……」

　やっぱり理事評議会の人間だ。それを確認し、姫乃はさらにホログラムを睨む。

「評議員Ｙさん、首輪のカウントダウンを解除して下さい。あなたがやろうとしていることは間違ってます」

「『それは出来んなぁ。なぜなら物事の善悪は権力によって決定される。この学園の権力者は理事評議会だ。つまりは儂だ。ゆえにその娘の死という決定は覆らん。異議があるのなら実力で阻止してみせるのだな』」

　ふふ、と髭を撫で、老人は黒椅子に深く座す。

「『有栖川姫乃、お前は良い脳波をしている。気に入ったぞ。また会おう。ただし爆発の巻き添えにならなければだがな。頑張りたまえ、お嬢ちゃん。あと──一分だ』」

　その言葉を最後に評議員Ｙのホログラムは消えた。

　すると途端に将校コートが翻り、ユーリヤが走りだす。

「ユーリヤ様っ!?」

　ビクトルがはっとして手を伸ばす。だが届かない。ユーリヤはポールの柵さくに向かって全速力で駆けている。誰もが理解した。彼女は皆が巻き添えにならないようにフェリーから飛び降りるつもりなのだ。選択したのは、たった一人での爆死である。

　場が騒然とするなか、姫乃は自分でも驚くほど落ち着いていた。

　身を翻し、スカートが舞う。そこには信頼する部下がいる。

「柏木さん」

　きゅっと両手を組み、彼を見上げた。

「お疲れなのは分かってます。体がボロボロなのも知ってます。でも……ごめんなさい。もう一仕事お願いできますか？」

「見事にブラックな上司の発言だな」

　だが、と彼は苦笑する。

「承ろう。命じてくれ。俺は何をすればいい？」

「ユーリヤ先輩を助けて下さい」

「分かった」

「ただし」

　駆け出そうとした腕を摑つかむ。

「柏木さんももう傷つかないで。あなたが辛い目に遭うところはもう見たくありません」

「それは……なかなか無茶な注文だぞ？」

「でもやって下さい」

　瞳ひとみに力を込める。

「この学園にはさっきみたいな悪い大人がたくさんいるみたいです。わたし、ぜったい許せません。だから決めました。わたしはわたしの意志でこの学園を変えます。そして柏木さんの働き方も変えてみせます」

「俺の働き方を……？」

「上司に無断でサービス残業しないこと！　ちゃんと休憩を取って、怪我や病気にも気をつけること！　あと自暴自棄で仕事しない！　無理なことは無理ってきちんと報告して下さい！」

「ずいぶん無体な上司命令だ……」

「いいえ、これは上司命令じゃありません」

　ふわっとブロンドを揺らし、とびっきりの笑顔で言い切る。

「あなたを慕う女の子からのお願いです」

　柏木は一瞬、虚を衝つかれたような顔をした。しかしすぐに苦笑を浮かべ、嘆息する。

「なんとも……断り辛い言い回しだな。そこらのブラックな上司よりよほど性質たちが悪い」

　シャツの胸ポケットからネクタイが取り出された。

「やはり俺には枷かせが必要なようだ。魔獣では己の傷など顧みない」

　目の前でネクタイの尾が揺れたので、姫乃は自然にそれを手に取った。

　柏木が気づき、「頼む」と言ってしゃがみ込む。彼の首にネクタイを巻き、きゅっと結んだ。

「やっぱり柏木さんはネクタイをしている方が格好良いです」

「そうか」

　かくして柏木啓介は完全体を取り戻した。

「いってくる。無傷で帰ってくると約束しよう」

「はい、お願いしますっ」

　革靴が床を砕き、柏木は疾風の如く船上を駆ける。残り三十秒。社畜のラストランが始まった。





◇◆◇






　ユーリヤは呼吸も忘れて駆けていた。胸がブラからこぼれそうで走りにくい。小さな体に大きなおっぱいというのは自分的に気に入っていたけれど、人生の最期でこんなに邪魔になるとは思わなかった。

「あと、ちょっと……っ」

　柵はもう目の前だ。あそこから海へ飛び込めば、みんなを巻き添えにしなくて済む。

　これはトップとしての義務だ。

　ユーリヤ・トルスタヤは生まれながらに人の上に立つ才能を持っていた。幼少時から家の者たちを束ね、学園に堕ちてからも風紀委員やビクトルたちを指揮していた。

　自分は自然とそういう立場になる人間だと理解している。

　だからこそ歯がゆかった。どんなに頑張っても、結局、すべての者を救うことは出来ない。トルスタヤ製菓大工場は凋ちよう落らくし、多くの社員が路頭に迷い、学園でも毎年多くの生徒が罰ゲームで死に追いやられている。

　それをすくい上げられないのがユーリヤ・トルスタヤという器の限界だった。

　正直、死ぬのは怖い。爆死なんて木っ端微み塵じんな死に方したくない。

　でも今度は自分の番だ。目の前の命を救うため、多くの命を見捨ててきた。今さら自分だけ助かろうなんて虫が良過ぎる。

「でも、最期にせめてここにいるみんなだけは……っ！」

　祈るように呟いた、その時だ。背後から声が響いた。

「ユーリヤ先輩！」

　姫乃の声だった。ユーリヤのために義憤を燃やし、理事評議会なんていう馬鹿でかい巨悪に立ち向かってくれた少女。彼女は先ほどと同じ毅然とした声で叫んだ。

「わたしは死なせませんから！　ユーリヤ先輩も、わたし自身も、柏木さんも！　あとそれから有栖川グループも、トルスタヤ製菓大工場だって──みーんな守って、一緒に仲良く生きてもらいます！　それがわたしがあなたに示す覚悟です！」

「ば……っ」

　馬鹿じゃないのか、と泣きそうになった。

　そんなことが出来るわけない。現実は残酷で、甘い夢は簡単に砕け散る。だからこそみんな苦しんでいる。

　でも……あれが有栖川姫乃という少女なのだろう。

　あの理事評議会に名前を覚えられてしまうほどの器だ。いつかは現実に打ち負かされるとしても、彼女なら多少はマシな未来に辿たどり着けるかもしれない。だからエールを送ろうと思った。

「あのさ、姫乃ちゃん！」

　柵に辿り着き、そこへ足を掛けながら言った。身を浮かせ、飛び下りようとしながら背後を振り向く。

「君はとんだ甘ちゃんだ。でも私はそんな君のことを──をををっ!?」

「遺言を言うには早いぞ」

　柏木がいた。それも目の前数センチの超至近距離だ。

　思わず仰け反り、柵からずり落ちる。体は海側だが飛距離がまったく足りない。このままではフェリーごと爆発してしまう。血の気が引いた矢先、柏木に抱き留められた。

「お前は死なせん。姫乃からのお願いだからな」

　柏木はユーリヤを抱き、柵の上に立っている。

「馬鹿っ、放せよ！　いや……今すぐ私を海へ放り投げろ！　もう爆発するんだぞ!?」

「分かっている。だが希望を持て。お前は死なん」

「そんなわけないだろ!?　不可能だ！」

「いいや」

　柏木の目は遥はるかな水平線を睨にらんでいた。

「姫乃はトップとしてお前以上の器を持っている。その姫乃が言うんだ。信じろ。そしてここにいるのはお前が化物と恐れる男だ。お前の想像する悲劇など軽々と超えてみせる。震えろ」

「震えろって、意味分かんな──いいいいいいいいいっ!?」

　こちらを抱く腕に力が漲みなぎったかと思うと、突然、柏木がジェットエンジンのように飛び出した。凄すさまじい加速とＧを受け、ユーリヤはぺしゃんこになりかける。

　だがその一瞬後、目の前には……。

「あ……」

　青色の美しい世界があった。

　二人の体は一瞬でフェリーから遠のき、青空と瑞みず々みずしい海の間にきていた。

　優しい風に髪がなびき、場違いにも感動してしまいそうになる。

　死の間際に瀕ひんした心、その一番脆もろい部分が震えた。

　すると心の境界線をなぞるように静かな声が掛けられた。

「ユーリヤ・トルスタヤ、お前は優秀だ。そして充分に頑張った。苦難のなかで皆を救おうとしたその歩みは、間違いなく称賛に値する」

「社畜、さん……？」

「だからこそ、もう一人で苦しまなくていい。今、この学園にはお前を超える人間が二人もいる。お前の手からこぼれ落ちるものは、姫乃と俺がすくい上げる。無論、お前の命もだ」

「信じて、いいの……？」

「信じろ。無邪気に他者を信じること、それは子供の特権だ」

　迷いのない言葉が胸へ突き刺さった。気づけば、両手がワイシャツを摑んでいた。男の腕に力強く抱かれながら、少女は初めて弱音を吐く。

「社畜さん。お願い、私を助けて……っ」

「もとより──そのつもりだ！」

　柏木の両手が首輪を摑んだ。二人は海へと落下していく。宝石の光はカウントダウンと共に禍々しさを増し、もはや血のような色になっている。

　だが首輪は外れない。戦車でも破壊できない特製品だ。それでもユーリヤは信じた。自分以外の存在を生まれて初めて心から信じた。

　しかしカウントダウンは残酷なまでに進行していく。

　残り七秒、六、五、四……。

　そこでフェリーから声が響いた。

「柏木さん！　上手くいったら──晩御飯はご褒美の肉じゃがです！」

　カッと両目が見開いた。

　柏木の両手がさらなる膂りよ力りよくを発揮する。

「おおおおおおおおっ！　心得た──ッ！」

　ビキビキビキッとヒビが走り、首輪が真っ二つに叩たたき割れた。

「そんな理由でぇ!?」

　ユーリヤのびっくり声が響くなか、首輪の残ざん骸がいが上空へ放り投げられる。一方、二人は海へと落下。直後、閃せん光こうが走り、空に大爆発が巻き起こった──。







　海の真ん中にクラゲのように揺蕩たゆたう影がある。柏木とユーリヤだ。

　脱力し、ぷかぷかと浮きながらユーリヤは呟つぶやいた。

「すごいな……本当に助かっちゃったよ」

　ちらりと横を見る。

「……ねえ、社畜さん。さっき、姫乃ちゃんが評議員Ｙに言ってたこと、この学園をぶち壊すためにきたって……本当？」

「今さら隠しても仕方がないな。真実だ」

「……出来るの？」

「少なくとも、今、生徒会役員を一名破ってみせた。学園内の頂点に位置する一人をな」

「あはは、本当だ。すごいね、社畜さんと姫乃ちゃんは」

　力無く笑い、ユーリヤは柏木の体にぎゅっとしがみつく。

「ありがと。正直……惚ほれちゃったよ」

「それは姫乃にか？」

「どっちもだよ」

「そうか……」

　柏木は静かに目を閉じた。

　フェリーでは姫乃たちが手を振っており、久遠寺がクルーザーでこちらへ向かってきているのも見えた。柏木は残業をやりきった男の顔で言う。

「……ユーリヤ、お前に一つ教えてやろう。よく覚えておけ」

「なあに？」

「俺は泳げん」

「えっ」

「ＪＫ堕とし、最強の社畜……その他、様々な通り名で呼ばれてきた俺の……ほぼ唯一の弱点だ」

　そう言いながら柏木はぶくぶくと沈んでいく。

「ちょ、社畜さん!?」

　フェリーの姫乃とクルーザーの久遠寺もこちらの異変に気づき、目を剝むいた。

「柏木さん!?」

「オジサマぁ!?」

　少女たちは慌てふためき、大混乱。

　その後、クルーザーで回収されていたヘリのパイロットが救助に向かい、柏木はどうにか九死に一生を得たという。








エピローグ　─残業確定─






　数日後。

　グラウンドには生徒たちの声援が響き渡っている。

　高等部の球技大会だ。そこには姫ひめ乃のの所属する二年Ａ組の姿もあり、とくにソフトボールのチームは一丸となって試合に取り組んでいた。

　指揮をしているのは風紀委員会からの参加禁止を見事に撤回させた、有あり栖す川がわ監督。

　姫乃はブルマの体操着にジャージを羽織り、野球帽を被ってベンチ中央にいる。

　小こ湊みなとたちに担ぎ上げられての監督だったが、引き受けたからには役目を全うしたい。そんな思いで奮闘し、決勝の最終回裏・ツーアウトのピンチで、ベンチから立ち上がった。

「代打を出します！　バッターは小湊さんに代わって──」

「俺が出よう」

「柏かしわ木ぎさんっ!?　まあ出てきそうな気はしてましたけどっ！」

　柏木がいつものスーツ姿でドンッと立っていた。代打に出るはずだった高たか峰みねはなぜか背後でぶっ倒れている。

　その隣にはドン引きな小湊がいて、律儀に説明してくれた。

「えっとね、高峰君、代打に備えて素振りをしてたんだけど、そこの……柏木さん？　がいることに気づいて、バットで殴り掛かっちゃって……」

「あー、見事に返り討ちにされちゃったんですね……」

「軽くフック＆アッパーを見舞っただけだ。正当防衛なので問題ない」

　そう言うと、柏木は姫乃を担ぎ上げ、バッターボックスへ向かってしまう。

「代打、有栖川姫乃。バットは俺だ」

「ちょお!?　また勝手に！　わたしは出ませんよっ。これ以上、学園内での悪名を広げるわけにはいかないんですから！」

　……とは言ったものの、やはりクラスのみんなのためにも勝利は捨てがたく、なんやかんやで押し切られ、バッターボックスに入れられてしまった。結果は推して知るべし。自慢のバットの特大ホームランで見事な逆転勝利である。

　しかし喜んでばかりはいられなかった。クラスのみんなが駆け寄ってきて、姫乃を胴上げしていると、ふいに校内放送が轟とどろいたのだ。

「『二年Ａ組、有栖川姫乃さん！　スポーツマンシップについてお話があります。至急、職員室までくるように！　あと自称・差し入れ品は面倒だからその場で待機！』」

　担任の宇う佐さ美み先生だった。怒ってる。なんだかとっても怒っている。普段の大人しいキャラが崩れるほどに。

　見れば、審判役の先生たちが物もの凄すごく困った顔でこっちを見ていた。主審の姿がないのでたぶん宇佐美先生のところに苦情を言いにいったのだろう。そう考えると、今の校内放送にも納得がいく。

　今さら優勝が取り消しにはならないだろうけど、おそらく落としどころとして姫乃に呼び出しがきたのだろう。

「……あのう。これ、わたしが怒られなきゃいけないんですか？」

　波が引くように胴上げが終了し、顔を引きつらせながら訊たずねると『自称・差し入れ品』改め『自称・バット』は腹が立つくらい真顔で頷うなずいた。

「部下の責任を負うのは、上司の役目だ。存分に役目を果たしてくるといい」

「うわぁ、勝手なことをいけしゃあしゃあと……っ」

「社会とは常に勝手で横暴なものだ。やったな、社畜の真理を一つ学べたぞ」

「それは学校で学ぶようなものじゃありません！」

　柏木が珍しくテンション高めでサムズアップし、姫乃は降りかかった理不尽を嘆いた。







　そして放課後。

　柏木は中庭で姫乃と合流した。

　いつもの制服姿に戻ってパラソルの下にやってくるなり、姫乃はぐったりとテーブルに横たわった。髪が見事にモップになっている。

「……宇佐美先生に懇々とお説教されました。『いい？　社畜はバット代わりにするものじゃないのよ？』って。こんな怒られ方したの、生まれて初めてですよ……」

「見事に上司の役目を果たしたな。立派だぞ」

「だからそんなの学校で経験するものじゃ……って、はぁ、もういいです。言うだけ無駄だってわたしも学習しました。それより、これ」

「なんだ？」

　起き上がってモップ状態を解除し、姫乃が差し出してきたのは、一枚の書類だった。

「お説教の後、宇佐美先生から渡されました。ユーリヤ先輩との提携の話、どうにか承認が下りそうです」

　受け取って確認する。書類には提携の条件がいくつか書いてあり、それぞれに可・不可の承認印が押されていた。比較すると可の方がわずかに多い。

「ふむ、問題なさそうだ。上々だ」

「はい。これに関してはわたし、ちょーっと頑張りましたから」

　胸を張り、自慢げな笑みを浮かべる。

　どちらも爆死しなかったため、ユーリヤとのゲームは引き分けという形になった。

　当然、ユーリヤは二年Ａ組の球技大会参加を禁止せず、こちら側としてはそれで満足のいく幕引きだったのだが、残念なことにユーリヤ側はそうはいかなかった。

　姫乃を葬れなかったことでユーリヤは生徒会から役員の座を追われ、ペナルティとしてほぼ全額に等しいルルドコインを没収されてしまった。

　コインがゼロになれば、他の役員からの強制罰ゲームとなる。久遠寺の時のように幾ばくかのコインをこちらで融通したとしても、生徒会から組織的にゲームを挑まれでもすれば、すぐにコインは枯渇してしまう。

　柏木はフェリーの時点でその事態を予測し、あのまま島外へ脱出することをユーリヤに勧めた。しかしそこで姫乃が意外な提案をした。

『先輩、わたしと業務提携をしませんか？』

　大原則として、ルルドコインの売買や強奪は認められていない。だが業務提携──生徒同士で協力関係を結び、お互いのルルドコインを共同管理する──ということに関しては禁止事項として制定されていなかった。皆が敵同士の学園なので、誰もその発想に至らなかったのだろう。仮に至ったとしても、まさか実行しようなどとは思わない。

　この提案によって、ユーリヤにも救いの目が出てきた。

　姫乃のバックには学園に名を轟かせる『ＪＫ堕とし』がいるため、提携が成立すれば生徒会も軽々にユーリヤを狙えない。

　無論、前例のない業務提携には校則上の問題も多く、ここ数日は書面による学園側との協議が続いていた。だがどうやらこのまま承認されそうな気配である。

　……おそらくは評議員Ｙが動いたな。

　書類を見つめ、柏木は無言で推測する。

　定石でいけば、この提携が承認されることなどまずあり得ない。前例主義は組織の基本である。その例外がまかり通ったからには、強大な何者かが後押しをしたと考えるのが妥当だ。

　となれば該当しそうな人物は一人しかいない。ユーリヤを爆破から救ったことを評価して、評議員Ｙが姫乃に塩を送ってきたというところだろう。

　無論、あの老人はこちらを泳がしているだけだ。いつ何時、どんな工作をしてくるかも分からない。学園が収集している脳波データのことも情報が不足しているので、まだまだ気は抜けない状態だ。

　とはいえ、手放しで喜べることもある。

　かつて市場争いをしていた有栖川家とトルスタヤ家。紆う余よ曲きよく折せつはあったが、両家は子供たちの代になって、こうして手を取り合うことになった。

　おそらくは現社長・有栖川竜りゆう司じでも成し得ないことだろう。この業務提携は姫乃だからこそ出来たことだ。社内史的にはちょっとした偉業と評してもいい。そう柏木は思っている。

「よくやったな。偉いぞ、姫乃」

「はい？　……あ」

　ぽんぽんっと頭を撫なでてやると、少し頰が赤くなった。嬉うれしそうだが、若干悔しそうでもある。

「なんですか、突然？　それに……こんなふうに撫でられるのってなんだか上司っぽくありません。すごく子供扱いです」

「分かった。じゃあやめよう」

「続けて下さい。上司命令です」

「おかしな上司命令もあったものだな」

　苦笑しながら撫でていると、校舎の方から「おーい」と声がした。見れば、ユーリヤが手を振って駆けてくる。その後ろには久遠寺の姿もあった。

「社畜さんに姫乃ちゃん、ここにいたんだねっ。提携の承認のことは聞いた？」

「ちょうど柏木さんに報告してたところです」

「そちらにも連絡がいったようだな」

「うん！　担任の教師に呼ばれてね。今聞いてきたところ。いやぁ、おかげで私も首の皮一枚繫つながりそうだよ。ありがと、二人とも。愛してるぜっ！」

　ユーリヤはコートをなびかせながらテーブルへダイブ。柏木と姫乃肩を抱き締め、そのまま「にゃはー」と頰擦りしてくる。

「ユ、ユーリヤ先輩、近いですっ」

「感謝感激の愛情表現だよんっ」

「ご機嫌だな……」

　スーツに皺しわが寄りそうだが、喜ばしいという気持ちは理解出来るので、されるがままになる。すると、久遠寺も苦笑しながら歩いてきた。

「トルスタヤさん、あんまりはしゃぐと嫌われちゃうわよ？　オジサマ、騒がしいのあんまり好きじゃなさそうだし」

「おおっと、そいつは困るね。今の私、社畜さんの好感度を上げたい気持ちでいっぱいだから。玲れい花かちゃん、ナイスアドバイスっ」

　ユーリヤが体を離し、姫乃が「柏木さんの好感度を？」とぴくっと眉まゆを上げる。

　が、当の柏木はとくに気に留めず、乱れた襟を直す。

「久く遠おん寺じもユーリヤと担任のところへいっていたのか？」

「まーね。直前までトルスタヤさんとお茶しながら会議してたから、その流れで」

「会議だと？」

「そ」

　久遠寺は意味ありげに頷き、背後にまわると密着するように抱きついてきた。耳元で吐息のように囁ささやく。

「『どうしたら柏木のオジサマをＪＫ大好き人間に出来るかしら会議』よ？」

「な……っ」

　と驚いたのは当然姫乃である。一方、柏木は眉を寄せる。

「なんなんだ、その非道徳的な陰謀めいた会議は？」

「あら、ぜんぜん道徳的よ？　恩を受けたらお礼をするのは当然でしょう？　あたしね、オジサマに体でお礼すること、まだ諦あきらめてないの」

「ジープで引っかき回されて懲りただろうと思っていたが？」

「ぜんっぜん。むしろビビッときちゃった♪　手段を選ばない乱暴なオジサマも素敵だったわ」

　可愛らしく笑みを見せ、しかしすぐに拗すねたように唇を尖とがらせる。

「でもオジサマってばあたしたちのこと全然相手にしてくれないじゃない？　たぶんＪＫ自体が守備範囲じゃないのよね？　だからどうしたらいいだろう、ってトルスタヤさんと会議してたの」

　熱を帯びた吐息が耳に吹きかけられる。

「ね、あたし、これからもオジサマと有栖川さんに協力して、色々援助してあげる。だから一晩だけでもあたしと交際してほしいの。援助してあげるから交際して？　つまりはあたしとエンコーしましょ、エンコー♪」

「言葉の使い方が致命的に間違っているぞ」

「ちなみに私も社畜さんに興味津々だからねっ」

　テーブルから滑り降り、ユーリヤが膝ひざに乗ってきた。体が小さいのでコアラの子供のように抱きついてくる。

「化物みたいにすんごい怖い奴だと思ってたけど、や、実際まだちょっと怖いんだけど、あんなふうに助けてもらって、あんなふうに優しいこと言われたら、ちょっともう忘れらんないっていうかさ。ギャップ萌もえってやつ？」

「二十代の男に使う言葉ではないな」

　軍帽を傾け、ユーリヤはやや照れた様子で言う。

「玲花ちゃんみたいにいきなりぶっ飛んだことは言えないけど、でも真面目にもっと仲良くなりたいとは思ってるんだよ？　えっちぃことは、んー……まあ、応相談かな？」

「こちらには相談する気などまったくないのだが」

　取りつく島もなく答える。だが想定済みらしく、少女たちはまったく動じない。「まあまあ、オジサマ」「そう言わずにさ？」とむしろ密着具合を強めてくる。

　背中に赤毛のスレンダー美少女が張りつき、膝にはコスプレ小学生のような美少女が居座っている。

　なんだこの状況は……、とさすがに頭痛を覚えた。おそらく大人の言葉は届かないと思い、唯一の常識枠である姫乃に助けを求める。

「君からもなんとか言ってやってくれ。どうにも俺の手には負えん」

「…………」

「姫乃？」

「あのですね……」

　てっきり止めに入ってくるものだと思っていたが、姫乃は意外にも難しい顔で押し黙っていた。そしてようやく口を開いたかと思うと、何やら重々しく言ってくる。

「わたし、今回のことで考えたんです。理事評議会をやっつけるのに柏木さんが必要なように、トップとして時には毒を以て毒を制することも必要なのかもって」

「なんの話だ？」

「柏木さんの話です」

　少女は大きく息を吸った。ただでさえ大きな胸がシャツを押し上げ、風船のように膨らむ。そしてやおら椅子から立ち上がると、大声で訴えてきた。

「ずーっとずーっと思ってましたけど、柏木さんはＪＫを子供扱いし過ぎですっ！」

　何やらお怒りの様子で指を突きつけられた。しかしこちらとしては如何いかんともし難い。

「……駄目なのか？」

「駄目ですっ！　わたしたちは年頃の女の子です。小学生とか中学生じゃありません。体はもう大人だし、気持ちだって一人前です。いつまでも子供扱いしてないで下さいっ」

　ユーリヤが膝から「そうだそうだー」と同意し、久遠寺も耳元で囁いてくる。

「つまりはちゃーんとエッチできる相手として認識してね、ってことよ？」

「そんなことを言われてもな……」

「難しいことじゃないと思うけど？　宇佐美先生と同じ扱いをしてくれればいいんだから」

　一瞬、ピクッと眉が上がってしまった。我ながら痛恨の極みだ。そのわずかな反応で、久遠寺がネコのように笑む。

「大当たりみたいね？」

「……どうやって調べた？」

「女の勘ってやつ♪」

「……姫乃には言うなよ？」

「りょーかい、二人だけの秘密ね？　ふふ、これから楽しくなりそう」

　小声で会話し、やれやれ、と嘆息する。

　葵あおいの件はともかく、社会人からすれば、女子高生などまだまだ子供だ。本気で手を出そうなどとはとても思えない。

　この場をどう切り抜けようか考えていると、ふいに姫乃が不穏なことを言い出した。

「フェリーで言ってましたけど、柏木さんの夢って〝銀の椅子〟に座ることだったんですよね？」

「それが……どうした？」

　つい声が硬くなった。銀の椅子は柏木にとって非常にセンシティブな話題だ。どうしても無意識に身構えてしまう。だがこちらの剣けん吞のんな様子にもまったく動じず、彼女は真っ直ぐに見つめてきた。大人を動揺させる、純真な子供の目だ。

「わたし、なんだかんだ柏木さんのことを尊敬してますけど、自分のことを諦めがちな考え方は好きじゃありません。たとえ上手くいかないことがあっても、何度だってチャンスが巡ってくるのが人生です。わたしはそう信じてます」

「……姫乃。それは未来に可能性のある君たちだから言える言葉だ。分かれとは言わないが、俺たち大人は──」

「弱気なことを言うのはその口ですか？」

　突然、姫乃が身を乗り出した。その瞳ひとみは妙な決意を湛たたえていて、嫌な予感が全身を駆け巡る。彼女は何か取り返しのつかないことをするつもりだ。そう確信し、とっさに避けようとした。しかし、

「トルスタヤさん、ここよ！」

「ほいきた、玲花ちゃん！」

　前後からがっちりホールドされた。しまった、と思った時には遅かった。

　ブロンドの髪がふわりと揺れ、姫乃の端整な顔が近づく。そしてとんでもないことを言われた。

「もしもわたしと結婚したら、玉たまの輿こしで〝銀の椅子〟は柏木さんのものですよ？」

「──っ」

　予想だにしなかった言葉に虚を衝かれ、次の瞬間──唇が重なった。

　姫乃にファーストキスを捧ささげられてしまった。

　本当になんなんだ、この状況は……っ、とさすがに気が動転しそうになる。

　ＪＫたちに羽交い締めにされ、ＪＫ上司に唇を奪われた。まったくワケが分からない。

　永遠に思える刹せつ那なが過ぎ、彼女はゆっくりと顔を離した。

　その表情はいつもの慌ただしい少女のものではない。確かな覚悟と大きな器を持った、有望な跡取りのものだった。

「覚えておいて下さい。あなたの夢は終わってない。このわたしが終わらせない。だから諦めないで。──大人だって夢を持っていいんです」

「…………」

　二の句が継げなかった。

　疲れ果て、枯れ果ててしまった二十八歳の社畜に対して……高校生の少女が『夢を諦めるな』などと言う。こんな無茶ぶりがあるだろうか。
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「やはり、君はとんでもない上司だ……」

　まさか本気でこの少女と結婚しようなどとは思わない。だがほんの一瞬、未来に胸が躍りそうになった。そんなふうに真に受けた時点でこちらの負けだ。

　しかし当の姫乃本人は実はいっぱいっぱいだったらしく、しばらくすると真っ赤な顔でカタカタ震えだした。

　それでもまだ威厳を見せようとして「ど、どんなもんですかっ!?」と言うので、こちらは「ああ、とりあえず君の勝ちだ。それでいい」と称賛を送るしかない。

　敗北を認めて項垂れると、久遠寺とユーリヤも空気を察して体から離れた。

「偶然にもさっきの会議の内容が活きたわね、トルスタヤさん」

「だね、玲花ちゃん。『甘えるフリで拘束して、とりあえず既成事実を作っちゃえ作戦』成功だ。やっぱり社畜さん攻略の要は姫乃ちゃんだね」

　二人はテーブルをまわり、姫乃のそばへいく。

「で、有栖川さん。さっきの毒を以もつて毒を制すって話だけど？」

「あれってつまり社畜さんを狙っている私たちと共同戦線ってことでいいんだよね？」

　二人に左右から支えられ、姫乃はどうにか落ち着きを取り戻すと、重々しく頷うなずいた。

「そうです。わたし一人だと柏木さんに子供扱いされっ放しなので、この件でも業務提携したいです」

「オッケー、了解よ。あたしたち、いいチームになれそうね」

「よーし、みんなで社畜さんをＪＫ漬けにしちゃおうぜ！」

「……おい、待て。何を恐ろしいことを考えている。馬鹿な陰謀を企てるのはよせ」

　さすがに口を挟むと、姫乃が反抗期のような様相で言い返してくる。

「やめませんよーだ。いつまでも子供扱いする柏木さんが悪いんです。わたしたち、ぜーったい柏木さんを振り向かせてみせるんですから」

　姫乃は胸を張り、二人の友人と共に、可愛らしい生意気さで宣言してくる。




「ＪＫ舐なめんなよ、ＪＫ堕としっ」




「…………」

　ため息がこぼれた。

　……これは面倒なことになった。

　三人のＪＫが成人男性を堕落の道に引き込もうと息巻いている。ある意味、生徒会や理事評議会より性質たちが悪い。

　これはひょっとすると、入社以来最も面倒な仕事になるかもしれん。そんな予感に目眩めまいを覚えながら、柏木はぽつりと呟つぶやく。

「久々に栄養ドリンクがほしくなってきたな……」

　姫乃たちはこちらの気も知らず、かしましく作戦会議を始めている。

　盛り上がっている彼女たちに不穏なものを感じつつ、社畜は『……プラチナゴールドの栄養ドリンクをダースで発注しよう』とひそかに誓うのだった──。







　ここは救済と絶望が共存する島、聖ルルド学園。

　遥はるかな空の下、『ＪＫの恋』と『社畜の夢』が交錯し、彼らのゲームは続いていく。


〈おわり〉










あとがき






　こんにちは、またはこんばんは、もしくはおはようございます。永なが菜な葉よう一いちです。

　この度は本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　さてここで皆様に大切なお知らせがございます。本作では『ＪＫ』と称される生き物がチェンパン（※チェーンソー・オブ・カッティングパンツ）されかけたり、風ふ呂ろ場ばに突入されたりしますが、この『ＪＫ』は現代日本における女子高生の略語とは意味合いが異なります。そう異なるのです。

　裏設定となりますが、本作は現代から五七〇億年後──ビッグクランチと再ビッグバンの発生により生まれた『六次元構成宇宙（七次元以上は折り畳み済み）』が舞台となっておりまして、作中の『地球』が存在するのも我々の『天の川銀河』ではなく、オリジナルの『会社イズＨＥＬＬ銀河』です。

　バルク量子の影響で時間の座標運動も現代とは異なっておりまして、例をあげますと、ヒロイン・姫ひめ乃のの年齢を現代式に再計算すると、およそ１万６７４３歳となります。

　だから諸もろ々もろ合法です。とてもとても合法です。

　この論理が通りさえすれば、新たなるエロ粒子が高エネルギー加速器に逐次投入されて加速オブ加速していくとかしないとか。

　というわけで、どうぞよしなに！（ジャンピング土下座）




　さて今回はあとがきが六ページあるので、最近あった珍奇な出来事の話などを一つ。

　本作はＪＫがわらわら出てくるのですが、実は作者自身も最近、ＪＫ的な方々に囲まれました。

　あ、ちなみに現代日本の『ＪＫ』なので、ストレートな意味での女子高生です。五七〇億年後とかいう意味不明な謎時空ではないのでご安心を。

　あとモテた話でもなければ、犯罪的なアレコレに巻き込まれた話でもないので、さらにご安心を。

　あれは仕事帰りにスーパーに寄って家に向かっている時のことでした。近所の貯水池近くを通ったところ、歩道の方から四人ほどのＪＫが駆けてきました。

「すみません、ちょっといいですかっ」

　先頭の子が何やら息を切らせて話しかけてきます。

　私も学生の頃だったら恋の始まりを感じるところですが、哀しいかな、このご時世です。むしろ危機感を覚えつつ立ち止まりました。

　すると、その子が驚くべきことを言ったのです。

「助けて下さいっ。──妖よう怪かいが出たんです！」

　……ＷＡＨＴ？　ヨーカイ？

　これガチです。本当に言われました。今だから白状しますが、一瞬戸惑った後、ちょっぴり本気でこう思いました。

　……ついに異能バトルが始まるのか、我が人生に……っ！

　正直、待ってた、待っておりましたよ、この時を。出来れば学生時代にきてほしかったけど、遅れちまったもんはしょうがねえ。「どこですか!?」と前のめりになり、ＪＫの皆さんに案内されて林道の方へ。

　もちろん冷静な部分では分かっていますが、頭の隅の方では妄想が加速します。

　──ラノベ作家が妖怪と戦う異能バトル。実体験をもとにしたら、とんでもないリアリティになるぞこれ。あー、でも企画通るかな？　担当さん、妖怪は好きだったかな、どうだっけ。いやいや待て待て。そもそもこの後、あたいの安否は大丈夫かしらん？　たぶん覚かく醒せいはするんだろうけど、一度妖怪に殺されるパターンだぞ、これきっと！

　と、考えながら駆けていくと、果たして、そこに奴がおりました。

　林道の枝のところ──かと思いきや、電線の上！

　異様に尾の長い、灰色の獣。

　顔に隈くま取どりのような白い線の入った、謎の生き物。

　はい、勘の良い方はすでにお気づきかと思います。そう、ジャコウネコの仲間・ハクビシンです。

　どうやらＪＫさんたちはハクビシンという動物自体を知らなかったようで、夕暮れ時なこともあり、しかも電線の上にいたので、驚いてしまったようです。

　かくいう永菜もハクビシンを生で見たのは初めてでした。

　一見、タヌキのようだけど、それよりも鋭いフォルム。電線の上で微動だにせず、じっと下界を見つめる瞳ひとみ。空模様もあって、確かにちょっと妖怪っぽい。

　ＪＫさんたちはこないだまで中学生だったようで、最初の子は結構『本当に妖怪かも』と思っているようでした（他の子たちは半信半疑）。

　正直、即興で呪じゆ文もんでも考えて祓はらうフリとかしてみたいなぁ、と思ったんですが、さすがに申し訳ない＆危険人物過ぎるので、ハクビシンだと説明し、ＪＫさんたちには安心してお帰りいただきました。

　人生が異能バトル化しなかったのは残念ですが、あの瞬間のワクワク感だけでまだまだ当分戦えそうです。

　あと全力ダッシュしたせいで、スーパーの袋の中で焼肉弁当がべっちょべっちょになってました。たぶん妖怪の仕業です。そんな生活感のあるオチはいらなかったのに……っ。




　さてここからは謝辞を。

　まずは担当様。改稿の度に内容がぐるんぐるん変わる原稿に根気よくお付き合いいただきまして、いつも本当にありがとうございます。

　あと毎度のことですが、初稿がエロに偏り過ぎてホントすみません。さすがにクッキー挿入ゲームは別宇宙でも無理じゃったか……（反省＆修正済）。

　ｋａカｋカａｏオ様には素晴らしいイラストで本作を彩っていただきました。ほんと可愛い！　そして格好良い！　もうラフをいただいた時点で小躍りし、カラーイラストをいただいた時には嬉うれしさのあまりわりと本格的に舞いました（職場で）。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　校正様には今回、多大なるご尽力をいただきました。諸々の事情で作業日数がギリギリだったのですが、びっくりするくらいの速度で校正していただきまして、本当に助かりました。

　しかもその上できちんと修正後の文字数や行数まで計算されたご提案の数々、プロのお仕事に頭が下がるばかりです。

　また営業様、デザイナー様、書店の皆様、そして何より今読んでくれているあなた様、本作に携わっていただいたすべての方々に御礼申し上げます。

　それではまたお会いできることを切に祈りまして。


永菜葉一



























電子書籍特典　ショートストーリー　姫ひめ乃の編







「んん？　経費……ですか？」

　有あり栖す川がわ姫乃は微妙によく分からないという顔で目を瞬いた。

　ブロンドの髪が美しい、人当たりのいい美少女である。世界に名だたる有栖川グループの社長令嬢で、現在は高等部の二年生。

　全寮制の聖ルルド学園に通っているのだが、ゆえあって姫乃は常に自社の社員・柏かしわ木ぎ啓けい介すけを連れている。

　その柏木が無表情で書類を差し出していた。

「そう、経費だ。必要なものを計上書類にまとめたので、君の承認印がほしい」

「ええと、わたしでいいんですか？　柏木さんの部署の組織体系はよく知りませんけど、わたしよりお父さんに頼んだ方がいいんじゃ……」

「社長は気分屋だ。機嫌が悪いと平然と経費書類を握り潰す。比喩ではなく物理的にな」

「我が父親ながらブラックってレベルじゃありませんね……」

「だから君に頼みたい。この学園内において君は俺の上司だ。社長も君の承認ならば二つ返事で認めるだろう」

「んー、確かに。分かりました。そういうことなら了解です」

　姫乃は頷き、書類を受け取ると、ソファーに腰を下ろした。

　ここは女子寮の姫乃の部屋。ソファーにはぬいぐるみたちが置いてあり、それを脇に寄せ、姫乃は書類の内容に目を通す。

　しかしすぐに表情が曇った。

「柏木さん……」

「どうした？」

「購入物の欄に『毒針』って記述があるんですが？」

「仕様だ」

「はい、却下」

「馬鹿な!?」

　さすがに色めき立ち、柏木が言い募ってくる。

「経費を認めないなど、上司として横暴の極みだぞ!?　君は社長と同じ道を歩むつもりなのか!?」

「むしろ上司として当然の判断です！　どこの世界に毒針を経費で落とす会社があるんですか。そもそも一体何に使うつもりなんです？」

「名刺に仕込む。受け取った相手を一撃必殺だ」

「殺さないで!?　わたしの通ってる学園をそんな殺伐とした世界にしないで下さい」

「殺しはしない。多少痺れて動けなくするだけだ」

「本当ですか……？」

「一割ほど本当だ」

「ほとんど噓じゃないですか！」

「そもそもここは最初から殺伐とした学園だろう？　自衛手段に遠慮は必要ないと思うが？」

　聖ルルド学園は生徒たちに対して、命懸けのギャンブルを奨励している。そういう意味では妥協のない柏木の姿勢は正しいのかもしれない。

　しかし姫乃は首を振る。

「だとしても駄目です。相手が悪いことをしてるからって、こっちも悪いことをしていい理由にはなりません」

　きっぱりと言い切った。

　するとさすがの柏木も勢いを失くす。

「……正論だな。ぐうの音も出ん」

　その目はどこか眩しそうだった。

「汚泥に染まらない君のそういう姿勢には時折驚かされる。……分かった。上司がそう言うのなら、部下である俺は従おう」

「ありがとうございます。わたしのために頑張ってくれてるのに、無理を言ってすみません」

「構わん」

　大仰に頷き、柏木は新たな書類を取り出した。

「代わりにこっちの小型地雷を経費で購入したいんだが」

「却下です！」

　結局、まったく従う気のない部下だった。姫乃の苦労はこれからも続きそうである。


〈おわり〉


















カバー・口絵・本文イラスト／kakao

カバー・口絵・本文デザイン／草野 剛
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